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序章　ようこそ梁りよう山ざん泊ぱくへ






　梁山泊の畔ほとりを歩くこと一〇分ほどで、燕えん青せいと林りん冲ちゆうは、小さな漁村を発見した。

「林冲は、ここで待ってて」

　二人ともお尋ね者であることに変わりはないが、比較すれば、林冲のほうが目立つ。人前に出るのは燕青が適していた。

　村の外に林冲を待機させて、奥へと進んでいく。

（静かだ）

　ここへ辿たどり着くまで、小こ競ぜり合いは何度かあった。天命の巫女みこに動向を知られていると考えて、まず間違いない。待ち伏せのことも警戒し、腰に帯びた太たい陰いん剣けんをさり気なく摑つかんだ。

（気配……！）

　背後から誰だれかが近付いてくるのを感じ、素早く振り返った。

　杖つえを突いた老人だった。

「ど、どなたかな」

　燕青の殺気立った様子に、老人は驚おどろいている。どうやら一般人のようだ。

「旅の者だけど、爺じいさん、どこかで舟を買えないかな」

「舟……とな？」

　途端に老人の目つきが険しくなった。

「まさか、仙シエン姑クー達たちのもとへと身を寄せようと言うのではないだろうな」

　その通りであるが、頷うなずくわけにもいかないので、燕青は噓うそをつくことにした。

「違うって。対岸に渡りたいんだけど、歩いて行くのは大変だから、舟が欲しいんだ」

「どちらにせよ、お勧めは出来ない。いま先程まで畔を歩いてきたのであれば、見ていたであろう、官軍と仙姑の戦いを。水の上を行くのであれば、お前さんも、軍と同じ目に遭うぞ」

「俺おれが仙姑に襲おそわれる理由なんてない」

「奴やつらは国を滅ぼす呪のろわれた女どもだ。仙姑であるがゆえに人間を殺すのだ」

　老人の勝手な思い込みに、燕青は腹が立ってきた。お前が仙姑の何を知っているのだ、と。

「もともと、この梁山泊一帯は静かな土地であった」

　老人はため息とともに、かぶりを振った。

「それが、一〇日ほど前に王おう倫りんという反乱者がやって来たことによって、すっかり変わってしまった。王倫は仙姑とともに梁山泊の島に立てこもり、国を相手に徹てつ底てい抗戦するつもりでおる。禁軍は、今日、湖中へと攻め込むため、村の若い男達を兵士として連れていった。よい稼かせぎ手達であったのに、無む謀ぼうな戦いへと駆り出されて……あの様子では、もう……」

　寒風が吹き抜けていった。人の気配がほとんど感じ取れない村の中を見回して、老人はクシャッと顔を歪ゆがめる。

「もうこの村は終わりだ。仙シエン姑クーのせいで、未来は断たれた……」

　そして杖つえをつきながらヨロヨロと歩き始める。去り際に、燕えん青せいのほうに顔を向け、いま一度大きなため息をついた。

「この惨状を見てなお湖に出たいというのであれば、止めはせん。その道をまっすぐ進んだところに船着き場がある。もう乗り手のない小舟ばかりだ。好きなものを選んで使うとよい」




　老人に教えられた通り、村の船着き場には、大小様々な舟が泊められていた。その中でも二人で乗るのにちょうどよいサイズの小舟を選び、燕青と林りん冲ちゆうは乗り込んだ。

（ごめんな、爺じいさん）

　遠ざかる村のほうに向かって燕青は頭を下げた。村の者達たちを湖に沈めた、老人にとっては憎き反乱者達のところへ向かうのだ。騙だましたことに、少しばかり罪悪感を感じていた。

　櫂かいを漕こぎ、湖の奥を目指して進んでいく。

　水の音と鳥の鳴き声しか聞こえない。静かな雰囲気に、自然と緊きん張ちようし、二人ともひと言も発さずにいた。湖の奥のほうには島々が並んでいる。その向こうにひときわ大きな島があり、その中腹に要よう塞さいがあるのは見える。

（まずはあの要塞を目指すしかないな）

　島と島の間から湧わき出てくるように、白い霧きりが流れてきた。霧の中へと入っていく形で、燕青は小舟を進めた。

　視界が悪い中、そのうち、左右にぼんやりと黒い島しま影かげが見え始めた。二つの島の間を進んでいるのはわかる。だが、前後の様子はまるでわからない。

「……燕青」

「わかってる。後ろから来てる」

　追手だ。殺気が背後から伝わってくる。水の上を進む舟の音も聞こえる。

「軍の奴やつらか、天命の巫女みこが送った刺客か」

「蛇だ矛ぼうは届く？」

「難しい。ギリギリ射程圏外を進んできている。無理をすれば届かなくはないが……」

「普通の兵士じゃないな。たぶん仮面の連中──天命の巫女が送り込んできた奴らだ」

「気配がわずかに変わった。そろそろ来るぞ」

　林冲がそう読んだのと同時に、飛来音が聞こえてきた。

　矢だ。

　ヒュッ、と蛇矛を振り、林冲は凶きよう箭せんを叩たたき落とした。

「間合いの外から矢でジワジワと牽けん制せいするつもりだな」

「水の上だと太たい陰いん剣けんが使えない。林冲、やれるか？」

「わかった、任せてくれ」

　敵のほうに向かって跳ちよう躍やくしようと林りん冲ちゆうが身を沈めた、その時だった。

　進行方向の霧きりの奥から、一艘そうの舟が現われた。

　燕えん青せい達たちの舟の横をすれ違うようにして通り抜けていき、後方の敵に向かって進んでゆく。その舟の上には、大きな布で身を包んだ人間が一人、立っている。

「待て、そっちは──！」

　無む謀ぼうにも危険な方向へと向かっていく、謎なぞの人物のことを、林冲は慌てて止めようとした。

　バッ！　と大きな布が翻ひるがえった。周囲の霧を搔かき回し、散らす。体を覆おおっていた布は放ほうり捨てられ、その下から、一人の少女が姿を現わした。

　露ろ出しゆつ度どが高く動きやすい衣装を身に纏まとった、赤あか髪がみの女の子だ。こちらを振り返って、フッと笑った。年ねん齢れいは燕青や林冲と同じくらいだろう。

　空を裂き、少女に向かって、矢が飛んできた。

「危ない！」

　林冲は叫んだが、無用の気遣いだった。

　素早く少女は敵のいる方に向き直ると、バシッ！　と飛んできた矢を素手で摑つかんだ。そのまま手を握り、矢をへし折る。すぐに続けて二本目の矢が飛んできたが、少女は蹴けりを放ち、あっさりと弾はじき飛ばした。

　少し霧が薄うすくなり、敵の姿が見えてきた。二艘の舟に、それぞれ二人ずつ乗っている。計四名。全員仮面を着けている。

「やはり天命の巫女みこの刺客か！」

　林冲がそう言って身構えた目の前で、

「なーんだ。雑魚ざこばっか四人か」

　心底ガッカリした様子で少女はぼやくと、グググ、と重心を落とした。

「じゃあ──ちゃっちゃと終わらせるわよ！」

　ドンッ！　舟がひっくり返りそうなほどの勢いで、一気に空中高くへと跳ちよう躍やくすると、少女は敵の舟へと飛び移った。

　旋風が巻き起こる。敵の二つの舟を縦横無尽に跳び回りながら、素手で、少女は次々と仮面の者達を湖の中へ叩たたき落としていく。

　ものの数秒で一掃してしまった。

「よしっ、今日も快調！」

　四人の敵を軽やかに撃げき退たいした少女は、満足そうに頷うなずくと、今度は燕青達の舟の上へと飛び移ってきた。トンッ、と軽やかに乗ったおかげで、大して舟は揺れなかった。

「……！」

　林冲は警戒し、蛇だ矛ぼうを構える。まだ相手が味方と決まったわけではない。

「その武器、あんたが噂うわさの豹ひよう子し頭とう林冲ね。そっちが燕青」

「初めて会うのに、なぜ私達たちのことを知っている」

「王おう倫りんが話してたから。あんたの蛇だ矛ぼうは有名だし」

　それから少女は腰に手を当てて、ジロリと睨にらんできた。

「で、ここへ何しに来たわけ？」

「仲間になりに来た」

「ほんとに？　あんたって元討とう仙せん隊たいでしょ。信用していいの？」

「とうの昔に国に対する忠誠心など無くした。いまはお前達と同じ、反乱者だ」

「ふうん……私達と同じ、ね……」

　どこか納得していない様子で、少女は林りん冲ちゆうのことを眺め回した。

「なんか文句でもあるのかよ」

　やたらと勿もつ体たいつけた少女の態度に、燕えん青せいは苛いら立だち、つい突っかかった。

「一応、事情は聞いてるけど、大丈夫かな──って思って。ま、いいけど」

　少女は肩をすくめると、跳ちよう躍やくし、自分が乗ってきた舟へと戻った。燕青達の舟の前へと漕こぎ進めてから、振り返る。

「ついてきて。案内してあげるから」

　霧きりの中、どこへ進めばいいのかわからない燕青にとっては、その言葉はありがたい。だが、ひとつだけハッキリさせておきたいことがあった。
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「ちょっと待てよ。先に名前くらい教えろよ」

「別に後でもいいじゃん。めんどくさ」

　わざとらしくため息をつき、文句を言いながらも、少女は腰に手を当てて胸を張り、朗らかに自己紹介を始めた。

「私は朱しゆ貴き！　梁りよう山ざん泊ぱく最強の仙シエン姑クーよ！　おぼえておきなさい！」

　最強。

　臆おく面めんもなく「最強」を名乗る仙姑、朱貴。

　これまで出会ったこともないような少女を前にして、燕えん青せいと林りん冲ちゆうは顔を見合わせ、どう反応すればいいのかと、お互いに困惑の表情を浮かべた。

「なーに、ボサッとした顔してんのよ。とっとと行くわよ」

　朱貴の舟はどんどん先へと進んでいく。慌てて燕青は櫂かいを持ち、後を追った。

　島々によって形成された、入り組んだ水路を辿たどること数分で、開けた場所に出た。目の前には大きな島があり、船着き場と、斜面に張りつくように築かれた要よう塞さいが見える。楼閣や防ぼう壁へき、階段や回廊が複雑に絡み合って構築されており、遠方から視認出来た時点でわかりきっていたことだが、その規模の大きさに、燕青は改めて驚おどろかされた。

「ようこそ梁山泊へ」

　自慢げな表情を浮かべて、朱貴はにっこりと笑った。
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　水すい塞さいの船着き場に入り、燕えん青せい達たちは舟から降りると、桟橋を歩き始めた。

　山の斜面にはまり込む形の要塞は、くぼんだ土地の構造を活いかして、防衛がしやすいように設計されている。ただ、建物の外観は古びており、かなり昔の時代に建造されたもののようだ。誰だれが、いつ、こんなものを造ったのか。

　上空を鳥が飛んでいる。鳶とんびだ。ピーヒョロロロとよく通る鳴き声が、島々の間でこだまする。風が吹くことで入り江が波打ち、水の音が耳を撫なでてくる。

　いつ追手が現われるか、という緊きん張ちよう感かんの中で旅をしてきた燕青は、この穏おだやかな雰囲気に、安らぎを感じていた。

「しゅっきー！」

　坂を上り始めたところで、トトト、と小さな女の子が駆け下りてきた。見た目、一〇歳になるかならないか、くらいの少女だ。冬なのに薄うす手での服を着て、元気闊かつ達たつな印象。朱しゆ貴きの前に立つと、目をキラキラと輝かがやかせ始めた。

「速い。走らないで」

　その後ろからもう一人、長い髪かみの女の子が文句を言いながら、ゆっくりと歩いてきた。彼女は厚手の服を着ており、あまり体を動かすのは得意ではないような様子だ。

　後ろの少女を無視して、元気印全開の少女は、大きな身振り手振りで朱貴に話しかける。

「今日のどうだった!?　あたし、バシーンッとやってやったぜ！　一発目の奇き襲しゆうからの、ドーン！　ん[image: ～][image: ～][image: ～]、最高に気持ちよかったー！」

　熱を込めて語る、その背後から、長ちよう髪はつの女の子がジト目で睨にらみながら、ボソッと呟つぶやいた。

「杜と遷せんは、先走りすぎ」

「へ!?　だって、あれ、そーゆー作戦だったじゃん！」

「私の合図に合わせて、って言ったのに……すっかり忘れて、勝手に動いたでしょ」

「ごめんごめん。でもさ、勝ったんだから、いいよな！」

「負けてたらどうするの」

　そんな二人の会話を聞きながら、もしや、と燕青は目を丸くした。

「ちょっと待って。さっき湖で、禁軍相手に、巨大な機械を使って大暴れしていたのって──もしかしてお前達なのか!?」

「おにーさん、いいぜー、その反応。もち、あたしらの大だい活かつ躍やく！」

　むん、と胸を張り、元気な女の子は得意げな表情を浮かべた。

「あたしは杜遷！　わかってるだろうけど、仙シエン姑クーさ！　宿した星は地ち妖よう星せい！　で、この後ろにいるおとなしい子が──」

「お二人が、林りん冲ちゆうさんと、燕青さんですね。頭領からお話を聞いておりました。滄そう州しゆうでは随分と大変な目に遭ったみたいで」

「──って、ノリ違うって、そーまん！　もっと、こう、あたしと同じよーに」

「これから私も名乗るところだったの。邪じや魔ましないで」

「そこはさあ、『私は宋そう万まん！　同じく仙シエン姑クー！　宿した星は地ち魔ま星せい！』って、あたしに合わせるのが面おも白しろい、ってゆーか」

「ご容赦ください。杜と遷せんは、新しい仲間が増えるから、興奮しているんです」

「当たり前だろ！　なんたって、あのりんちゅーだぜ！　豹ひよう子し頭とう林りん冲ちゆう！　百人力だよ！」

「そんなにはしゃぐことか？　二人ともあんな凄すごい力を持っているのに？」

　なぜそこまで林冲の仲間入りを喜ぶのかと、燕えん青せいは首を傾かしげた。杜遷と宋万が動かしていたという巨大機械兵は、目視では全長二〇メートルはありそうだった。林冲でも、あれだけの巨体と渡り合うのは苦労するだろう。戦力としては申し分ないのではないか。

「おっしゃる通り、私達たちは巨大機械兵を召喚し、そこに乗り込んで戦うことが出来ます。ですが、残念ながら五分しか操作出来ません。多くの仙気を消耗する、燃費の悪い能力なのです」

「そ。だから、あたしらには一緒に戦う仲間が必要なんだ」

「まあ……立ち話はこれくらいにして、上へ行きましょうか。王おう倫りんさんがお待ちかねです」

　宋万に促されて、燕青達は再び坂を上り始めた。

　島の頂まで上ったところで、高楼が現われた。いつの時代の物かはわからないが、建物の入り口に額がかかっており、「忠ちゆう義ぎ堂どう」と記されている。

「堂、というよりは塔みたいなものですね。当初は平屋のお堂だったのを、後世に改築して、いまの形にしたのかもしれません」

「この水すい塞さいは、誰だれが建てたんだ？」

「わかりません。規模から考えて、どこかの時代の権力者だとは思うのですが、なぜこんな湖の真ん中に要塞を造る必要があったのか、見当もつかないのです」

　ひとまず燕青達は中へ入り、最上階に上った。

　廊下の奥に、部屋がある。

「ここが王倫さんの部屋です」

　宋万に案内された途端、燕青の胸は昂たかぶってきた。

（なんかもう何年も会ってないような気分だ）

　久々に王倫と話が出来る。ただそれだけで、思わず笑みがこぼれてきた。

　扉をノックすると、中から返事が聞こえた。懐なつかしい声に心が躍おどる。さっそく部屋の中へ足を踏ふみ入れた。

　研究所にいた頃ころと変わらず、室内は綺き麗れいに整理整せい頓とんされており、心地ここち良い居住空間だ。

　奥のテーブルに王倫がいる。椅い子すに座っての読書中だったようで、パタンと本を閉じると、ほほ笑みとともに燕青を見つめてきた。

「お帰りなさい。無事でよかった」

　場所は変われども、投げかけてくる言葉は同じだ。まるで自分の家に戻ってきたような安心感とともに、燕えん青せいは相好を崩した。

「ただいま」

　都を脱出してからの一連の戦いが、やっとひと区切りついた心地ここちだった。

「林りん冲ちゆうも生きててくれて何よりだわ」

「あなたが燕青を助けてくれたからだ。感謝している」

「いいのよ、別に。まったくの慈善、ってわけでもないから。それより、ここの水すい塞さい、なかなかのものでしょ」

「驚おどろいた。まさかこれほどまでに立派な拠点だとは。以前から知っていたのか？」

　林冲の問いに、王おう倫りんは頷うなずいた。

「ええ。研究所で、古文書の解読を行っていた班が、この梁りよう山ざん泊ぱくの地下深くに大型宝パオ貝ペイが眠っているというのを突き止めたの。それで調査に入った時、この水塞の存在を知ったわけ」

「大型宝貝……？」

「その名も『山さん河が社しや稷しよく図ず』。地形を自在に変化させることが出来るという、非常に強力な宝貝よ。それなら私一人でも軍を相手に戦えると思ったから、この地を目指して──その途中で、故郷を追われて放浪していた杜と遷せんや宋そう万まんと出会ったの」

　さらに王倫は、梁山泊の畔ほとりに到着したところで、朱しゆ貴きと出会った。彼女もまた故郷を追われて落ち延びてきたところだったので、仲間にならないかと誘いかけ、最終的には三人の仙シエン姑クーを連れて水塞へと入った。

　こうして、話し合いの末、仙姑達たちのリーダーには王倫が就いた、とのことである。

「以上が私の話。次は、あなた達のことを聞かせてちょうだい」

　燕青は頷き、順を追って話し始めた。

「王倫と別れた後、すぐ滄そう州しゆうには辿たどり着いたけど、そこの村で滄州城の連中と戦う羽目になったんだ。そいつらは大したことなかったけど、後から天命の巫女みこの刺客がやって来て……危ないかな、って思ったところに、魯ろ智ち深しんが助けに入ってきた」

「魯智深……って、まさか、あの!?」

　驚きの声を上げたのは、王倫ではなく、朱貴だった。

「知ってるのか？」

「当たり前じゃない！　延えん安あん府ふで星せい禍かを起こした仙姑魯達たつ──だけど、本当は国の刺客に襲おそわれたからだって、世の中に訴えかけてる。それで、いまは魯智深と名乗って、青せい州しゆうの二に竜りゆう山ざんで反乱軍を立ち上げて、国を相手に戦ってる。私達仙姑にとっては憧あこがれの存在よ！」

　朱貴は目をキラキラと輝かがやかせている。

　杜遷や宋万も、燕青のことを感心した目で見つめている。伝説的な仙姑と出会ったという、ただその一点だけで、みんなの燕青に対する印象はかなり変わったようだ。

「それで林冲を助けることが出来たのね」

　さすがに王おう倫りんは吞のみ込みが早く、後の展開を全すべて読んでいた。おかげで燕えん青せいとしても説明はしやすく、簡潔に、滄そう州しゆう城じようで林りん冲ちゆうを救出した後、仇きゆう敵てきである陸りく謙けんを倒したことまでを語った。

「陸謙戦で発動した、時を操るっていうその宝パオ貝ペイ……たしかに気になるわね」

　燕青の胸にかかっている懐かい中ちゆう時計型の宝貝を指差してから、王倫は口元に手を当てて、考え始める。どれだけ仙気を送っても絶対に発動しなかった宝貝が、なぜか窮きゆう地ちに陥った時だけ効力を発揮した。いまだに理由はわからない。

「宝貝は一人ひとつしか使えないはずじゃないのか？　どうして太たい陰いん剣けんを持っている俺おれが、この時計型宝貝を使うことが出来たんだ？」

「あら、それについては、別に不思議なことではないわ」

「え」

「見て。あそこにあるの、全部、私の宝貝よ」

　と、王倫は壁かべ際ぎわのほうを指差した。

　示された方を見ると、木棚に二〇点ほどの道具が陳列されている。てっきり、ただの置物だと思っていたが、全て王倫が所持する宝貝だと知り、燕青は目を丸くした。

「どうしてこんなに宝貝を持ってるんだ!?」

「この水すい塞さいの地下へ潜って、取ってきたの」

「はー……すごいな」

　燕青は棚へ近付き、ひとつひとつ眺める。紫色の丸い玉を取り、王倫のほうへ向けた。

「たとえば、これは？」

「それはたぶん『定てい龍りゆう珠じゆ』。書物によれば、龍を自在に操ることが出来る宝貝、みたいね」

「龍を操る？　何言ってるんだよ。そんなの実在するわけないじゃないか」

　伝説でしか聞いたことのない神しん獣じゆう。宝貝という不思議な道具を使う燕青であるが、龍や鳳ほう凰おうといった存在は信じていない。本当に見た、という者に出会った例しがないからだ。

「確かに、いまのところ使い道は無いわね。あるいは書物が間違ってるのかもしれない」

「そうしたら、この靴は？」

「貸して」

　その言葉に従い、燕青は棚から靴を取り、投げてよこした。

　王倫は靴を履はき替えた。直後、フッと姿が搔かき消えた。姿を消す宝貝、金きん霞か冠かんかと思いきや、どうも違うようで、一いつ瞬しゆんにして林冲の背後に現われた。

　と同時に、林冲の両胸を、後ろからムニュッと鷲わし摑づかみにした。

「ひぐあああ!?」

　素っ頓とん狂きような悲鳴を上げ、目をグルグルに回した林冲は、即座に振り返りながら王倫目がけて裏うら拳けんを放った。が、肝心の王倫本人は、すでに姿を消している。

「まーた出たよ、王倫のイタズラ癖ぐせ」

　呆あきれ顔で、朱しゆ貴きはかぶりを振る。

「この宝パオ貝ペイは『飛ひ天てん靴か』。見ての通り、瞬しゆん間かん移動が出来るの」

　いつの間にか、王おう倫りんは、燕えん青せいの真横に現われていた。体に腕を絡みつかせ、甘い吐息とともに、耳元へと囁ささやきかけてくる。

　ゾクゾク！　と心地ここち良いのか気持ち悪いのか、なんとも判別しがたいものを感じながら、燕青は飛び退のき、王倫から距きよ離りを置いた。

「なんでそんなのまで使えるんだよ!?　お前の宝貝って、金きん霞か冠かんだろ！」

「そう思うのも無理はないわ。『宝貝を使えるのは適性者』、『使用可能なのは、一人ひとつまで』、『一度その宝貝を使い始めると、他ほかの宝貝は使えない』……それらが私から説明していたルール。宝貝使用に関するいろはだったわね」

「そう、憶おぼえてる」

「噓うそではないわ。ただ、例外について話していなかっただけ」

「例外？」

「ひと口に適性者と言っても、身に宿す生命力、仙気の量は、みんなが同じというわけではないわ。個人差は当然ある。多い人もいれば、少ない人もいる。仙気の消耗が激しい人もいれば、全快まで時間がかかる人もいる。そして──無限の力を持つ人も」

「無限、って、絶対に仙気が切れないってこと？」

「正解。だからいくらでも宝貝を使える。そして、理屈はわからないけど、無限の仙気を持つ人達たちはなぜか、『宝貝は一人ひとつ』の法則にも縛しばられない。様々な宝貝を好きなだけ自在に使いこなすことが出来る。この驚きよう異い的てきな力を持つ人間を、私は『仙シエン人レン』と呼んでいる」

「仙人、って……仙シエン姑クーの呼び名の由来になった、伝説の存在のことか」

「果たして、そう呼ぶのが正しいのかわからないけど、でも、ふさわしいとは思っているわ。とにかく、私は適性者の中でも特異な体質を持っていて、複数の宝貝を制限なく扱うことが出来るの」

　そこで王倫は言葉を切った。燕青のことを見つめたまま、なぜか黙だまっている。

「王倫？」

「やだ。もう何を話してたのか忘れちゃったの？」

「え？　なんだっけ？」

「あなたから話してきたんじゃない。自分がどうして二つ目の宝貝を扱えたのか、って。答えは、いま私が話した通りよ」

　場にいる全員が息を吞のんだ。

　林りん冲ちゆうが身を乗り出し、王倫に質問してくる。

「つまり……もしかして、燕青は」

「なぜ普段は十分に力を発揮出来ないのか、その謎なぞは残るけれど、時計型宝貝を使うことが出来た理由は、とにかくひとつしかないと思うわ」

　王おう倫りんはほほ笑みを浮かべ、燕えん青せいのことを見つめてきた。

「あなたには──仙シエン人レンの素質があるのよ」

　突然、「あははは」と朱しゆ貴きが笑い出した。びっくりした燕青が顔を向けると、彼女は心底嬉うれしそうな顔で、しかし目つきだけは鋭するどく、燕青のことを見据えている。

「見た感じ強そうじゃないのに、意外とあんたって凄すごい奴やつなのね。面おも白しろい」

「なんだよ、急に」

「でもね！　この梁りよう山ざん泊ぱくで一番強いのは私なんだからね！」

　朱貴はビシッと指を突きつけてくる。

「新入りのあんた達たちに、そこんとこハッキリさせてやるわ！　顔貸しなさい！」

「へ？　え？」




　あまりにも急な展開についていけず、燕青は混乱していた。

　高楼を下りた後、朱貴を先頭に、一行は水すい塞さいの中を進んでいく。島の斜面に作られたこの要塞は、入り組んだ構造となっており、簡単には全すべてを把握出来そうにない。誰だれかの案内がなければすぐ迷ってしまいそうだ。

　廊下を進みながら、窓の向こうに広がる風景を眺めた。青天のもと、湖と島々が、朝日を受けて輝かがやいている。涼しい風が吹き抜けていった。

　やがて扉が現われた。開けると、奥はトンネルになっている。

「この向こうに、訓練場があるの。島の中に出来た窪くぼ地ち」

　と王倫が説明してくれた。

　向こう側に出ると、四方を山に囲まれた空間が現われた。トンネルの出口は中腹にあり、眼下に正方形の闘とう技ぎ場じようが見える。四角い石を並べただけの無骨な舞ぶ台たい。

「格の違いってやつを教えてあげるわ。来なさい」

　朱貴に手招きされて、渋々、燕青は闘技場へと一緒に下りていく。他ほかのみんなは高所に設置された観覧席へと移動した。

「あんたって、討とう仙せん隊たいの元隊長だったよね、たしか」

　闘技場に着くなり、朱貴はウォーミングアップの体操を始めた。たくましくも白くて滑らかな脚を伸ばして、入念に柔軟を行っている。

「実績はどうなのよ」

「……実績？」

「何人くらい仙シエン姑クーを倒したのか、ってこと」

　妙なことを聞く、と燕青は目をまたたかせた。彼女だって同じ仙姑なのに、仙姑をどれだけ倒したか、などという質問を、なぜ平気で出来るのか。

「二人。ただし林りん冲ちゆうと組んで」

「どこのどいつ？」

「名前くらいは聞いたことあるかもな。九く紋もん竜りゆうの史し進しんと、青せい面めん獣じゆうの楊よう志しだ」

「最初の奴やつは知らないけど──楊志って、あの伝説の武将楊業ぎようの子孫じゃない。噂うわさは聞いてた。へえ、あいつを倒したんだ。やるじゃない」

「俺おれ一人の力じゃないけどな」

　言いつつも、誉められるのは悪い気がしなかった。

　ところがここで掌てのひらを返すように、朱しゆ貴きはフンッと鼻で笑った。

「で、も！　上には上がいるわ！　それが──この私よ！」

　大声を張り上げてから、腰を落とす。コォォと深く息を吸い始めた。全身から青い光が放たれる。膨ぼう大だいな量の仙気が朱貴の体内で練り出されていくのが、見るからにわかる。

　突然、彼女の肉体に変化が現われた。メキメキと筋肉や骨の軋きしむ音が聞こえる。耳は鋭するどく、口元は裂け、瞳どう孔こうは縦にスッと細くなる。露あらわになっている肌には、鱗うろこが現われる。形が浮き出るほどに筋肉が増大し、もはや人間の姿ではない。

　面食らっている燕えん青せいの前で、変化した朱貴は、ニヤリと笑った。

「どう？　まるで伝説の龍りゆうみたいでしょ。けど、この姿を見た連中は、みんな口を揃そろえて言うわ。『化け物』って。ただの龍じゃ、ない。だから私はこう名付けたわ──」

　グッ、と朱貴は身を沈め、足腰に力を溜ためた。

「『恐竜』──って」

　ドンッ！　と石畳を蹴けり、一気に燕青の懐ふところへと飛び込んでくる。尋常ではないスピードに、対応しきれず、太たい陰いん剣けんで防御するのが精一杯だった。放たれた朱貴の拳けん打だを正面から受け、まっすぐ後ろに弾はじき飛ばされた。

（身体能力の強化！　林冲と同じ系統か！）

　ただ、朱貴の場合は外見も激しく変化している。そのインパクトも少なからず効果がある。並の者であれば彼女の凶悪な見た目に立ち竦すくんで、戦うどころではないだろう。

「世間では、『旱かん地ち忽こつ律りつ』──陸に上がったワニ、って私のことを呼んでるみたいだけど。冗談じゃないわ。ワニと一緒にしないでほしい。私の場合は、龍。あんたがさっき『そんなもの存在するか』って鼻で笑った、伝説の龍。その力を持ってるのよ！」

　再び勢いよく突とつ撃げきしてきた。

「ごちゃごちゃ能書き垂れて……うるせーな」

　燕青は太陰剣を石畳に突き立てた。闘とう技ぎ場じよう全体は、山の影かげで覆おおわれている。影の中を自在に移動出来る燕青にとっては、この戦場は、独どく壇だん場じようだ。

「曳エイッ！」

　気合いとともに、全身を影と化し、石畳の上を滑り始める。

「あ、れ!?」

　突如、相手の姿が無くなったことで、朱しゆ貴きの拳こぶしは空振りした。

　その背後へ回り込んだ燕えん青せいは、すかさず実体へと戻り、後ろから腕を回して、太たい陰いん剣けんの刃を朱貴の喉のど元もとに押し当てた。時間にして、わずか一分での決着だった。

「え……うそ……？」

「お前の負けだ」

　長いこと戦いの日々を送ってきた燕青の体には経験や技術が染み込んでいる。力任せに攻めかかる朱貴ごとき、簡単にあしらえる。

　剣を離はなしてから、慰なぐさめるようにポンポンと朱貴の肩を叩たたいた。彼女は、相当ショックだったのか、負けた時の姿勢のまま立ち尽くしている。

「うわあああん！」

　いきなり大声で泣き始めた。涙を飛ばして、悔しい感情を激しく露あらわにする。

「お、おい。そこまで泣くことないだろ！　手加減すると悪いと思ったから、本気で──」

「だって恥ずかしいよ───！　大口叩いたのに、あっさり負けて───！　わあああん！」

「いや、お前の能力は、実戦向きなんだから、もっと頑張れば」

「要は、私の実力不足だって言いたいんでしょ！　むっかつく！」

　朱貴は涙を拭ぬぐうと、急に、今度は怒り始めた。

「新入りのくせに生意気よ！　絶対絶対絶対絶対絶対、次こそは勝ってやる！　梁りよう山ざん泊ぱく最強の仙シエン姑クーはこの私なんだから！　見てなさいよ、バカ───！」

　勝手に泣き喚わめいて、勝手にプンプン腹を立てて。

　一人で大おお騒さわぎした後は、脇わき目めも振らず、闘とう技ぎ場じようから走り去ってしまった。

「なんだ……あいつ？」

　呆あつ気けに取られている燕青は、観覧席を見上げ、王おう倫りんへと目を向けた。

　苦笑しながら、王倫は両手を上げて、肩をすくめた。「ああいう子なのよ」と言わんばかりの仕草だ。

（これ……馴な染じむまで、相当骨が折れそうだな……）

　前途多難。先々上手うまくやっていけるのかと不安になり、燕青はポリポリと自分の頰ほおを指で搔かくのであった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　燕青達たちが梁山泊に到着する、七日前のことである──




　長旅を終えた高こう[image: ]きゆうは、船から降りながら、ホッとひと息ついた。

　帝都から延びる運河や長ちよう江こうを伝って、五日ほどかかった。一人であれば陸路を行ったほうが早かったかもしれないが、移動は他人任せの船のほうが気楽だったので、そうした。

　澄すみ渡った青空と、清らかな川の色が、旅疲れの身を幾分か癒いやしてくれる。南方にある、水の都江こう州しゆう。気分よく鼻歌を歌いながら、歩を進めた。

「こ、こ、高こう太尉！　お一人で供の者もつけないなんて、危険過ぎます！」

　船着き場を歩いていると、色白で線の細い若者が駆け寄ってきた。

「おう、得とく章しようか。出迎えご苦労」

「あなたは禁軍の最高権力者なのですよ！　もっと慎重に行動してください！」

「人間死ぬ時は、死ぬんだ。怯おびえてたら何も出来ないぜ」

「頼たのみますよ……！」

　得章と呼ばれた若者は、より接近し、耳元に囁ささやくように話しかけてきた。

「ただでさえ大事な時なのです。父が復職するにはあなたのお力添えが必要だ。私だって、こんな江州などという辺へん鄙ぴな土地で一生を終えたくない」

「辺鄙か？　俺おれはそうは思わないがな。北の寒い大地に都があるより、こっちに都を置いた方が、ずっと豊かでいい生活を送れると思うぞ」

　それから高[image: ]きゆうはしまりのない笑顔で、近くを歩いている女性に手を振った。漁をやっている女性か、肌寒い季節であるのに、平気で露ろ出しゆつ度どの高い格好をしている。

「いいねえ、胸の谷間、プリプリのお尻しり、太もも……さすが南の水運都市。江州に住めば、毎日あんな眼福もんなものが見られるのか？」

「ここは水の都ですから、女も男も肌着同然の格好をしております。私からすれば、下品極まりなくて気分が悪いのですが……それより、さっそく行かれますか？　それとも休きゆう憩けいを？　江州女がお好みでしたら、何人か見み繕つくろって送りますが」

「時間が無い。さっさと行って、終わりにしたい」

「かしこまりました」

　得章に案内され、高[image: ]は街の中へと入っていく。水辺にある都市ゆえ、細い水路が張り巡らされており、また北の方では当たり前の城じよう壁へきの類が存在しない。川そのものが防壁となっているのだ。

　やがて街の一角にある牢ろう獄ごくに到着した。

「ここにはいま、もう一人仙シエン姑クーが収容されているんだったな」

　中に通されて、地下へと階段を下りていく。明るい外の光も、この暗い地下牢には届かない。長い期間閉じ込められていたら、精神がどうにかなってしまいそうな場所だ。

「はい。会っていかれますか？」

「今回は必要ない。あの女にだけ会わせてくれ」

　高[image: ]は、飄ひよう々ひようとしていた顔つきを、徐々に険しいものへと変えている。さすがにこの先にいる仙シエン姑クーとは、不ふ真ま面じ目めな態度では会話は出来ない。

　牢ろう獄ごくの最深部。扉の鍵かぎを開け、高こう[image: ]きゆうと得とく章しようは中に入った。

「厳重に拘束しております。ですが不用意に近寄らないでください。相手は──」

「へいへい」

　警告に従うことなく、高[image: ]はズンズンと奥に進んでいく。

　そして──壁かべに鎖くさりで幾いく重えにも縛しばられて、静かにうなだれている少女の前に立ち、しばらく黙だまって相手のことを眺め続けた。

　少女は、ゆっくりと顔を上げた。

　育ちの良さを窺うかがわせる面おも立だちに、知性を感じさせる瞳ひとみ。しかし、彼女の髪かみの色は牢屋の暗がりの中でもクッキリとわかるほどに、青い。

　青髪の少女は口を開いた。

「お久しぶりです」

「嬉うれしいね。まだ俺おれに対して敬語を使ってくれるのか」

「敵であろうと敬意を払う。それが、我が楊よう家の家訓です」

「今日、俺がここへ来た理由を、聞いているか？」

「いいえ」

　そこで高[image: ]は、後ろでビクビクしながら棒立ちになっている得章の方を振り向き、「おーい」と呆あきれた感じで声を発した。

「頼たのむぜ。いちから説明しないといけないだろ」

「も、申し訳ございません。連絡ではそこまで聞いておりませんでしたので」

「気ぃ利かせろよ。これだから、蔡さい京けいのガキどもは使えないんだ」

　ブツブツと文句を言いつつ、また青髪の少女へと向き直る。

「ちょっと状況から説明させてくれ」

「どうぞ」

「実はいま、俺の首が危ないんだ。比ひ喩ゆ的てきな意味ではなくて、本当に処刑されかねない。仙姑だった部下が暴走して都を半はん壊かいさせるわ、滄そう州しゆう城じようが別の元部下の手引きで壊滅状態になるわ、おまけにその滄州城の城主は俺の養子と来たもんだ」

　高[image: ]はまた得章の方を向き、わざとらしく大声を上げた。

「お前の親父おやじ蔡京の、愛人のガキだよ！　頼まれたから、仕方なく養子にしてやったら、あのザマだ！　いい迷惑だぜ！」

「ご、ごめんなさい」

「……んだよ。てめーの親父を悪く言われてるのに、言い返しもしないのか。なあ？」

　最後のひと言は、青髪の少女に投げかけたものだ。

「おっしゃる通りです。情けない」

「で、まあ、話が脱線したが……つまり、俺おれの責任というものが問われているわけだ。これだけの混乱を引き起こした原因は、太尉である俺の管理が行き届いていなかったからだ、ってな。一時は問答無用で死刑にする話も上がっていたが、陛下と、天命の巫女みこの助けがあって、命を取られるのだけは免れた。ただ、条件付きではあるけどな」

「条件、とは？」

「梁りよう山ざん泊ぱくに立てこもった反乱者、王おう倫りんの首を取ること」

「あの人ですか。国がそこまで躍やつ起きになるほど、重要な人でしたっけ？」

「あいつは宝パオ貝ペイ研究の第一人者だったからな。それが、宝貝発掘地のひとつである梁山泊に居座った、ってことがどれだけ大変な事態か……説明は必要か？」

「いえ。考えるまでもありませんね」

「さらに三名の仙シエン姑クーが仲間となった。で、もしも新たな仙姑が、次々と移り住んで来たりしたら、こりゃたまったものじゃない。禁軍では太刀たち打うち出来ないほどの大戦力となっちまう」

「だから、なんとしても、早急に、王倫を討ち取る必要がある……と」

「猶予は一ヶ月。その間に倒せと、まあ、無茶な命令を出されたわけだ」

「それで、どうして私のことを訪ねてきたのですか？」

「俺が総隊長を務める討とう仙せん隊たいの隊長達たちは、仙姑とも戦える連中ではあるが、どこか決定打に欠ける。まだ互いに連携を取るほどには信しん頼らい関係を築き上げていない。だから、王倫相手に総力戦を仕掛けようにも、結局は仙姑と隊長で、一対一となるだろう。そうなると、単純な戦せん闘とう力りよくでは格上のお前ら仙姑には、まず勝てない」

　高こう[image: ]きゆうはしゃがんで、青髪の少女と同じ目線の高さになった。

　じっと正面から見据えて、心の奥に語りかけるように、話を続ける。

「俺は考えた。仙姑を倒せる存在は、何があるか、って」

「……同じ仙姑」

「ご名答。つまりはそれが答えだ。俺が、お前に会いに来た理由は」

「お断りします」

「言うと思ったぜ」

「私は、国が私達に行った仕打ちを、決して忘れません。国のために戦うぐらいなら、いますぐ命を絶たれたほうがマシというものです」

「それは、国のためでなければ戦う、と解釈してもいいのか？」

　青髪の少女は黙だまり、目を逸そらした。その反応が答えになっている。

「例えば──天命の巫女を倒すため、だとしたら、どうだ？」

「!?」

　まさかの高[image: ]の言葉に、青髪の少女は目を見開いた。

「こ、高太尉!?　何をおっしゃるのですか！」

「得とく章しよう、このことは黙だまっていてもらおうか。お前だって親父おやじが第一で、天命の巫女みこのことはどうでもいいんだろう？　むしろ、消えてほしいと思っているんじゃないか？」

「それは……」

「俺おれも、天命の巫女のことは、どうでもいい。俺には俺の目的がある。だから──」

　ニッと高こう[image: ]きゆうは口の端を歪ゆがめて、笑った。

「──どうだ？　俺に手を貸せば、あの女に復ふく讐しゆうする機会を得られるかもしれないぞ。敬愛する男を酷ひどい目に遭わされたまま、こんな地方都市の牢ろう獄ごくであえなく命を落とすつもりか？　まだやるべきことはあるんじゃないのか？」

「私……は……」

「お前は、楊よう家の娘だ。たった一人残った、かの名将楊業ぎようの末まつ裔えいだ。朽ち果てていい命ではないだろう。王おう倫りんも、仙シエン姑クーも、全すべて薙なぎ払え。それがお前の生きるべき道だ。違うか？」

　そう畳みかけられても、なお青髪の少女は迷っていた。

「いまさら国に帰順する気などありません。国は私を見捨てた。家族にも突き放された。生き恥を晒さらすくらいなら、ここで朽ち果てる道を選びます」

「それは楊家として正しい生き方なのかな」

「……何を言いたいのです？」

　高[image: ]は手て応ごたえを感じていた。この少女は楊業の血を引くことに誇りを抱いている。その心を上手うまく突けば、説得することは不可能ではない。

「楊業はもと北ほく漢かんの武将だったが、太たい宗そうの説得を受けて宋そう国へと身を移した。四男の楊延えん朗ろうはあえて敵国に身を委ゆだね、六男の楊延えん昭しようは、自分に死罪を言い渡した皇帝でも、相手が窮きゆう地ちに陥った時には救援に駆けつけた。お前のご先祖様達たちは、みんなそうやって生きてきたんだ」

　少女は黙だまっていた。目を泳がせており、確実に気持ちは動かされつつある。

「迷うまでもないぞ。楊家の血を引くのなら、何が一番正しいのか、どうすれば自分の信じる道を達成出来るのか、そのことを考えてみろ」

「誰だれと戦うのか……ではなく、何のために戦うのか。それが私の、正義」

「ならば泥を喰くらってでも、己が正義を貫き通せ。それこそが楊家の教えじゃないのか？」

　その言葉が決め手となった。

　少女の瞳ひとみに強い意志が宿るのを、高[image: ]は感じ取った。あとは話さずともわかる。彼女はいま心を固めたのだ。楊家の誇りを守るため、自分に苦汁を飲ませた宋国に、あえて帰順することを。内心、激しく葛かつ藤とうしていたに違いないが、面には一切出さない。

　さすが楊家の女だ──高[image: ]は感心しつつ、少女を指差して、高らかに命を発した。

「天てん暗あん星せいの仙姑、青せい面めん獣じゆうの楊志し。いま、この場で、お前を討とう仙せん隊たいの第三隊長に任ずる！」







[image: 第二章　山河社稷図]







　夕刻。部屋の窓からは、朱に染まった梁りよう山ざん泊ぱくの島々が見える。烏からすの群れが飛んでゆくのをぼんやりと眺めながら、燕えん青せいは胸元の時計型宝パオ貝ペイを手に取り、触ってみた。

　陸りく謙けんと戦った時はスイッチが現われ、それを押すことによって「時の流れを遅くする」という効果が発動した。だが、いまは何も出来ない。

「仙シエン人レン……か」

　伝説によれば不老不死であり、秘術を体得しており、宝貝も自在に使いこなしていた人間とのことだ。仙シエン姑クーよりも一段上の存在であり、仙姑、という名前が「仙人のような娘」という意味に由来することからも、どれだけ仙人が格上であるかが窺うかがえる。

　王おう倫りんは、自身や燕青がその仙人ではないか、と考えているようだ。

「また突拍子もない話が出てきたな」

　苦笑した。だけど、仙姑という人外の存在がこの国に一〇八人もいる。いまさら仙人くらいで驚おどろきはしない。さすがに伝説の聖せい獣じゆうである龍りゆうが現われたりしたら、ビックリするだろうが。

「燕青、夕食が出来たようだ」

　扉が開き、林りん冲ちゆうが中に入ってきた。

「いま行く」

　燕青は窓を閉めると、時計型宝貝を懐ふところにしまい、部屋から出た。




　食堂に行くと、丸テーブルの上に、大皿で一〇皿ほどの料理が並べられていた。青菜と唐辛子を炒いためたものや、魚を甘辛く煮込んだもの、豆腐料理まである。

　王倫の他ほか、みんなすでに椅い子すに座っている。

「全部、王倫が作ったの？」

「私だけだと無理よ。ほとんど朱しゆ貴きが作ってくれたわ」

　朱貴は、燕青達たちが食堂に入ってきてから、ずっと唇を尖とがらせている。さっき負けたことで、いまだに拗すねているのだ。せっかく王倫が話を向けても、口をきこうとしない。

　さすがに王倫も見かねたか、眉まゆをひそめて注意した。

「よくないわ、朱貴。勝負を挑んだのはあなたのほうじゃない」

「わかってる。わかってるけど、さあ……」

「燕青はちゃんと手加減抜きで受けてくれたんだから。むしろ感謝すべきよ」

「やだ」

「もー……ごめんね、二人とも。席に座ってちょうだい」

「えんせー！　あたしの隣となり、空いてるぜ！」

　気を遣ってか、杜と遷せんがバンバンと左隣の椅子を叩たたいた。燕青は彼女の言葉に甘えて、そこに座った。

　林冲も宋そう万まんの横に座ったところで、ようやく食事は始まった。

　研究所にいた頃ころはよく食べさせてもらった、懐なつかしい王おう倫りんの手料理に、燕えん青せいは舌鼓を打つ。だがそれ以上に、朱しゆ貴きが作ったという料理は抜群の美味おいしさを誇っている。ちょっとした居酒屋ならお金を出して食べてもいいレベルだ。

「この蒸し蟹がにに使ってるタレ、手作り？」

　燕青に問われても、朱貴は無言でモグモグと食べていたが、しばらくしてから返事した。

「そうよ」

「とても美味しい。料理の腕、あるんだな」

　そう言ってから、ご機嫌取りみたいな発言だったかと思い、対面にいる朱貴の様子を窺うかがった。彼女は、ほんのり顔を赤くしている。

「誉められたって、う、嬉うれしくないわよ」

（あ、こいつ、わかりやすい）

　自分や林りん冲ちゆうと違って、素直に感情を表すタイプのようだ。

　場の雰囲気が少しばかり和んだ。軽い会話がなされるようになり、食事も進んできたところで、王倫が口を開いた。

「今日の侵攻は何とか撃げき退たい出来た。でも、これで、敵も本腰入れて攻めてくるでしょうね」

「あの規模の船団でも、本気じゃないってことか？」

「うごーのしゅー、ってやつだよ」

　杜と遷せんが、骨付き鳥をちっちゃな口で豪快に嚙かみちぎりながら、王倫と燕青に混じってきた。

「大した指揮官もいなかったし、寄せ集め軍隊だろーな。でも、次はきっとすげーの来るぜ」

「討とう仙せん隊たい、か」

　それともまた天命の巫女みこの差し金が送り込まれてくるのか。

「燕青。たしかいたわね、討仙隊の第八隊に。水軍の指揮が得意な隊長」

「いたけど、こっちには仙シエン姑クーが四人もいるぜ。俺おれや王倫もいる。かなり有利だろ」

「真っ向から仕掛けるのだけが戦争ではないもの。いくら仙姑が強いとはいっても、仙気の量には限りがあるから、持久戦に持ち込まれたら負ける。状況は極めて悪いわ」

「何か他ほかに手は無いのか？」

「『山さん河が社しや稷しよく図ず』ぐらいね」

「それって、ここの地下に眠っているっていう大型宝パオ貝ペイのこと……？」

「古文書によれば、山河社稷図は思うがままに周囲の地形を変えることが出来たそうよ。もしも発動すれば、この入り組んだ梁りよう山ざん泊ぱくの地形を動かすことによって、入り込んできた敵を一網打尽に押し潰つぶすことだって可能だわ」

「そんなに強力なら、どうして今日は、杜遷や宋そう万まんに戦わせてたんだ？」

「私が触っても発動しなかったからよ」

「だって、王倫が仙シエン人レンだっていうのなら、当然その山河社稷図だって使えるはずじゃ──」

「ご丁寧にも、仙気を流し込む装置があって、そこには宝玉がはめ込まれていたわ。私が力を注ぐと、宝玉の半分まで仙気が溜たまるのが見えたの。でも、一緒に行った朱しゆ貴きが触っても、それ以上仙気が注入されることはなかった。おそらくあと一人、仙シエン人レンが必要になる」

　つまり山さん河が社しや稷しよく図ずは、仙人が二人いて、初めて発動する宝パオ貝ペイ──ということだ。

「なら、食事が終わったら、すぐにでも行くか？　俺おれが仙気を注げばいいんだろ？」

　この燕えん青せいの言葉に対して、なぜか全員が黙だまってしまった。林りん冲ちゆうまでもが呆あきれた顔をしている。

「なんだよ。みんなで変な顔して」

「燕青……君は自分のことなのに、もう忘れたのか？」

「何が？」

「滄そう州しゆうでの戦いの後、時計型宝貝を発動させようとしても、使えなかっただろう？　素質はあるだろうが、いまの君では、複数の宝貝を扱うことは実質的に不可能だ。だから、いま慌てて行っても意味はない」

「あ……そうか」

　ついその気になっていたが、太たい陰いん剣けん以外の宝貝を使えたのは、陸りく謙けん戦の時の一回だけである。なぜ上手うまくいったのか、その理由はいまだにわかっていない。

　王おう倫りんは、「そうね」と頷うなずいていたが、おもむろに口を開いた。

「でも、ご飯を食べたら、一度地下へ行きましょう。山河社稷図の発動には、もうひとつ問題があるのだけど──口で説明するよりも、実際に見たほうが早いから」




　夕食の後、一行は山を下りた。

　すでに夜の帳とばりがおりており、船着き場から湖の方を見ても、ほとんど暗くら闇やみ。黒く染まった島々が並んでいるのが辛かろうじてわかるくらい。空を見上げても、月や星は見えない。曇どん天てんのようだ。

「あそこから地下へ通じているの」

　王倫が指し示す方向には、朱塗りの門が据え付けられた、洞どう窟くつの入り口がぽっかりと口を開けている。

「朱貴。二人を案内してあげて」

「ええー!?　なんで、私が！」

「杜と遷せんや宋そう万まんが行ったら、とんでもないことになるわ。巨大機械兵を呼べば、洞窟が崩れてみんな生き埋めになっちゃうでしょ。適任者はあなたしかいないの」

「わかったわよ、もう！」

　朱貴は、洞窟入り口の横に置いてある松明たいまつを取ると、火をつけた。燕青と林冲も彼女にならい、松明を手に持つ。

　中に入ると、冷たいが、どこか湿気を含んだ空気が肌に触れてきた。

「この第一階層はまだ何もいないから、警戒しなくてもいいわ。危ないのは、ここから次の第二階層。心の準備しておきなさいよ」

　しばらく奥へと進んでいくと、梯子はしごが現われた。さらに下へと続いている。

「ちんたら下りてると、かえって危険だから」

　と言うやいなや、朱しゆ貴きは梯子を使わず、そのまま飛び下りた。林りん冲ちゆうも同じように続いたが、仙シエン姑クーのように頑強な肉体を持っていない燕えん青せいは、素直に梯子を使って第二階層へと下りていく。

　下に着くと、朱貴も林冲も、どこかへ姿を消してしまっていた。道は二方向あり、どっちへ行ったのかわからない。

「なんだよ……ちょっとくらい待ってろよ」

　文句を言いながら、とりあえず洞どう窟くつの道を進んでいく。綺き麗れいに四角く切り抜かれた道は、明らかに人の手が加わったものだ。一体誰だれが、こんな地下空間を作ったというのか。

　闇やみの奥から、ヒタヒタと足音が聞こえてきた。

「林冲？」

　声をかけるも、返事はない。

　松明たいまつをかざして出来るだけ向こうを照らしてみた。

（なんだ……あれ!?）

　土で作られた人形が、パラパラと欠片をこぼしながら、こちらに向かって歩いてくる。人間の兵士を模した姿であるが、顔は無表情。

　かつて見たこともない異形の存在を前にして、燕青は咄とつ嗟さに判断した。

　これまで人間を相手にしてきた戦せん闘とう経験は、この土人形を相手には活いかせない。敵はむしろ仙姑のような存在だと思って戦うべきだ──と。

　燕青は駆け出した。それに合わせて、意外なほどに機敏な動きで、土人形も剣を構えた。両者が激突する瞬しゆん間かん、燕青は松明を斜め上方に投げ、土人形は横よこ薙なぎに剣を振った。

「曳エイッ！」

　地面に映った土人形の影かげに、太たい陰いん剣けんを突き刺し、叫ぶ。たちまち燕青の体は収縮し、影と化した。土人形の剣は空を切り、勢い余って横の壁かべに突き刺さる。

　燕青は実体へと戻るやいなや、太陰剣を振り上げて、土人形を下から真っ二つに切り裂いた。乾いた破は壊かい音おんとともに、土人形の体は粉々に砕け散った。

「兵へい馬ば俑よう、ってやつか……！」

　聞いたことはある。遙はるか昔、皇帝の墓所を守るために作られた人型の化け物。土で出来ており、時おり水を求めて墓所の外を徘はい徊かいしては、近くの池や井戸を干上がらせる──という伝説がある。ただ、実在するとは思っていなかった。

　とにかく、こっちの方向には林冲と朱貴は来ていない、ということだ。道を引き返し、梯子のところへと戻ると、反対側へと進んでいく。かなり歩いたところで、何かが次々と砕けている音が聞こえてきた。

（林りん冲ちゆうと朱しゆ貴きが、兵へい馬ば俑ようと戦っている……！）

　素早く状況を理解した燕えん青せいは、音の聞こえる方へと走った。

　そこは広々とした空間だった。もともと自然に出来た地形なのだろう、整備されている通路とは違い、ゴツゴツとした岩肌が剝むき出しになっている、地下の広間だ。

　兵馬俑の数は、ざっと見ただけでも約二〇体。無表情に迫り来る不気味な土人形達たちを相手に、林冲と朱貴は縦横無尽に暴れ回っている。

「ッらァァァ！」

　能力を解放し、体を龍りゆう化させた朱貴は、兵馬俑どもを蹴けり技で次々と砕いてゆく。加勢は不要と判断し、燕青は離はなれたところから、朱貴の戦いぶりを観察した。空間の中を自由自在に飛び回りながら、兵馬俑を矢継ぎ早に破は壊かいしていく朱貴は、なるほど弱くはないようだ。

　だが、その横で蛇だ矛ぼうを振るっている林冲と比べれば、どうしても見劣りしてしまう。

「ひゅっ」

　静かな呼気とともに、舞まいを踊るかのようなステップで、林冲は兵馬俑軍団の間をすり抜けていく。彼女が過ぎ去った後、兵馬俑達は順番に粉ふん塵じんとなって砕け散った。

「な──なによ、それ」

　朱貴が一体破壊する間に、林冲は三体の兵馬俑を破壊している。見るからにペースが違う。明確な実力差を見せつけられて、朱貴の表情に動揺が走った。注意が逸それた、その隙すきを突き、死角から兵馬俑が剣を振り上げて襲おそいかかってくる。

「よそ見をするな！」

　林冲は怒鳴ると、一歩踏ふみ込んで、朱貴に斬きりかかろうとしていた兵馬俑を、蛇矛で貫いた。顔面を串くし刺ざしにされた兵馬俑は、剣を落とした後、ゴシャッと砕け散る。それが、最後の一体だった。

「き……気が付いてたわよ。余計なこと、しないでよ」

　ふくれ面の朱貴は、体中に付いた埃ほこりや土をパッパッと手で払うと、仙気を引っ込めた。龍化していた肉体は、見る見るうちに元の人間の形へと戻っていく。

「地上へ、戻るわよ」

　まだ三人とも余力はあるのに、朱貴は踵きびすを返して、梯子はしごの方へと向かう。

　燕青は首を傾かしげ、その背に声をかけた。

「もう帰んのか？」

「……言っておくけどね、私、第四階層までは一人で潜れるんだから。あんた達の助けなんていらないんだから。そこんとこ、わかってよね」

「もしかして拗すねてる？　林冲があまりにも強いんで」

「な、なんで、そんなことで私が拗ねないといけないのよ！　地下へ入るのが初めての、あんた達たちのことを考えて、もう引き上げてあげようかと思ったんじゃない！　ほら、あれ！」

　と朱しゆ貴きが指で示した方を見ると、散らばっている兵へい馬ば俑ようの破片が、カタカタと動き始めた。壊こわしただけでは死なないようだ。破片が一箇所に集まり、また元の形へと戻っていく。

「何度倒しても、ああやって復活するから、キリが無いの！　だから今日はここまで！」

　確かにこれでは深い階層からいざ地上へ戻る時、また兵馬俑軍団と一戦交えなければならなくなる。この地下のことをよくわかっていない燕えん青せい達では、どれくらいのペース配分で先へ進んでいいのかも判断が付かない。

　だけど、結局のところは、朱貴が機嫌を損ねたのが一番の理由だろうな、と燕青は思っていた。その考えを裏付けるかのように、朱貴は、燕青や林りん冲ちゆうと目を合わせようとしない。

　子どもみたいなやつ──燕青は苦笑しながらかぶりを振り、それから林冲に声をかけた。

「戻ろう、林冲。一度王おう倫りんに詳しい話を聞いたほうがいい」




　外へ出た燕青のもとへ、王倫は小走りに駆け寄ってきた。

「平気だった？　怪け我がはしてない？」

「心配なら説明くらいしろよ。いきなり兵馬俑に襲おそわれるなんて、びっくりした」

「だって燕青って先に敵のことを知ると、なめてかかる時があるんだもの。何も相手の情報が無い時のほうが強いから」

「まあ……それは確かに、たまに失敗するけど、さ……」

「朱貴がいれば大丈夫と思っていたし」

「あいつ、俺おれのこと放ほうって、さっさと先に行ってたぜ」

「え、それほんと？」

　王倫は眉まゆを怒らせ、ジロリと朱貴を睨にらんだ。慌てて朱貴は首を横に振り、「違うってば！」と言い訳をし出した。

「燕青が来る前に露つゆ払はらいしておこうと思って、奥の敵と戦ってただけよ！」

「ん？　地下へ下りた時、『なにノロノロしてんのよ、あいつ！　先に行くわ！』とか言って、燕青を置き去りにしたのは、どこのどいつだ？」

　林冲の突っ込みに、朱貴は顔を真っ赤かにして怒り出した。

「あんただって私についてきたじゃない！」

「梯子はしごのところへ引き戻そうとしていただけだ。そうしたら兵馬俑に襲われた。お前のせいで燕青は危うく一人で別の方向へ向かうところだったんだぞ」

「でもそれは、こいつの自己責任──」

「朱貴」

　なおも言い募ろうとする朱貴を、低く冷たい声で、王倫は遮った。怒気すら籠こもっている強い声音に、朱貴はビクンと肩を震ふるわせる。

「燕えん青せいは私にとって大事な、弟みたいな子なの。もしあなたのせいで彼が死んだりしたら、あなたにも、同じ目に遭ってもらっていたわ」

「ごめんなさい……」

　シュン、と朱しゆ貴きはうなだれ、素直に謝った。

「別にそこまで怒らなくていいって。俺おれは気にしてない。それよりも、あの地下のことを早く教えてくれよ。なんであんな化け物がうろちょろしてるんだ？」

「私が山さん河が社しや稷しよく図ずの宝玉に仙気を注いだことが原因みたいね」

　その時、周囲の空間がねじ曲がり始め、渦状に歪ゆがんだ空間の中心部から、次々と異形の存在が飛び出してきたそうだ。危険を感じた王おう倫りんは急いで地上へと戻ったが、現われた化け物達たちはそのまま地下に居座り、簡単には最深部へと入れない状態になってしまった──とのことだ。

「実際に見てわかったでしょう？　異形の巣そう窟くつと化したあの地下へと乗り込んでいって、最深部まで一気に突破しない限り、山河社稷図は完全発動出来ない」

「どうして化け物達が現われたんだ？」

「きっと罠わなのようなものね。地形を変える、という強い力を持つ宝パオ貝ペイだもの、軽々に扱えないよう、あらかじめ仕掛けられていたものだと考えられるわ」

「ってことは、整理すると、解決すべき問題は二つか」

　ひとつは、燕青が仙シエン人レンの力を発動させて、山河社稷図に仙気を注ぎ込めるようにすること。つまり、陸りく謙けん戦で時計型宝貝を使えた、あの時の状態を再現すること。

　もうひとつは、地下の最深部まで到達すること。これには何度も挑戦して、内部のことを把握する必要がある。

「……前途多難だな」

「そう重く考えることはないわ。林りん冲ちゆうや朱貴と、燕青が力を合わせれば、最深部に到達するのなんて簡単に出来る。一番の難題は、あなたが以前と同じように力を発揮出来るかどうか、だけど、それだって過去に例があるんだから、不可能ではないはずよ」

「で？　これからどうする？　まさか無計画に進めるわけじゃないだろ」

「そうねえ……諸々進める前に、まずは仲良くなってもらわないと、なんだけど……」

　なぜか、王倫は言い淀よどんでいる。

　妙なものを感じて燕青は首を傾かしげた。

「あまり言えない内容なのか？」

「たぶんこの話をしたら、相当反発あるわね。主に女子から」

　耳みみ聡ざとく、ピクリと朱貴が反応した。

「どういうこと？　何を考えてるのよ、王倫」

「んーと──今日から、みんなで一緒の部屋に暮らしてもらおうかな、って」

「は!?「うっそ!?「なんだと!?」」」

　ほぼ同時に、燕えん青せい、朱しゆ貴き、林りん冲ちゆうの三人は仰天した声を上げた。さすがに年とし頃ごろの男女だけあって、その手の話には敏感だ。まだ小さい杜と遷せんと宋そう万まんは、特に気にした様子もない。

「ま、待ってよ！　いくらなんでも、男子と一緒の部屋で寝ろだなんて、そんなのいや！」

「私も反対だ。燕青とは旅で同じ布団で寝たこともあるが、それはやむを得なかったからだ。他ほかに部屋があるのなら、ちゃんと分けてほしい」

　朱貴と林冲が、口を揃そろえて反発する。

「はいはい。二人とも落ち着きなさい。うん、いまものすごく気になることを林冲が言ってたけど、この際何があったのかは不問に付してあげる」

　と王おう倫りんは言ったが、今度は朱貴が、林冲の発言を拾い上げた。

「マジで!?　あんた、こいつと寝たの!?」

「おいふざけるな！　誤解を招くような発言をするな！」

「何が誤解よ！　男子と同じ布団に入るって、そういうことじゃない！」

「この冬の時季だぞ！　布団が一枚しかない宿だったんだ、仕方ないではないか！　風邪かぜを引かないようにしただけだ！」

　林冲が顔を真っ赤かにして弁明する横で、幼い二人、杜遷と宋万は互いに耳を寄せ合って、ヒソヒソと何かを話している。興味津々な目つきで、林冲と燕青の顔を見比べて。

　そして杜遷がろくでもないことを言い出した。

[image: ]

「なーなー、それって『初めて』だったの？」

「だーかーらー、違───う！」

　すっかり女性陣で異様な盛り上がりを見せている。話題の中心であるにもかかわらず、蚊帳かやの外に置かれた燕えん青せいは、やれやれとかぶりを振った。

「俺おれは構わないけどさ……危ないとか、思わないのかよ。女ばかりのところに、男を放ほうり込んで。一応、俺だって女子には興味あるんだぞ」

「あら。四人の仙シエン姑クーを相手に夜よ這ばい出来る自信があるのなら、ぜひ試してみて。結果がどうなるか、見物だわ」

「王おう倫りん……もしかして、特に深い理由なんてなく、この状況を楽しんでるんじゃ……」

「やーねえ、人聞きの悪い。私は真ま面じ目めに、一日でも早くみんなで親しん睦ぼくを深めてもらいたいと思って提案したのよ。あ、でも、これは提案じゃないわね。命令。拒否権はないから。断るというのなら、その子は梁りよう山ざん泊ぱくから出てってもらうわ」

（絶対、遊びでやってやがる。間違いない）

　とにかく人が困っている顔を見るのが好きなのだ、王倫は。

　ハア、と燕青はため息をついた。こうなったら止めようがない。素直に従う以外に、他に選択肢はなかった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　ちょうど燕青達たちが地下に潜っていた頃ころ──




　文武百官の間に、激げき震しんが走った。

　反乱者王倫を討伐するための軍を編成した──その高こう[image: ]きゆうからの報しらせを受けて、皇帝は自ら討伐軍の概要を聞きたいと言い出し、宮城へと諸官を召集した。

　謁えつ見けんの間の左右に、選抜された文官六〇名と、武官四〇名が並んでいる。さらに正面には宰相等の重職に就いている者達が横一列におり、奥の段の最上部には皇帝と天命の巫女みこが控えている。

「高[image: ]は、何やら怪しい動きを取っておるようだ」

　天命の巫女は、皇帝の耳元に顔を近付け、囁ささやいた。

「いざという時は御身は逃げよ。わらわが奴やつを倒す」

　それはすなわち、高[image: ]に叛はん意いがあるかもしれない、ということを暗に示している。皇帝は緊きん張ちようした面おも持もちで、小さく頷うなずいた。

　何ということはない、「討伐軍の概要を聞きたい」と言い出したのは、実は天命の巫女なのだ。皇帝はその言葉に従い、一応は自分からの言葉として高こう[image: ]きゆうに命令を下したが、実際は天命の巫女みこの代理を務めたに過ぎない。

　やがて、高[image: ]は謁えつ見けんの間に入ってきた。仙シエン姑クー、楊よう志しを後ろに従えて。

　途端に諸官はざわめき始めた。

「あれは──青せい面めん獣じゆうの楊志!?」

「恐ろしいことを……！　た、太尉は、この国に牙きばを剝むく気か！」

　林りん冲ちゆうが起こした星せい禍かの記き憶おくも新しい中、文武百官は一気に顔を青ざめさせ、一部の剛胆な者を除いて、ザザザと壁かべ際ぎわへと後退した。皇帝も渋面を作り、身を強張らせた。

「高[image: ]。さすがの私も、許せるものと、許せないものがある。お前は仙姑を討伐する立場であり、しかも部下として抱えていた仙姑を暴走させてしまった失態もある。それなのに、また新たな仙姑を討とう仙せん隊たいに加えるとは、気でも触れたか」

「陛下。俺おれは正常ですよ」

「おまけに、その仙姑は──かつて私を殺そうとした女ではないか！」

　そうだそうだ！　と遠巻きにしている諸官の中から、野次が飛んできた。

　楊志は星を身に宿した後、討伐される身になったことをきっかけに、個人的な恨みを晴らすため宮城に単たん騎き突入した。そして何人もの武官を殺害した末に、当時討仙隊に入ったばかりの燕えん青せいと林冲によって倒され、捕ほ縛ばくされたのである。

「そうです。その通り。陛下の命を奪おうと、たった一人で宮城を混乱に陥れた、あの青面獣の楊志です。逆に言えば、いいですか、俺はそんな仙姑の勧誘に見事成功したわけです」

　皇帝から叱しつ責せきされても臆おくすることなく、高[image: ]は自分の主張を続ける。

　そんな彼のことを、天命の巫女は──仙姑を殲せん滅めつすべしと告げた張本人が──なぜか底の知れない微笑を口元に湛たたえて、じっと見守っている。

「毒をもって毒を制す。どうせ仙姑だ、失敗して死んでも痛手は少ない。討伐に成功したなら、なお喜ばしい。どう転んでも我々にとっては好都合です」

「しかし……その女は、私を……」

　なお皇帝はためらっている。

　唸うなり声が聞こえた。正面に並んでいる高官のうち、中心に立っている壮年の男が発したものだ。殿でん司し太尉の宿しゆく元げん景けいである。官位だけなら、高[image: ]と同じ地位にある武官だ。

「高太尉。殿でん帥すい府ふ太尉──近この衛え軍の長官だからといって、思い上がるな。軍事に関する全すべての決定権は枢すう密みつ院いんにある。枢すう密みつ使しの童どう貫かん殿の許可は得ているのか！」

「おう」

　高[image: ]はあっさりと返事し、懐ふところから巻物を取り出すと、投げてよこした。巻物を受け取った宿元景は、すぐにバッと広げる。内容を読んで、その目がカッと見開かれた。

「ば、か、な」

「あんたは真ま面じ目めすぎるんだよ、宿しゆく太尉。もっと柔軟に立ち回れって」

「童どう貫かん殿が……全権を……貴様に、託すだと……!?」

「さ、納得してくれたか。もう無駄に時間を使いたくないんだ」

「まだだ！　その女楊よう志しは陛下に刃やいばを向けた者、信用するわけにはいかない！　それに、一度は仙シエン姑クーの林りん冲ちゆうと戦って敗北しているではないか！　その程度で役に立つのか！」

「うるせーなー……おい、楊志。ちょっと見せてやれ」

　高こう[image: ]きゆうの命令が下りた瞬しゆん間かん、チンッ──と短く鋭するどい金属音が鳴り響ひびいた。

　数秒遅れて、青い髪かみを宙にふわりと舞まわせ、楊志はふぅと艶つやのある吐息を洩もらした。その手は、腰に帯びた刀の柄つかにかけられている。

　突然、絶叫が聞こえた。

　立ち並ぶ文官の一人が、頭部から血を噴ふき出し、白目を剝むいて倒れた。周りの文官達たちは悲鳴を上げて、死体から距きよ離りを置いた。

「離はなれた位置から──剣けん閃せんも見せずに──!?」

「あの文官は、我が国の機密を、北の遼りよう国に流していた。ちょうどいいから粛清した。さて、これで一気にあんたの質問に答えたわけだが、他ほかに何か聞きたいことはあるか？」

　楊志は、目にも映らぬ速さで刃を抜き、斬ざん撃げきを放った。しかも、間合いの外から敵を斬殺した。その力があれば、ここにいる文武百官など、ひと息で皆殺しに出来たはずだ。なのに、何もしなかった。それが、彼女に敵意は無いということの、何よりの証明になっていた。

「わかった、高[image: ]。お前を信用することにしよう」

　皇帝のその言葉で、全すべてが決まった。

「ただし諸官への示しがつかぬから、約束は守ってもらう。一ヶ月以内に、王おう倫りんの首を取ること。それが出来なかった時は、わかっているな」

「俺おれの首が飛ぶ──というわけですな」

　トントンと自分の頸けい動どう脈みやくのあたりを指で叩たたき、高[image: ]はニッと笑った。




　　　　　　　　　　※　※　※




　自室に戻った天命の巫女みこは、窓を開けて、夜空を見上げた。

　月が雲に隠れているおかげで、星々の明かりがクッキリと見える。かつて一〇八の星が落ちてきた時のことを思い出し、続けて高[image: ]のことを考えて、つい顔を綻ほころばせた。

「巫女様ぁ、春しゆん梅ばい、ただいま帰りましたぁ」

　天井の板が外れ、一人の少女が部屋の中に落ちてきた。ドシンと尻しり餅もちをつき、「あいててて」と小さなお尻をさすっている。

　その横の床には、彼女の顔から外れた仮面が転がっている。

「首尾はどうだ」

「えっとぉ、予定外の母親と赤ん坊を殺しちゃいましたぁ。でもぉ、ちゃんと巫女みこ様の指示通りのオッサンを殺してきましたぁ。以上」

「よろしい。しばらくは休んでおれ」

「でもぉ、私、まだまだ働けますよぉ。燕えん青せい、陸りく謙けん、鄧とう元げん覚かく──いなくなったあの人達たち三人分は、バンバン殺しちゃいますよぉ」

「やり過ぎては目立ってしまう。ほどほどがよい」

「だったらぁ、王おう倫りんを、殺やっちゃいましょっかぁ？」

　少女は白い歯を剝むいて笑い、血のこびりついた短刀を顔の前でブラブラさせた。

「それとも高こう[image: ]きゆうですかぁ？　あいつ、最近生意気じゃないですかぁ。命じてくれれば、私、みーんなみんな、ぶっ殺してきますよぉ」

「無用だ。いまは様子を見る」

「やぁだぁ、巫女様ったらぁ。あの三人を失って、ビビっちゃったんですかぁ？　平気平気、私はどんな敵でも、五秒で葬れる自信ありますからぁ、死んだりは──」

「そういうことではない。高[image: ]を殺すな、ということだ」

「あいつ、仙シエン姑クーを味方に引き入れるなんて、巫女様に逆らうことしてますよぉ？」

「まあ待て。わらわの読みが正しければ、面おも白しろいことになるかもしれない」

　自分の思い通りに動かない男、高[image: ]。本来であれば、天命の巫女にとって粛清対象となる人間だ。それなのに、どういうわけか、彼女はこの展開を楽しんでいる。

　部下である少女は、天命の巫女が何を考えているのかまったく読めず、ただ首を傾かしげていた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　そして梁りよう山ざん泊ぱく──




　五人が一緒に暮らす──となり、誰だれの部屋にまとまるのが一番よいかと相談した結果、朱しゆ貴きの部屋に決定した。一番荷物が多いので、朱貴は他ほかの部屋に移動しづらかったのだ。

　ただ、仕方がないとはいえ、本人は不服そうにしている。

「着替えを見たらぶん殴るわよ」

「うるせーな、お前の裸なんて興味ないっての」

　燕えん青せいは窓の方を向いた。その後ろで、朱貴は「ふん」と鼻を鳴らし、服を脱いで寝間着に着替え始める。

　杜と遷せんと宋そう万まんは、寝間着は風ふ呂ろに入る時に着替えるそうだ。床の上でおはじきをやって遊んでいる。そちらにも背を向けているから様子はわからないが、キャッキャッと楽しそうな杜遷の声だけは聞こえてくる。

「王おう倫りんのバカ……あんなこと言い出して……寝込みを襲おそわれたらどうすんのよ……」

「おい、そんなことしないってば」

　ブツブツと朱しゆ貴きが文句を言うのが聞こえてきて、つい燕えん青せいは振り返ってしまった。

「ひ──」

　朱貴は硬直した。服は床に脱ぎ捨てられており、彼女が身に付けているのは下着だけ。乳房は何とか両腕で隠したが、大部分は隠し切れていない。

　共同生活開始からたったの二分で、早くも燕青はやらかしてしまった。

「あー、えんせーのヘンターイ」

　杜と遷せんが指差し、からかってくる。

「こ、こ、この……」

　プルプルと体を震ふるわせ、朱貴はだんだん涙目になってきた。

「待て！　違う！　俺おれは、お前があーだこーだ言うから──！」

「言い訳すんなァ！　このど変態ッ！」

　飛び込んでからの朱貴の蹴けりが、燕青の顔面に叩たたきつけられた。「ぶげう！」と凄すさまじい声を上げ、鼻から血を噴ふき出した燕青は、その場で昏こん倒とうした。




　ちょうど入浴を終えた寝間着姿の林りん冲ちゆうが、湯気を全身から立ち上らせながら、部屋に戻ってきた。そして倒れている燕青と、泣き崩れている裸の朱貴を交互に見て、状況をすぐに理解すると、ため息をついた。

「この調子では、先行き不安だな」

「もうやだァ！　男子と一緒なんて、信じられない！　ありえない！」

「慣れてないのか。父親とか、男の兄弟とか」

「いないわよ！　お父さんもお母さんも早くに亡くなって、私と妹の二人だけだったから！」

「妹と……二人暮らし……だったのか」

　意外な共通点を見つけて、林冲は、朱貴に対して親近感を抱き始めた。血は繫つながっていないとはいえ、林冲もまたこの一年間は家族は妹だけだった。

　いま、朱貴の妹はどうしているのか。それを聞いてみたかったが、怖くなり、やめた。朱貴がこの梁りよう山ざん泊ぱくに落ち延びてきていること、それ自体が答えのように思えた。

「ところで、寝る場所はどうする」

　林冲は寝台を指差した。二つ設置されており、そこそこの広さはあるので、二人でひとつ使うことは出来る。

「女子同士なら別に構わないわよ。そいつは床に寝かせておけばいいって」

「まあ、仕方がないな。女の裸を見た罰だ」

「さてと……私達たちもお風ふ呂ろ入ってくるわ」

　寝間着に着替えた朱しゆ貴きは、手て拭ぬぐいを持ち、部屋から出て行った。おはじきを片付けた杜と遷せんと宋そう万まんも、後を追って出ていった。

「君も進歩がないな、まったく」

　林りん冲ちゆうは、倒れている燕えん青せいの顔を見て、肩をすくめた。あれはもう半月ほど前のことになるのか。小しよう倩せんと一緒に風呂に入っていたら、燕青が中に飛び込んできたことがあった。本人には悪気は無かったようだが、女子の裸を見たことには変わりない。

「そういう星のもとに生まれたのかもしれないな」

　あの幸せだった日々が遙はるか昔のことのように思える。いまとなっては、燕青に裸を見られてキャーキャー騒さわいでいたのは、なんて平和なことだったのだろう、と感じる。

　そこで、林冲は感慨に耽ふけるのをやめた。

　いまの自分の「そういう星のもと」という言葉で、もっと大事なことを思い出したのだ。

「星……一〇八番目の星」

　燕青は記き憶おくを失っている。その原因は、おそらく彼が遭遇したであろう一〇八番目の星、あるいは仙シエン姑クーに由来するものだと考えられる。

　一〇七つの星は同じ日、同じ時間に落ちてきたが、なぜか一〇八番目だけは三日後に遅れて落ちてきた。その不気味な一〇八番目の星が落ちた現場近くで、燕青は倒れていた。林冲が発見した時には、他ほかには何も無かった。

（燕青が二つも宝貝を使えるなんてことは、誰だれも知らなかった。王おう倫りんも。最初は「仙シエン人レン」ではなかった？　ということは、無尽蔵の仙気を宿すようになったのは、あの日からか？）

　記憶を失った日──一〇八番目の星が落ちてきた日を境に、燕青の体質が変わったのだと考えると、納得出来るような気がした。

「今度、王倫に話してみるか」

　この閃ひらめきは、かなり重要なものになるだろうと、林冲は感じていた。




「まったくもう！　冗談じゃないわよ！」

　大おお風ぶ呂ろの湯船にバシャーンと飛び込んだ朱貴は、プンプンと腹を立てている。燕青に着替えを見られたのが、いまだに腹立たしいのだ。

「えんせー、本当はしゅっきーの裸、見たかったのかもなー」

　宋万と体の流しっこをしながら、杜遷はクスクスと笑った。

「やめてよ。気分悪くなる」

「ってもさあ、これから一緒にくらすんだぜー。あーいうことってまた出てくるだろうし、あんまり腹立てても──」

「なによ。私が大人げない、って言うの？」

「ちがうちがう。そーじゃないよ」

　杜と遷せんは手を振って、否定する。その間、宋そう万まんは一切会話に加わらず、ぼんやりと何か考え事をしている。

「気に入らない……あいつ……」

　口元までお湯に浸つかり、ブクブクと息で泡を立てる。朱しゆ貴きは、男性と会話したことがあまりなく、正直、燕えん青せいをどう扱っていいのかわからない。その戸惑いが、燕青に惨敗したという悔しさと合わさって、激しい拒絶感へと高まってしまっているのである。

「こちらから受け入れる姿勢を見せるのも、大事かも」

　ボソリと宋万が小さな声で話しかけてきた。

「私のほうから歩み寄れ、ってこと？　無理無理。生理的に無理」

「でも、このままだと……朱貴さん、燕青さんに負けたのが悔しいから、腹いせに意地悪してるだけにしか見えないと思うから」

「は!?　んなわけないでしょ！」

「だったら、もうちょっと仲良くしたほうが、いいと思う」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　何か言い返したくても、考えれば考えるほど、宋万の言う通りだったので、朱貴は言葉に詰まった。これでは確かにあまりにも器の小さな女になってしまう。

「よし、わかったわよ！　やってやろうじゃない！」




　翌朝。

「ん……」

　床の上で目を覚ました燕青は、体の上の毛布をどかして、体を起こした。

　ぼやけている視界に、白いものが見える。

（あれは……？）

　よく見ようとしたところで、その白いものに、顔面を蹴けられた。

「君は昨日の繰くり返しをするつもりか」

　林りん冲ちゆうの声だ。

　その言葉でようやく、四人の女子が全員着替えをしているのだと気が付き、燕青は急いで後ろを向いた。

　けど、納得が行かない。

「わざとじゃねえよ！　大体、なんで俺おれの目の前で着替えてるんだよ！　他ほかの部屋でやれ！」

「面倒ではないか。君に気を遣う道理もない。ここは私達たちの部屋でもある」

「文句あるなら出てけば？　そうしたら、王おう倫りんに梁りよう山ざん泊ぱくからも追い出されるけどね」

「あたしもさすがに着替えてんのは見られたくないなー」

「大した時間はかからないのですから、我慢してください」

　女子全員の意見は一致している。四対一では、口論をしても勝ち目は無い。腹立たしいことこの上ないが、壁かべに向かってあぐらを搔かき、ひたすら四人の着替えが終わるのを待ち続けた。

「やってけんのかな、俺おれ……」

　女子達たちを相手に孤立無援の燕えん青せいは、珍しく弱音を吐いた。

「ほら、ボサッとしてないで。行くわよ」

　朱しゆ貴きにパシンと頭を叩たたかれた。ムッとした燕青は、叩かれた場所を手で押さえながら睨にらみつける。

「行くって、どこにだよ」

「まだあんたにちゃんと案内してなかったから。この水すい塞さいのこと」

「どういう風の吹き回しだよ」

　昨日はかなり突っかかってきたというのに、いきなり親切な対応を取ってきたことに、燕青はかえって気味の悪いものを感じた。

「文句あるの？　いやだったら一人で散策してくれば」

「ったく、わかったよ。行くよ」

　本当は一人で動き回ったほうが気は楽なのだが、林りん冲ちゆうだってここの構造は知っておきたいだろうし、自分だけ勝手なことは出来ない。

　仕方なく、朱貴の後ろについていった。

「ここは、島の南部に出来た窪くぼ地ち。そこを利用して水塞は建てられているの」

　Ｕの字形になっている入り江に、島肌一面を覆おおうようにして、要塞は構築されている。

　空中にせり出すように張り巡らされた回廊は、自重で崩れ落ちないのが不思議なくらいだが、非常に安定しており、五人で一度に歩いても全く揺れない。

　大小様々なサイズの建物が、やはり島肌に据え付けられ、回廊で数珠じゆずつなぎに連なっている。内部の階数は、建物の大きさに応じて、二階建てだったり、五階建てだったり。

　いずれにせよ、燕青達が寝室として使っているところ以外は、全すべて調度品もない空き室だ。

「その昔は、誰だれが使っていたのだろうか……」

　空っぽの部屋から、林冲は窓の外を眺めた。

　島々の間で、風を受けた湖面が揺らめき、光を受けてキラキラと輝かがやいている。聞こえるのは鳥の声と、風の流れる音だけ。

「この部屋で横になったら、気持ちよさそうだな」

「やってみる？　たまに私も昼寝してるの」

「少しだけ」

　朱貴と一緒に、林冲は床に寝転がった。板張りなので寝ね心地ごこちは良くないが、背中に伝わるひんやりした感触と、ほどよい静けさが、実に爽そう快かいだ。

　これはクセになりそうだ、と林りん冲ちゆうが満足げに笑みを浮かべた時、

「すごいな、この水すい塞さい。まだ先まで回廊が続いてる──って、お前ら、何やってんだ!?」

　先のほうを探索していた燕えん青せいは、建物の中に戻ってくるなり、床に横たわっている林冲と朱しゆ貴きの姿にビックリする。

　二人の奇妙な行動に気を取られたせいで、足元の段差に気が付かなかった。

「う、わ!?」

　段差に蹴けつまずき、前のめりに倒れる。ドシン、と建物全体が揺れ、天上から埃ほこりが舞まい落ちた。頭から埃で真っ白になり、げほげほとむせながら、燕青は手をついて上体を起こした。

「危ないなあ。『段差注意』くらい貼っておけよ」

　と文句を言っていた燕青は、ふと、左手が柔らかいものを握っているのに気が付いた。

　あれ、俺おれ、床に手をついたはず──と目を向けた瞬しゆん間かん、「げっ！」と悲鳴を上げた。

　それは朱貴の胸だった。仰あお向むけに寝転がっている彼女の胸を、ムニッと鷲わし摑づかみにしている。着替えを見たとか、裸を見たとか、そんな域を超えた、とんでもない行為だ。

　朱貴はピキピキと顔を引きつらせる。

「こ、これは、わざとじゃない！」

「だ───ま───れ───！」

　寝転がったままで、朱貴の蹴りが炸さく裂れつした。腹を思いきり蹴られた燕青は、「おごふっ」と呻うめいて、床に倒れ伏す。

「ちょっと親切にしてやったら、何よこれ！　もう知らない！　大っ嫌い！」

「ち……がう……本当に……」

　自分の不注意とはいえ、その気があって朱貴の胸を揉もんだわけではない。だけど、もう彼女は聞く耳を持たず、プンプンと怒って建物を出ていってしまった。

「実は、わざとやっているんじゃないのか？」

　林冲は、燕青のことをジト目で見てきた。彼女もまた何度も被害に遭っている。その度に燕青は「わざとじゃない！」と主張しているが、さすがにここまで繰くり返されると林冲としても信じられなくなってきたのだろう。

「おーい、どうしたー？　しゅっきーが戻ってったぞ」

　建物に入ってきた杜と遷せんは、入れ替わりに朱貴とすれ違ったことを報告する。燕青は腹を押さえて苦しんでいるから、代理で、林冲が状況を説明した。

「何かあったの？」

「燕青が朱貴の胸を揉んだ。以上」

「お……い……！」

　あんまりな林冲の説明に、燕青は抗議の声を上げようとした。が、蹴りがクリーンヒットした痛みがいまだ抜けず、なかなか思うように言葉が出ない。

「そっかあ。えんせーって、本当にヘンタイだったんだ」

「最、低」

　いつの間にか杜と遷せんの後ろに立っていた宋そう万まんも、冷たい目で見下ろしながら、この上なくトゲのある罵ば声せいを燕えん青せいに叩たたきつけた。

（どうして、こうなるんだよ……！）

　天から呪のろいでも受けているのではないかと、床を叩いて泣きたい気分だった。







[image: 第三章　仙道覚醒]







　梁りよう山ざん泊ぱくに来てから、三日が経たった。

　夜明け前──燕えん青せい達たちは島の裏手に行き、農地の整備に取りかかった。

　いつかは自給自足の生活をする必要が出てくる、というのが王おう倫りんの考えであり、そのための土地を作っている。本当は南側の土地に作るのが望ましいのだが、すでに水すい塞さいがあるので、北側を整地するしかない。

　百姓の家に生まれたという朱しゆ貴きは、さすがに慣れているもので、テキパキと指示を出している。いくら武人でも、良家のお嬢じよう様さま育ちである林りん冲ちゆうは、だだっ広い土地で何をすればいいのかと、ひたすら困惑するばかりだ。

（都にいた時は意識したことがなかったな……戦う力だけでは、やっていけない）

　ひと通りの作業を終えて、休きゆう憩けいに入ると、林冲は今後のことについて考え始めた。

　斜面の端で、ぼんやりと湖を眺める。水塞があるこの島の北側にも、いくつもの島が密集しており、水路は南側よりも狭くなっている。さらに、この島の北側は切り立った崖がけになっており、ゴツゴツした岩場も浮き出ているので、敵が攻めてきても上陸は不可能だ。

（寄る辺としては、もってこいの場所だが……）

　問題は、人材だ。

　農地を作るのなら、もっと経験者が必要だ。漁師がいれば魚もタダで入手することが出来る。建物の補修に詳しい人間も欲しい。そうやって人が増えてくれば、料理人や手伝いの人間も必要となってくる。

　王倫と、仙シエン姑クー四人と、燕青。この六人だけでは、到底この水塞は守りきれない。

「さて、どうするか……」

　そこへ宋そう万まんが静かに近寄ってきた。

「お悩みですか」

　年ねん齢れいに似合わない大人びた口調で話しかけてくる。

「先々のことを考えると、見通しが明るいとは言えないな、と思っている」

「人手不足のことですか」

「気が付いていたのか」

　林冲は驚おどろいた。幼いように見えて、この宋万はかなり頭が切れるようだ。

「戦力面でも、内政面でも、色々と足りないとは感じています」

「内政、とはまた大きく出たな」

「ですが必要になる考えです。私達は国に狙ねらわれている身。それに対抗するためには、自分達でひとつの国を作るくらいのつもりでいないと」

「よく、考えているんだな」

「林冲さんにはそういうお考えは、無いのですか？」

　宋万に問われて、フッと林冲は苦笑した。

「いまの私はそこまで考えが至らない。ただ目の前のことをこなすので精一杯だ」

　前はもっと広い視野で物事を見られていた気がするが、小しよう倩せんを失った時から、思考は鈍ってきている。ただ燕えん青せいを守ることだけが自身の軸となっている。

「とにかく燕青を支えること──それが私にとって、一番の生き甲が斐いとなっている」

「杜と遷せんと同じですね。あの子は、国に復ふく讐しゆうすることと、私を守ることばかり考えてます」

「復讐？　信じられないな。あんなに明るいのに」

「思い出したくないからいつもは明るく振る舞まっているだけ。星を宿したことが原因で、軍に襲おそわれ、目の前で両親を殺されたんですよ。普通でいられるほうが難しいです」

「君も……なのか？」

「いいえ、私は捨て子です。杜遷の両親に拾われて、一緒に暮らしていました。いま、杜遷は一一歳で、私は一〇歳。杜遷は自分が年上の分、私の面倒を見ようと、いつも一所懸けん命めいです」

　林りん冲ちゆうは、杜遷のことが他人のようには思えなくなってきた。林冲にとっての小倩もまた血の繫つながっていない妹であり、杜遷と宋そう万まんの関係性と全く同じである。

「気持ちは、わかる」

「だけどそれでは困るんです。一人を救えばいい、というものではないですし、一時を凌しのげばいいものでもない。私は──」

　と熱く語り始めたところで、我に返った宋万は、自分の口を手で押さえた。いまの話は、「燕青を支えることが生き甲斐」という林冲に対する批判にもなっている、と気付いたのだろう。

「──ごめんなさい。変なことを話してしまいました」

「いや、構わない。貴重な意見、ありがたく受け止めておく」

　耳の痛い話ではあった。だけど、至極もっともなことだと感じていた。

　燕青のためだけに生きる。二人だけで旅をしている時なら、それが目的でも問題は無いだろう。だが、こうやって立派な要よう塞さいを拠点としている以上は、もっと違う考えを持つ必要がある。

　そこで、ふと気になったのが、朱しゆ貴きや王おう倫りんの考えだった。

　まず朱貴は、やたらと「強さ」にこだわっている。なぜあそこまで、人と比べて自分が強いかどうかにこだわるのか、不思議に思う。

　しかし、それ以上にわからないのが、王倫だ。

　彼女はもともとこの国の人間ではない。だから、宋そう国に背いたのであれば、国外へ逃げればいいだけの話である。なぜわざわざ留とどまって、水塞へと立て籠こもったのか。

（よくわからないな）

　そのうち時間があれば聞こう、と林冲は考えていた。




「やる気がないなら帰ってよね」

　朱しゆ貴きは朝食の肉まんをモグモグと食べながら、燕えん青せいに対して文句を言ってきた。

　食堂の丸テーブルで、彼女は、燕青と向かい合って座っている。王おう倫りんや、杜と遷せん、宋そう万まんといった他ほかの面々は、厄介事に巻き込まれないようにと、無視して朝食をとり続ける。

「何の話だよ」

「さっきのことよ。農地の開拓。あんたのところだけ全然進んでないじゃない」

「しょうがないだろ。初めて農具を触ったんだから、慣れてないんだよ」

「うるさい。気合いで何とかしなさいよ」

「気合いで何とかなんなら、とっくにそうしてるって。そもそも、お前はどうなんだよ」

「な、何が」

「この三日間、『戦え！　戦え！』ってうるさいから、相手してやってるけど、ちっとも俺おれに勝てないじゃないか。それこそ気合い出せよ。いい加減、勝つのもうんざりしてきた」

「ひ……ひど……！」

「地下に潜るのだって、そうだ。俺や林りん冲ちゆうのことを『足手まといは来るな』とか言ってるくせに、ちょっと深い階層に行ったら、罠わなにかかって死にかけたりして。足手まといは、お前だろ」

「いくらなんでも言い過ぎでしょーが！」

　涙目の朱貴はガタンと席を立ち、燕青に向かって飛びかかろうとする。

　が、間に座っていた林冲が椅い子すを引き、朱貴の前に立ち塞ふさがった。カッとなった朱貴は、「どいてよ！」と怒鳴り、林冲に摑つかみかかろうとする。

　途端に、朱貴は腕を取られて、投げ飛ばされた。床に背中から叩たたきつけられて、「きゃうっ！」と悲鳴を上げる。

「食事中だ。喧けん嘩かは終わってからにしろ」

　冷たく言い放つと、林冲はまたテーブルに戻り、食事を再開した。

　シーン、と静まり返った空間に、ご飯を食べる音だけが聞こえている。

「う──わあああああん！」

　またも悔し涙を流しながら、朱貴は食堂から走り去っていった。燕青に連日負け続けたかと思えば、今度は林冲にあっさりとやり込められた。これでは彼女の立場が無い。

（いけない、カッとなった）

　売り言葉に買い言葉で、つい乱暴に反応してしまったが、さすがにやり過ぎたと燕青は反省した。謝ろうかと思い、朱貴の後を追おうとしたが。

「よしなさい。下手な言葉をかけられると、かえって傷つくわ。放ほうっておくのが一番よ」

　王倫に止められて、席に留とどまった。

「それより、もう三日よ。肝心の目的を忘れてないでしょうね」

「山さん河が社しや稷しよく図ずの発動、だろ」

「そうよ。特に意味もなく、模も擬ぎ戦せんをしたり、地下へ潜ったりしていても、しょうがないわ。どうやれば仙シエン人レンの力を引き出せるのか、そのことも常に考えながら動いてもらわないと」

「んなこと言われても、手がかりが無いんだから……」

「一〇八番目の星が関係しているのではないか？」

　不意に、横から林りん冲ちゆうが口を挟んできた。全員、食事を一時中断し、彼女の方を見る。

「何か気が付いたの、林冲」

「王おう倫りん。燕えん青せいが記き憶おくを失った、あの一〇八番目の星が落ちてきた日より後に、燕青の体について調べたことは無いだろう？」

「その胸の宝パオ貝ペイを調べたくらいで、彼本人には、別に何もしていないわ」

「だから気が付かなかったのか。おそらくあの日を境に燕青の体質は変わってしまったのかもしれない。無限の仙気を有する、仙人としての体に」

「仙人の力は後天的なもの、って言いたいわけ？」

「ああ。それがわかったところで、解決の糸口になるとは思えないが……」

「お手柄よ、林冲」

　王倫は顔を輝かがやかせた。

「私としたことが、その可能性をまったく考えていなかったわ。そうよね、あの日が境目になっていたとしてもおかしくないわ」

「心当たりがあるのか？」

「ええ、あるわ。あるけど──」

　少しばかり、先を話すのを王倫はためらった。

「辛つらいことを思い出させるかもしれない」

「構わない。大事なことなら、話してくれ」

「研究所にいた時、何件か報告が上がっていたんだけど……仙シエン姑クーは膨ぼう大だいな仙気を体内に蓄えている。それは肉体に収まりきらない量だから、少しずつ周りに漏れ出して……周りの人間や動植物に影えい響きようを与えている。公表は避さけていたけど、実際に調査もして、判明した事実よ」

　林冲の顔が強こわ張ばった。

　それを見た燕青は、王倫の警告通りになると読んで、慌てて止めに入ろうとした。

「待った、もういいだろ。言いたいことは何となくわかったから──」

「止めるな、燕青。先を聞きたい」

　唇を固く結びながらも、林冲は続きを促した。

「影響は様々な形で現われる。山中の猛虎がより凶悪な人食い虎になったり、普通の人間が予知能力を備えるようになったり。あるいは、不治の病にかかったり」

　不治の病、と聞いて、林冲は拳こぶしを強く握り締しめた。林冲の妹、小しよう倩せんもまた、原因不明の病気にかかっていた。仙姑のそばにいると呪のろいを受ける、という噂うわさを、燕青は根拠のない話だと切り捨てていたが──もしかしたら、真実だったのかもしれない。

「ごめんなさいね。ちゃんと言っておく必要があると思ったの。自分であれこれ推測して苦しむよりは、正しく事実を教えてあげたほうが、まだ楽だろうから」

「感謝する、王おう倫りん。そのほうがありがたい」

　絞り出すような声を林りん冲ちゆうは発した。細かな事情を知らない杜と遷せん、宋そう万まんは、話の流れが摑つかめず、ただお互いに顔を見合わせている。

「ともかく、本題に戻ると、仙シエン姑クーの近くにいる人間は少なからず影えい響きようを受ける。特に一番強く影響を受けたのは、星を宿した瞬しゆん間かんの仙姑のそばにいた人間。だから、一〇八番目の星が落ちた時、その間近にいた燕えん青せいが大きな影響を受けたとしても、何も不思議ではないわ」

「俺おれが特殊な体質になっている原因は、そういうことなのか」

「たぶんね。当時現場にいたわけではないから、断定は出来ないけど」

「で？　それがわかって、どーすんだ？　力の使い方は結局不明なまんまじゃ……」

「影響を受けた人間の中には、仙姑と同じように、生命に関わる危険に晒さらされた時、力を暴走させた者もいる。仙姑と比べれば小規模だから、あまり表おもて沙ざ汰たにはなっていないけれど、要するに『生命の危機に瀕ひんすると、能力を解放させる』人間が、少数ながら存在しているわけ」

「死にかけたりすることで、初めて力を発揮する……ってことか」

「あなたも同じじゃないかしら、燕青。陸りく謙けんとの戦いで、時計型宝パオ貝ペイを使った時の状況をもう一度振り返ってちょうだい」

「あの時は──」

　陸謙に捕まえられて、一緒に高所から落ちそうになっていた。地面に激突すれば、確実に死ぬレベルの高さだった。そして、こんなところで死ねるか、と強く念じて──

「死にかけていたのを何とかしようとして……無我夢中でいたら……この宝貝が、使えた」

「つまり『瀕死に追い込まれる』という条件を満たして、初めて、仙シエン人レンとしての力が発動する、ということだと推測出来るわ」

「え、じゃあ、わざと死にかけろと？」

　燕青は動揺して、思わず仙姑達たちの顔を見回したが、誰だれも何も言わない。瀕死になれば無限の仙気が湧わき出る、などということが、本当にあるのだろうか。もし万が一試してみて、そのまま助からずに死んでしまったらどうするのか。迂う闊かつなことを言えば、責任がのしかかってくる。だから、誰もが口を閉じている。

「自信を持って『そうだ』とは言えないわ。読みが外れれば、山さん河が社しや稷しよく図ずの発動が出来ないだけでなく、燕青、あなたを失うことになる。だから、ここから先は賭かけよ」

　重い沈ちん黙もくが訪れた。簡単に決断出来るようなことではない。

「よく、考えてね」

　それ以上は何も言わず、王倫は席を立ち、食堂から去っていった。




　部屋に戻った燕えん青せい達たちは、中の光景を見て、ギョッとした。

　朱しゆ貴きが、床に四つん這ばいになって、何かを一心不乱に書いている。

「お前……何やってるんだ？」

「わかったのよ、私」

「は？」

「あんた達の得意とするやり方で戦いを挑んだのが、そもそもの間違いなのよ。私の得意分野で勝負しないと！」

「どうでもいいけど、さ。もうちょっと格好を」

　ゴホン、と燕青は咳せき払ばらいをした。

　こちらにお尻しりを向けて、朱貴は犬のような姿勢でいる。健康的な太ももをむき出しのまま、形のいいお尻を突き出して。目のやり場に困ってしまう。

「──というわけで、表を作ったわ！」

　何が、どういうわけなんだ、と一同は朱貴に突っ込まずにいられなかった。

　朱貴による意外と達筆な字で、どこから持ってきたのか、大きな紙に表が書かれている。その内容は、燕青、林りん冲ちゆう、朱貴……三名の名前と、「〇〇勝負」と書かれたものが一〇項目も並んでいるものだ。

「えーと……これは？」

　いきなりわけのわからないものを持ち出されてきて、燕青は困惑しながら尋ねた。

「私の、私による、私のための一〇番勝負よ！」

「また随分と極端な勝負を提案してきたな！」

「文句は言わせない！」

　壁かべに表を張りつけ、朱貴は怒鳴った。

　それから、まずは「枕まくら投げ勝負」と書かれたものを指で示した。

「今日は、これをやるわよ！」

「枕投げ……？」

「お互いに枕を持って、相手に投げつけるの。受け止められなかった奴やつの負け。最後に残った人間の勝利。どう？　単純だけど、いい勝負だと思わない？」

「いや、思わない」

「うるさい！　とにかく枕を持ちなさい！」

　さっそく始めようと朱貴が息巻く、その横から、杜と遷せんがクイクイと袖そでを引っ張った。

「なーなー、しゅっきー。あたしの名前がないぞ」

「へ？　杜遷は、別に……勝負する必要は……」

「ずるいずるい！　三人だけで遊ぼうっていうのなしだよ！　あたしもまぜてよ！」

「これは、その、遊びじゃ──」

「私は構わない。杜と遷せんも加えようじゃないか」

　林りん冲ちゆうのひと言で、杜遷の参加も急きゆう遽きよ決定した。宋そう万まんは辞退したので、勝負するのは四人。この中で、一〇番勝負を制した者が、この梁りよう山ざん泊ぱく水すい塞さいで最も強い者となる。

　……というのが、朱しゆ貴きの考えらしいが、勝負の内容がタイトルだけ見ると遊びの延長線上みたいなもので、（これで何の優劣を決めるっていうんだ!?）と思うようなものばかりだ。

　こんなものが朱貴の得意分野だというのか。

「枕まくらを落とすか、自分の寝床から落ちたら負けよ！　さあ、位置について！」

　寝台の上で、朱貴は枕を抱えてスタンバイする。

　やるからには仕方がない。手を抜かず、全力でぶつかるのみ。──そう考えたところで、燕えん青せいはハッとした。

（俺おれだけ床の上だ!?）

　床に直接布団を敷しいて寝ている燕青は、寝台の朱貴達たちと比べて低い位置にいる。高低差がある分、この枕投げ勝負では、非常に不利なポジションだ。

（くっ、しまった！）

　いきなりの劣勢。だが、活路はある。

（寝台の上は揺れやすくて不安定だ。それに対して、俺は床の上で足場が安定してる。そこに勝機はある！）

「始め」

　宋万の合図で、四人はギラリと目を光らせた。

　最初に、杜遷が集中砲火を受けた。まずは弱い者から屠ほふる。冷酷な一手ではあるが、燕青達の取った手は正しい。

「ひでーよ、みんな！」

　枕を受け止めきれなかった杜遷は、半べそをかいて、寝台から下りた。特に、同じ寝台の上にいた朱貴は、至近距きよ離りであるのに容赦なく全力で枕を叩たたきつけていた。勝負となれば鬼と化したのだ。

　残るは、寝台の上に朱貴と林冲。床の上に燕青。

「林冲。ここは一度」

「そうだな。次は、不利な場所にいる者から、潰つぶすか」

　数秒で協定を結んだ朱貴と林冲は、揃そろって燕青に狙ねらいを定めてきた。

「簡単に俺を倒せると思うなよ！」

　と豪語し、いつでも二人の枕を受け止めてやると身構えた燕青だったが、その顔が青ざめた。

　林冲の周囲からゴゴゴゴゴと謎なぞの効果音が聞こえる。目は爛らん々らんと輝かがやき、尋常ではない迫力だ。ただの枕投げではない。これはもはや奥義の類──

「ま、待て！　お前、それ、度が過ぎて」

「ハァァッ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、ドゴンッ！　と林りん冲ちゆうは枕まくらを撃うち出した。

　燕えん青せいの顔面に、弾丸的凶器と化した枕がめり込む。「ぶぐお！」と叫び、燕青は吹っ飛ばされ、床の上をゴロゴロと転がり、そのまま動かなくなった。

　シーンと場は静まり返る。

「いや……あの……何もそこまで……」

　朱しゆ貴きはどん引きしている。

「何を言うか。勝負は勝負だ。手を抜くつもりはない。やるからには全力で、だ」

「うん、あの、その『やる』って発言、どう考えても『殺る』って字が当てられるんだけど……ま、いいわ！　どうせやられたのは燕青だし！」

　気を取り直して、朱貴は枕投げを再開した。

　その数秒後、林冲の殺人的枕投法によって、あえなく朱貴も敗北を喫したことは、特に語る必要もないだろう。




　翌日、大浴場にて。

「掃除勝負よ！」

　雑ぞう巾きんを片手に、フン、と朱貴は鼻を鳴らした。

　たまたま近くを通りかかった王おう倫りんが、「あら、何か楽しそうなことをしているわね」と覗のぞいてきた。

「ちょうどよかったわ。王倫、判定してくれる？」

「いいわ。何をするの？」

「このお湯を抜いた浴よく槽そうを、雑巾で拭ふくの。往復にどれだけ時間がかかったかを計って」

「あら、大丈夫？　けっこう骨が折れそうよ」

　大浴場の浴槽は、一度に一〇〇人以上は入れそうな広さを誇っている。全力で雑巾掛けをするには、端から端まで、そこそこの距きよ離りはある。

「平気よ。私達たちは仙シエン姑クーだから」

　とうそぶく朱貴の瞳ひとみが、ギランと輝かがやいた。

（そう！　仙姑でない燕青は、私に勝てない！　なぜなら、私には奥の手があるから！）

　掃除勝負が始まった。

　最初に林冲が挑んだ。相変わらずの手加減無しな動きで、ズダンッと勢いよくスタートダッシュを切ると、あっという間に奥まで到達し、そしてまた元の場所へ戻ってきた。

「大体、六秒」

「今日は調子が悪い」

　林りん冲ちゆうの発言に対し、何を言ってるんだこの武術バカは、と朱しゆ貴きは口元をヒクヒクさせた。まともな人間が出せる秒数ではない。

　続いて、燕えん青せいが挑んだ。約一〇秒ほど。その次の杜と遷せんは、その倍以上時間がかかった。

（燕青にも、林冲にも……誰だれにも負けたくない！）

　心の中で気合いを入れた朱貴は、自分の両頰ほおをパンッと叩たたくと、雑ぞう巾きんを床に当て、クラウチングスタートの体勢を取った。

「見なさい！　これが、私の本気よ！」

「な、なに!?　まさか──！」

「おいやめろ！　こんなところで！」

　林冲と燕青が驚おどろきの声を上げる。

　朱貴は、仙シエン姑クーの力を解放させた。肉体をメキメキと龍りゆう化させ、身体能力を飛ひ躍やく的てきに向上させる。これこそが、この掃除勝負における、朱貴の秘策。

　いつどんな敵が襲おそってくるのかわからないのに、軽々に仙気を消耗するということの愚かさを、まるで顧かえりみていない。それだけこの戦いの勝利に全力を注ぎ込んでいる、ということだ。

　つまりバカだ。

　凄すさまじい勢いでスタートを切った朱貴は、あっという間に端まで到達しようとしていた。

「どうよ！　今回は私の勝──」

　ドグワッシャアアン！　派手な音とともに、浴よく槽そうの端っこに激突した朱貴は、石を砕いてめり込み、そのまま動けなくなってしまった。

　勢いが強すぎた。加減というものを、彼女はわかっていなかったのだ。




　さらに次の日。

「ドンケツ勝負！」

「もう単なる遊びじゃないか！」

　朱貴の宣言に対し、林冲はキレよく突っ込んだ。

　闘とう技ぎ場じようの舞ぶ台たいの上に、円が描かれている。つまりは、この円の中に立ち、お互いに背を向け合って、お尻しりで相手を押し出すという勝負なのだろう。

「ふふん。ただのドンケツと思わないことね。今回は、後ろ手に縛しばられた状態でやってもらうわ。自由の利かない状態で、戦う。これは、ちゃんと実戦を想定した勝負でもあるのよ！」

「いやどこが」

　ともあれ、勝負の仕方は決まった。

　勝ち抜き戦形式で、まずは燕青と朱貴の対決となった。

「今度は能力解放するなよ」

「わかってるわよ。散々、王おう倫りんに絞られたから。でも──」

　ニッ、と朱しゆ貴きは笑った。

「──力なんて使わなくても、あんたくらい、簡単に倒してみせるわ」

　勝負は始まった。

　先手を打って、燕えん青せいから尻しりをぶつける。朱貴の、引き締しまった形のいいお尻に、服越しとはいえ、燕青の尻がぶつかった。

「ひゃう!?」

　いままで味わったことのない、こそばゆい感覚に朱貴は悲鳴を上げた。

　そして、次の瞬しゆん間かん、目を鋭するどくさせると、

「なに人のお尻に触ってんのよ！　変態！」

　自分から言い出した勝負にもかかわらず、勝手にぶち切れて、強烈なヒップアタックを燕青にお見み舞まいした。

　あえなく燕青は押し出され、顔面から石畳に倒れた。

　続いて、林りん冲ちゆうと杜と遷せんの勝負だったが、当然それは林冲の勝ちで終わった。

「ふふふ、やっぱり最後は私とあんたの戦いになるってわけね！　どっちが最強か、決めようじゃない！」

「こんな勝負で決められても困るが……」

　温度差のある二人のやり取りを見ながら、審しん判ぱんを務める宋そう万まんは、「ふあ」とあくびをした。面倒くさそうな目つきで、ボソリと、「早く終わらないかな」と呟つぶやく。

　円の中に、朱貴と林冲は、背中合わせに立った。

「始め！」

　宋万の合図とともに、先手必勝と、朱貴はお尻を突き出した。

　が、巧みな腰さばきで、林冲はそのヒップアタックをかわす。攻こう撃げきをすかされた朱貴は、バランスを崩し、後方へと倒れそうになる。

（負ける!?）

　このままでは円から出てしまう。

（そんなの──認めない！）

　ここで朱貴は根性を見せた。何とか踏ふん張ると、体の向きを変えて、連続で林冲にお尻をぶつけようとしたのだ。

　が、無理な体勢になったのが祟たたった。

「あれ!?　きゃ！」

「な、なんだ!?」

　二人の体は絡み合い、もんどり打って、石畳の上に倒れた。

　ちょうど林冲の胸の谷間に朱貴の顔が埋まり、朱貴の太ももの間には林冲の脚が差し込まれる形となっている。二人の女子は、互いの体を引き剝はがそうと必死になるが、もがけばもがくほど、衣服や髪かみは乱れ、見るに堪えない有り様となっていく。

　燕えん青せいと宋そう万まんは、あまりにもあんまりな光景に、口をあんぐりと開けて見守っていた。

　ただ杜と遷せんは、腹を抱えて爆ばく笑しようしている。

「ちょ、は、離はなれてよ！　ひう!?　そ、そこ、こするな！」

「お前こそ、え、燕青みたいな真似まねをするな！　私にそういう趣しゆ味みは──ひゃ!?」

「ははは……」

　これが世間を恐れさせている魔ま女じよ、仙シエン姑クーの本当の姿なのかと思うと、ほほ笑ましいというよりは、呆あきれ返る感覚で、燕青は苦笑しながら眺めていた。

　ちなみにこのドンケツ勝負は、先に林りん冲ちゆうが石畳に倒れたので、朱しゆ貴きの勝利だった。




　こうして、六日間のうちに、一〇番勝負は全すべて終了した。

　結果は──

「うっそおおお!?」

　僅きん差さで、林冲の勝利だった。

　次に燕青で、三位に朱貴、最下位は杜遷と、大体それぞれの戦せん闘とう力りよくに応じた順位となっていた。要するに、普通に戦うのと変わらない結果になった、ということである。

「まったく……なんだったんだ、この数日間の茶番は」

　林冲はプリプリと怒る。

　その横で、見るからに落ち込んでいる朱貴は、床にしゃがみ込んで、ブツブツと何か呟つぶやいている。正直怖い。

「でも、あたしは楽しかったぜー！　やっぱしゅっきーの考えることって面おも白しろいや！」

「そ……そう？」

「うん！　あたしの中では、『一番楽しい人で賞』は、しゅっきーの優勝だよ！」

「杜遷……あんたって、なんていい子なの……」

　ウルウルと瞳ひとみを潤うるませて、朱貴は杜遷に抱きついた。

　そんな二人を眺めつつ、宋万も珍しく「ふふ」と笑っている。

「朱貴さんはいつもみんなを明るくしてくれますよね。お陰で、私達たち、とても救われてます。まあ、ちょっと今回の勝負は、私的にはどうかと思いましたけど……」

「もう、なによそれ。誉めてるのかけなしてるのか、ハッキリしてよ」

「もちろん、誉めてるんですよ」

　和気藹あい々あいと三人はやり取りしている。

　燕青と林冲は、互いに顔を見合わせると、フッと笑った。

　仙姑といえば悲惨な境遇がつきものだと思っていた。だが、朱貴はどこか違う。悲壮感を感じさせない。そして他ほかの人に対しても、辛つらさや苦しさを忘れさせてくれる。

　強い弱いの問題ではない。彼女は、この水すい塞さいにとって、非常に得がたい人間だ。そのことがよくわかった。朱しゆ貴き本人は気が付いていないだろうが、彼女が提案した一〇番勝負は、意外な形で燕えん青せい達たちにとって大事な効果をもたらしたのであった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　その頃ころ、都では、梁りよう山ざん泊ぱく侵攻に向けての準備が着々と進んでいた。

「失礼します！　アニキ、軍船の手配が整いました！」

　軍営の会議室に飛び込んできた兵士が、大声で報告をする。

　梁山泊の地図を眺めていた巨漢は顔を上げた。

　目は大きく、表情は何かに怒っているかの如ごとく、厳いかめしい。背の高さは二メートル近い。立っているだけで他を圧倒する恐ろしさがある。

「ご苦労！　数は、要望通り揃そろったか！」

　真っ赤かな口を開け、巨漢は勢いよく、大声で尋ねた。

「大型船が三隻、護衛船と高速艇が一二隻、突とつ撃げき艇と偵察船が各六隻となります！」

「結構！　高こう太尉に至急伝えよ！　本日夕刻より移動を開始すると！」

　兵士が部屋を出ていった後、入れ違いで会議室に入った楊よう志しは、卓上の地図を眺めて、目をまたたかせた。

「かなり大がかりな船陣を組むのですね」

「ふはははは！　何を言うか、これでもかなり控えめだ。相手は王おう倫りんと、三名の仙シエン姑クーだけ。兵士はいない。ゆえに通常の編成よりは絞っている！」

　ビリビリと部屋全体を震ふるわせるほどの大声で、巨漢は語る。

　ああ、うるさい──と楊志は耳を塞ふさぎたくなった。

　この男は、党とう世せい雄ゆう。討とう仙せん隊たい第八隊の隊長だ。宋そう国の水軍でも五本指に入るという「党水軍」を率いる猛将であり、宝パオ貝ペイの適性者でもあるから、仙姑討伐の隊長に任命された。

　勢いだけなら討仙隊随一であるが、とにかくやかましい。初めて会った時から、自分とは真逆な性格に、楊志は若干辟へき易えきしていた。

「アニキ、失礼します！　牛ぎゆう邦ほう喜きです！」

　中年の武人が中に入ってきて、大声で挨あい拶さつした。部下に至るまで、暑苦しい。

「来たか、牛よ！　それでは作戦を説明する！　……起きんか、劉りゆうッ！」

「ふあ……」

　テーブルに隠れて楊志からは見えなかったが、もう一人、室内にいた。会議室の椅い子すを四脚も使い、一人の優男が昼寝をしていたのだ。

「あの人は？」

「副隊長の劉りゆう夢む竜りゆうだ。酒や女にだらしない不届き者だが、腕は立つ」

　寝ぼけ眼をゴシゴシとこすりながら起き上がった劉夢竜は、楊よう志しのほうを見ると、「やあ」と手を上げてニッコリと笑った。

「高こう太尉の誘いで、明け方近くまで飲んじゃってね……あぁ、頭痛い……それにしても、君が噂うわさの楊ちゃん？　いやー、美人さんだねえ」

「近寄らないでください。お酒臭いです」

「つれないなあ」

　ヘラヘラと笑う劉夢竜の顔に、バシャッと水がかけられた。党とう世せい雄ゆうが腰に着けている瓶びんから飛ばしたものだ。大柄な体には似合わない、瀟しよう洒しやで小さな瓶だ。

「これで目が覚めたか！」

「はい、すみません」

　さすがに隊長から睨にらまれては、ふざけた態度は取れず、劉夢竜は真ま面じ目めな顔でテーブルの横についた。

　地図の上を指で示しながら、党世雄は船団の動きについて説明する。一同は、しっかりと耳を傾けた。

　やがて全すべての話が終わったところで、楊志が手を上げた。

「あの、党隊長。素朴な疑問なんですが」

「何か作戦に変なところがあったか」

「敵と戦うのに、これだけの船を用意して、梁りよう山ざん泊ぱくまで運ぶわけですよね。そんな大規模な軍事行動を取ったりしたら、王おう倫りんに気付かれて、戦う前に逃げられたりしませんか？」

「さすがは楊家の女だ。いいところに目をつけた。お前の言う通り、慎重に動く必要がある。敵に気付かれないよう、密かに船団を梁山泊に集め、その後一気呵か成せいに殲せん滅めつする」

「だけど、どうやって……？」

「ふはははは！　任せておけい！」

　党世雄は大笑し、自信たっぷりに笑みを浮かべた。




　　　　　　　　　　※　※　※




「食しよく糧りようを調達してきてほしいの」

　梁山泊に来てから一〇日目の朝食の時に、王倫からその話を切り出してきた。

「この梁山泊は難攻不落の土地ではあるけれど、陸地から切り離はなされた島だから、特に大きな悩みが、食糧だわ」

　米の蓄えは無く、魚を獲とるにも釣りや漁の技術を持った者は誰だれもいない。どうしても定期的に買い出しに行く必要がある。

「湖をまっすぐ南に渡ったところに、石せき碣けつ村そんという漁師の村があるわ。あそこなら良質な魚がいっぱい揚がってるはず。塩漬けにすれば長期間保存も利くから、出来るだけ大量に買ってきてちょうだい」

「誰だれが行く？」

「燕えん青せい、あなたが適任だと思うわ。手配はされているけど、この梁りよう山ざん泊ぱく一帯では、仙シエン姑クーに対する警戒が厳しいから。石碣村からも、阮げん三姉妹っていう三人の仙姑が現われて、その後行方ゆくえ不明になっているし、女の子達たちでは買い物が難しいと思う」

「だけど俺おれ一人だと、何かあった時に対処しきれないかもしれない」

「わかってるわ。今回は朱しゆ貴きを同行させる」

　ガタン！　と朱貴は椅い子すから立ち上がった。顔にはありありと不満の色が浮かんでいる。

「ちょ、ちょっと待ってよ！　私よりも、林りん冲ちゆうをつければいいじゃない！」

「あらいやなの？　少しは打ち解けてきていると思ったけど」

「全っ然、打ち解けてない！」

「よく考えてみて。林冲はいまや魯ろ智ち深しんと並ぶほど有名な仙姑よ。田舎いなかの村でも、歩いていれば一発でわかってしまう。そんな子に、買い出しなんて出来ると思う？」

「じゃあ、杜と遷せんは？　わりと燕青と仲いいし、ちょうどいいでしょ！」

「杜遷と宋そう万まんは防衛の要よ。単たん騎きで軍船を相手に出来る仙姑は、そうそういないわ。朱貴、あなたは、一いち撃げきで船を沈めることは出来る？」

　そう言われてはぐうの音も出ないか、朱貴は黙だまり込んでしまった。

「決まりね。そうしたら、燕青、朱貴、頼たのんだわよ」




　水すい塞さいの入り江を離はなれてから、島々の間を抜ける間、燕青と朱貴は終始無言だった。

　実に、気まずい。

（わかりやすいけど、めんどくさいな、こいつ）

　朱貴は、根は悪い女の子ではないようだ。口では文句を言いつつも、こちらが困っている時には、ちょいちょい助けてくれる。基本的には面倒見はいい。

　だが、まだ完全には心を開いてくれていない。

　燕青は舟を漕こぎながら、朱貴に話しかけた。

「なあ──いい加減、仲良くやろうぜ。こんなんじゃ、国を相手に戦うのなんて、出来っこないだろ。俺達みんなで協力し合わないと」

　だが、朱貴は沈ちん黙もくを貫いている。

　ハア……と燕青はため息をついた。どうやれば、この頑かたくなな少女の気持ちを、こちらへ向けることが出来るのだろう。

　──それを聞くより先に言うべきことがあるんじゃないの？

　唐突に、かつて小しよう倩せんが、記き憶おくを失った自分と初めて会った時にぶつけてきたセリフを、思い出した。そして、ああそうか、と燕えん青せいは合点が行った。

「……だよな。俺おれ、まだ一度も、話してなかったな」

　自分が何をしたいのか。どうしてここに来たのか。

　朱しゆ貴きら仙シエン姑クーと同じように、国に追われる身だからって、勝手に仲間意識を持って、すっかり甘えていた。でも、それは筋が通っていない。

　水路から抜け出て、湖の、開けた場所へ出た。そこで櫂かいを動かす速度を緩ゆるめた。石せき碣けつ村そんに着くまでに、全すべての話を終えておきたかった。

「聞いてくれないか、俺のこと──」

　やがて、燕青はこれまでの出来事を話し始めた。それは、最初に梁りよう山ざん泊ぱくへ来た時に、みんなの前で語ったこととほとんど同じ内容だった。

　違うのは、自分の想おもいを表に出していること。小倩を愛していたこと、林りん冲ちゆうを家族のように思っていること、天命の巫女みこを殺したいほど憎んでいること。

　話しても構わないことは、全部を、ぶちまけた。

「ふうん」

　ちょっと聞いただけでは、気のない朱貴の返事。だが、燕青にはわかった。朱貴は考えている。いま聞いた話に対して、どう答えるべきか。真剣に頭を働かせているだけに、かえって第一声は、何とも言えない相あい槌づちのようなもので終わったのだ。

「あのさ、朱貴の考えを聞かせてほしいんだけど」

「うん？」

「俺達たちは、いつまでこんな風に、戦い続けないといけないんだろう」

「どういうこと？」

「敵を倒せば、それで終わりか？　そうだとしても、誰だれを倒せば終わりになるんだ？」

　質問の形を取った、自分自身の心情吐と露ろだ。

　一〇八の仙姑を討伐すべし、というのは天命の巫女が言い出したことだ。だが、あの女を倒せば、それで終わるのだろうか。ならば皇帝を倒せば終わるのか？　考えれば考えるほど、終わりなんて来そうにない。

　それに、天命の巫女は、「天命」と称して邪じや魔ま者ものを抹殺するということをしているが、その能力は本物だとも聞いている。

　となると──一〇八の星を宿した少女達がこの国を滅ぼす、という話は、真実である可能性も高くなってくる。

　最終的に、天命の巫女の託宣通りに、仙姑達が国を滅亡へと追いやってしまうのであれば、自分達は何のために戦うのだろうか。そこに正義はあるのだろうか。

「俺達に希望は……未来は、あると思うか？」

「信じるしかないでしょ。戦い続けることが、未来に繫つながるって」

「なんの確証も無いのに？　無駄に血を流すかもしれないのに？」

「……燕えん青せいは、戦うのは好きじゃないの？」

「好きとか嫌いとか、考えたことがない。生きるために仕方なく戦ってるだけだ」

「私は大好きだよ。戦うの」

　朱しゆ貴きは、握り締しめた自分の拳こぶしを眺めた。

「誰だれかの言いなりにならない。自分の力で道を切り開く。戦うことって、そういうことだと私は思ってる。だから気持ちいい。だから負けたくない」

「いつも思い通りに行くとは限らないだろ。時には勝ち目のない相手だって現われる」

「そんなの、身をもって知ったわよ。あんたのせいで」

　頰ほおを膨ふくらませ、朱貴は燕青を睨にらんできた。

「でも、私は戦いが好き。自分より強い奴やつに会いたい。負けてもいい。そいつを超えることで、もっと先へ進める。もっと私は自由に近付く。だから──いまはひたすら、あんたに勝ちたい。それだけ」

　初めて、朱貴の奥底に眠る本当の気持ちを、燕青は教えてもらった。

　諦あきらめることなく、やたらと勝負を挑んでくる裏では、そんな思いを抱えていたのかと、燕青はようやく知ることが出来た。まだ朱貴の気持ちを全ては理解出来ていないが、その一端を摑つかむことは出来たような気がした。

（戦い続けることが、未来に繫がる──か）

　あれこれと思い悩んでいたのが、少なからず解消されるような、朱貴のひと言。おかげで、燕青の胸中を覆おおっていた暗い闇やみのようなものが、取り払われたような気がした。

「んなことより、早く漕こいでよ。グズグズしてたら遅くなっちゃうでしょ」

「ああ、悪い。行こうか」

　燕青は櫂かいを動かすスピードを速くした。

　舟は、再び勢いよく進み始めた。




　それから三〇分ほどで、石せき碣けつ村そんに辿たどり着いた。

　さっそく漁師の寄合所へと向かったが、そこで燕青達たちは衝しよう撃げきの話を聞かされた。

「魚が無い!?」

　売れる魚は一匹も無い、ということだ。あまりのことに、思わず燕青は詰めより、強い口調で漁師の一人に迫った。

「いつもは他ほかの土地へ売れるくらい大量に揚げてんだろ！　それなのに、今日はどうして！」

「昨日、都より軍の人が来て、食しよく糧りようを寄こせって命令でよ。何百人もの兵士を食べさせるからって、村に置いていた魚は残らず全部持っていきやがった」

「軍の人？　兵士？　いま、石せき碣けつ村そんには、禁軍が駐屯しているのか!?」

「おう。近々、湖の水すい塞さいに攻こう撃げきを仕掛けるそうだぞ」

　馬ば鹿かな、と燕えん青せいはかぶりを振った。舟から下りる前に、一応村の様子を探ってみたが、商船が停泊していただけで、他ほかに軍隊らしきものは見かけなかった。

「ちょっと様子を探ってみない？」

　朱しゆ貴きの提案に賛成し、村の中を歩いてみたが、兵士の姿は見当たらない。漁師が噓うそをついたのだろうか、と思ったところで、ふと、燕青は立ち止まった。

「あの船……こんなちっぽけな漁村で魚を仕入れるにしては、大きくないか」

「言われてみれば、あそこまでの船は必要ないわね」

「それに魚はもう買えないっていうのに、どうしてまだ停泊してるんだ」

　近くに寄ってみたが、外からでは、内部の様子が窺うかがえない。

「朱貴、ここで待ってて。俺おれが見てくる」

「ちょっと、私も一緒に行くわよ」

「潜入に関しては俺のほうが向いてる。大丈夫、中を見たら、すぐに戻る」

　その時、太陽を雲が遮り、石碣村全体が影かげで覆おおわれた。

　燕青は地面に太たい陰いん剣けんを突き刺した。そして我が身を影と化し、もやい綱を伝って高速移動し、一気に甲板まで上がる。船に乗り込んだところで元の体に戻った。

（聞こえる。中を大勢動き回ってる）

　足音や、槌つちを打ちつける音。

　もう少し探ってみようと、中に入ってみた。

（これは──！）

　商船など、とんでもない。船の内部では兵士達たちが作業中だ。戦場へ出る前の点検だろう。船体におかしな箇所は無いか、入念に確認を重ねている。

　この船は、巧妙にカモフラージュされた──軍船だ。

（気が付かないうちに軍の侵攻準備は整ってた、ってことか。たぶん今晩か、明日の朝には、攻めてくるはずだ。規模は？　この石碣村にある船だけか？　他の村にも同じように用意してるのか？）

　考えても埒らちがあかないので、一度、船を離はなれることにした。

　甲板に戻り、また影化して移動しようとしたところで、

「動かないで」

　横から声をかけられた。

　青い髪かみの少女が、腰の刀に手をかけている。燕青が太陰剣を影に突き刺すよりも早く、一刀両断にする、という気迫を見せて。

「お前は……!?」

　なぜ彼女がここにいるのかと、驚きよう愕がくした。

　青せい面めん獣じゆうの楊よう志し。かつて皇帝を殺すため、宮城を襲おそった仙シエン姑クー。討とう仙せん隊たいに入ったばかりの燕えん青せいと林りん冲ちゆうで力を合わせて、何とか捕ほ縛ばくした少女だ。

「楊志は我々の味方となった！　いまは討仙隊第三隊の隊長──つまり、林冲の後継者だ！」

　聞き覚えのある大声。

　楊志とは別の方から、燕青を取り囲むようにして、党とう世せい雄ゆうが現われた。

「久しぶりだな！　燕青！」

「うわ……最悪」

　燕青は、つい顔をしかめた。討仙隊の中でも、特に苦手だった隊長、党世雄。性格の不一致もあるが、やたらとアニキ風を吹かせる尊大な態度が気に食わなかった。

　あまり再会したくなかった相手だ。

「まさか党水軍を寄こすなんてな。本気で俺おれ達たちを叩たたき潰つぶすつもりか」

「なに!?　『俺達』とはどういうことだ！　お前は王おう倫りんのもとにいるのか！」

「は？　知らないの？」

　初めてこの梁りよう山ざん泊ぱくへ来た時、天命の巫女みこの追手に襲おそわれた。だから、てっきり軍にも伝わっているのだと思っていたが、どうやら彼女は燕青達が梁山泊にいるという情報を隠しているらしい。

（ああ、でも、無理もないか）

　天命の巫女は、皇帝に対して天命を告げることが本務であり、軍事については一切の権限を持っていない。そんな彼女が独自に刺客を送って、燕青達を追っていたということがわかれば、裏で行っている数々の行いが全すべて明るみに出るかもしれない。

　ただでさえ、いまは魯ろ智ち深しんが、世間に真実を広めようとしているのだ。天命の巫女としては、迂う闊かつな行動が取れないのだろう。

「ぐぬぬ、都を混乱に陥れたのみならず、反逆者のもとへ身を寄せるとは！　許せぬ！」

「だーかーらー、俺は何もしてねーよ！　あれは陸りく謙けんが──」

「もういいでしょう。これ以上の問答は無用。覚悟は出来ましたか」

　敵に話を聞く気は無いようだ。一方的に燕青の言葉を遮り、楊志は腰を落とすと、刀の柄つかに手をかけた。

　雲間から太陽が顔を覗のぞかせ、甲板は光で照らし出された。間が悪い。これでは太たい陰いん剣けんを使うことも出来ない。

（抜刀術か）

　楊志の取っている独特の構えは、この宋そう国でも他ほかに類を見ない、楊家独自の剣術に基づくものである。より速く、より鋭するどく。究極の斬ざん撃げきを追求した結果、楊家抜刀術は生まれた。しかも楊志はその技術に適した特注の武器、その名も「絶ぜつ刀とう」を持っている。
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　かつて戦った時も、林りん冲ちゆうがいたからこそ勝てたようなものだ。その林冲ですら、単独では楊よう志しを倒しきれずにいた。

　つまり、相手には、林冲と互角の戦せん闘とう力りよくがある。

（俺おれ一人で楊志や党とう世せい雄ゆうと戦うのは、ちょっときついな）

　睨にらみ合いの状態で、いかにこの場を切り抜けるかと考えていると、赤いものが岸辺から飛び上がり、こちらへ向かってくるのが見えた。

　朱しゆ貴きだ。すでに仙シエン姑クーの力を解放しており、肉体を龍りゆう化させている。

　シャアア！　獣けものじみた鋭するどい気合いとともに、空中から落下しながら、甲板にいる楊志に向かって蹴けりを放った。楊志は急いで向きを変えると、後方へステップを踏ふみ、朱貴の奇き襲しゆうをかわす。狙いを外した飛び蹴りは、甲板に突き刺さり、板を砕き割った。

「背中に乗って！　燕えん青せい！」

　朱貴は甲板から足を引き抜くのと同時に、燕青のほうへと背を向ける。意図を理解した燕青は、すぐに彼女の背に体を預けた。

「むん！　逃がさん！」

　党世雄は腰につけた瓶びんを外すと、燕青達たちに向かって狙ねらいを定めた。

　それは宝パオ貝ペイだった。バシュッ！　と水が矢のように飛び出し、燕青と朱貴を貫かんと襲おそいかかったが、一いつ瞬しゆん早く朱貴は跳ちよう躍やくし、甲板の外へと逃げていった。

「逃げられた……！　あなたのせいですよ、党とう隊長！」

「なぜだ!?　俺おれは何もしていないぞ！」

「その大声！　村のどこにいても聞こえます！　だから敵に気付かれてしまったんです！」

「ぐおおお、しまったああ！」

「もういいです、私が追いかけます！　あなたは兵士達たちに指示を出して、湖上を封ふう鎖さしてください！」

　煩はん悶もんする党世せい雄ゆうを残し、楊よう志しは船から飛び降りた。




　朱しゆ貴きは燕えん青せいを背負って、港沿いの道を走っている。全速力で駆けながら、後ろの燕青に向かって、怒りの声を発した。

「何やってんのよ、バカ！　偵察だけじゃなかったの!?」

「悪い、うっかり見つかった……！」

　気配には注意していたはずなのに、楊志がいることに気が付かなかった。相手が強いということもあるが、要は、自分のミスである。

「とにかく追手は来ていないから、確実に逃げ切れるわ。早く梁りよう山ざん泊ぱくに戻って、敵の侵攻準備が調ってること、王おう倫りんに伝えないと！」

　あとちょっとで自分達の舟に辿たどり着く、というところで、横に立ち並ぶ家並みの上から、タンッタンッと軽快な足音が聞こえてきた。

　音のする方へ首を向けた朱貴は、ギョッとした。

　屋根の上を、楊志が駆けてきたかと思うと、あっという間に燕青達を追い抜いた。

「うそ、速い!?」

「さすがに簡単には見逃してくれないか……！」

「なんなのよ、あの女!?　人間の走る速度じゃないわよ！　あれじゃ、まるで──」

「あいつは楊志。ありとあらゆる武芸に精通してる、アホみたいに強い女だ。おまけに仙シエン姑クー」

「ハァァ!?　なんで仙姑が国に味方してるのよ!?」

　先回りした楊志は、屋根から飛び降りると、逃走経路を塞ふさぐようにして立ち、チャッと刀に手をかけた。走ってくる燕青達を迎え撃うつべく、体勢を低くして、じっと待ち構える。

　ザワ──背筋に悪寒が走り、危険を感じた燕青は、朱貴の肩を激しく叩たたいた。

「朱貴！　止まれ！　伏せろ！」

　燕青の指示に従い、朱貴は急ブレーキをかけて、走るのを止めると、咄とつ嗟さに身を屈かがめた。その頭上を、斬ざん撃げきが通過した。文字通り間かん一いつ髪ぱつだった。髪かみの毛が何本か切れて、宙に舞まう。

「いま──間合いの──外から」

　警戒した朱貴は、後退し、距きよ離りを離はなした。

　楊志の武器「絶ぜつ刀とう」は、どう見ても彼女の身長ほどの長さもない。長柄の武器と比べれば、圧倒的に間合いは狭い。

　にもかかわらず、槍やりや矛以上に離はなれた間合いから、攻撃を仕掛けてきた。

「刀身も剣けん閃せんも見えなかった……でも、確かに、風圧を感じたし、髪かみの毛も切れた。絶対に間合いの外なのに、どうやって、あいつは斬ざん撃げきを届かせたの!?」

「きっと仙シエン姑クーの能力だ」

　燕えん青せいは朱しゆ貴きの背から下りた。

「前に林りん冲ちゆうと戦った時はこんな技は使ってこなかった。たぶん、後で身に付けたんだろ」

「どういうこと？　一体、どんな能力なの？」

「おそらく──『攻撃射程を伸ばす』能力だ。だけど、いま楊よう志しは仕掛けてこない。つまり伸びる射程には限界がある」

「でも、正確な間合いがわからないと、迂う闊かつには飛び込めない」

「ああ。すごく厄介だ」

　話しながら、楊志に気取られないよう、チラリと横の建物に目を向けた。建物は陽光を背にしており、道に影かげを落としている。その影を伝っていけば、楊志の側面まで出られる。

「朱貴。囮おとり、頼たのめる？」

「勝ち目のある策だったら、聞いてあげる」

「太たい陰いん剣けんを使えば、あいつの横に出られる。ただ、途中で斬撃を喰くらえば、影かげ化は解除されてしまう。だから、俺おれが楊志のところへ飛び込むまで、あいつの注意を引きつけてほしいんだ」

「それ、下手すると、私だけお陀だ仏ぶつじゃない」

「だから聞いてるんだよ。頼めるか、って」

「うるさいわね。やるしかないでしょ」

　朱貴は早くも走り出す体勢に入った。その後ろに燕青は付き、機を見て、一緒に動こうと身構える。

　ほんの一時、緊きん迫ぱくした睨にらみ合いが続いた。

「行くよ！」

　合図とともに朱貴は駆け出した。燕青も一緒になって走る。チャンスは一度、相手が抜刀術を放つ瞬しゆん間かん。その時が来たら、朱貴は斬撃を見切ってかわし、燕青は横へ跳んで建物の影に太陰剣を突き刺す。

　楊志が、刀の柄つかを握った。

　すかさず燕青は地面を蹴けり、太陰剣を影に刺そうとした。

「違う！　燕青、逃げて！」

　作戦は完全に読まれていた。楊志の狙ねらいは、燕青へと向けられている。

　考える間もなく、朱貴は燕青に体当たりをし、地面へと押し倒した。キンッ！　と鋭するどい音が響ひびき、斬撃は虚空を抜けていった後、建物の角を切り裂いた。ズズズと壁かべや天井がずり落ち、地面へと崩れ落ちる。

　すぐに楊よう志しは刀を振りかぶった。もはや抜刀術を使うまでもない。倒れている朱しゆ貴きと燕えん青せいに向かって、第二の斬ざん撃げきを放った。

　このままでは、二人まとめて両断されてしまう。

「っらああ！」

　燕青は雄お叫たけびを上げ、朱貴を突き飛ばした。

　肉を斬きられる、鈍い音。

　体内から激痛と熱が伝わってくる。ごふっ、と血を吐き、燕青はうつ伏せに倒れた。内臓に達するほど深く斬られたらしい。

　目の前が白くなってくる。音も遠ざかる。

「燕青!?」

　朱貴の悲鳴が聞こえた。

（ああ……くそ……死ぬのかよ……）

　他人のことを囮おとりに使った作戦を立てておきながら、結局失敗して、自分が命を落とすのでは、あまりにも情けない。だけど、この場合、敵が上手だった。

　名将の血を引き、厄介な能力まで備えた仙シエン姑クー。彼女を相手に小手先の策は通用しない。そんなの、最初からわかり切っていたことだった。

（林りん冲ちゆうがいれば……勝てた……かな……）

　お互い組んで戦うことの多かった林冲なら、あるいは前と同じように、楊志と善戦出来たかもしれない。朱貴では、まだ連携に慣れていないから、厳しいものがあった。

　でも、朱貴を責めるわけにはいかない。

　悪いのは自分だ。いつだって、自分のせい。

（俺おれが──もっと強ければ──小しよう倩せんを──）

　怒りがこみ上げてきた。自分に対する怒り。こんな不ふ甲が斐いないままで死ねるかという強い気持ち。体の奥底から力が湧わいてくる。

「なに……これ……!?」

　朱貴は驚おどろき、近寄ろうとするのをやめた。燕青の体を青い光が包んでいる。

　やがて、光は目も開けていられないほどの輝かがやきを放ち──明るさが元に戻った時には、燕青の傷は治っていた。

「いまのは……!?」

　楊志も次の攻こう撃げきをためらっている。確実に仕留めたはずの相手が、突如光を発したかと思えば、何事も無かったかのように復活した。仙姑ですら、あそこまでの超回復はありえない。

「燕青──あなたは一体、何者──」

　この時、楊志は過ちを犯していた。

　何が起きようと、構わず、攻撃を放てばよかったのである。相手の反撃は届かない距きよ離りからの、一方的な斬ざん撃げき。接近戦主体の敵であれば、楊よう志しの能力はほぼ無敵だ。

　それなのに、ためらった。見たこともない現象を前にして、恐れを抱いてしまった。

「……曳エイッ！」

　倒れた状態のまま、燕えん青せいは建物の影かげに剣を突き刺し、叫んだ。直後、影化して高速移動した燕青は、楊志の真横に飛び出した。

「くっ!?」

　楊志は刀を構えて、横からの燕青の剣撃を防いだ。奇き襲しゆう失敗か、と思われたその時、鍔つば迫ぜり合いをしながら、燕青は怒鳴った。

「朱しゆ貴き！　逃げるぞ！」

　呆ぼう然ぜんと硬直していた朱貴は、そのひと言でハッと意識を覚まし、駆け出した。間合いに入ったところで、楊志の頭部目がけて、廻まわし蹴げりを打ち放つ。

　楊志は身を低くして、朱貴の蹴りをかわした。だが、カウンターで斬撃を放とうにも、燕青と刃やいばを交わらせているこの状況では、何も出来ない。一旦間合いを切り、体勢を立て直した。

　その隙すきに、朱貴は燕青を背負った。

「もぉ！　何がなんだか、わけわかんないっ！」

　ヒステリックに叫びつつも、近くにあった舟へと跳び乗った。急いで櫂かいを漕こぐ。

　だが、一難去って、また一難。

　村の外れから、高速艇が、水面を切り裂くように勢いよく出港してきた。その上には兵士達たちが乗っている。党とう世せい雄ゆうが放った追手だ。あっという間に距離は詰められた。

　おまけに「くっ」と呻うめいて、燕青が膝ひざから崩れ落ちた。見た目上は回復したといっても、胴体を斬きられたのだ。まだ本調子ではないのだ。

「やば……あいつら、弓矢を持ってる！」

　朱貴は身を強こわ張ばらせた。こちらに遠距離攻こう撃げきの手段は無い。これでは一方的に攻められるだけだ。彼女一人だけなら矢を叩たたき落とすくらいはわけないが、いまは動けない燕青がいる。

　矢が放たれた。せめて一本でも多く蹴り飛ばしてやろうと、朱貴は迎撃の姿勢を取った。

　カチッ──何かのスイッチを押す音。

　いまの音は？　と思った次の瞬しゆん間かんには、朱貴は強い力で舟の外へと押し出され、湖に落ちていた。無人の舟に、矢が次々と突き刺さる。混乱する彼女の目の前で、高速艇の上を、青い暴風が吹き荒れた。兵士達は一斉に船外へと吹き飛ばされ、水上でバシャバシャともがき、何が起きたのかわからぬままに喚わめいている。

　しばらくして、高速艇の上から一人、湖の中に飛び込んできた。よく見てみれば、燕青だ。いつの間にあっち側へと移っていたのかと、朱貴は目をまたたかせる。

　認識が追いついていなかったが、つまり──目にも止まらぬ速さで燕青は朱貴を抱えて舟から飛び降りた後、敵の高速艇まで泳いでいき、全員を湖に叩たたき落とした──こういうことが起きていたのだろう。

　近寄ってきた燕えん青せいは、顔色が悪い。かなり力を消耗したようだ。

「舟に、上がろう」

「いいの？　あいつらを生かしておいて。高速艇をまた使われたら……」

「櫂かいは全部叩き折った。もう追うことは出来ない」

　自分達たちの舟に戻ると、燕青は横たわった。ゼエゼエと荒い息をついている。水に濡ぬれた時計型宝パオ貝ペイが、日の光を浴びて、キラリと輝かがやいた。

「もしかして、その宝貝を使って……!?」

「王おう倫りんの考えは正しかった。俺おれは一度死にかけた。そうしたら、力が湧わいてきて、復活して。試しにこの宝貝を触ってみたら、使えた」

「命の危険が迫ったから、力が発現した……ってことね」

「そう何度も使えるわけじゃなさそうだけどな。現に、いま、急に体が重くなってきた。仙シエン人レン化出来ている時間には限度があるみたいだ」

　ひと息で喋しやべった後、はああ、と大きく息を吐いた。かなり辛そうだ。

「舟は、任せた。水すい塞さいに着くまで、ちょっと寝かせて」

　朱しゆ貴きは、「なんで私が」と文句を言おうとしたが、やめた。眉まゆをひそめて苦しそうにしている燕青を見ると、ここでそのセリフはあまりにも酷だと感じていた。

「……ったく」

　あとは黙だまって櫂を動かすのに専念した。




　　　　　　　　　　※　※　※




　水塞に戻ると、燕青は王倫の部屋に運ばれていった。体内から仙気が失われているようなので、治ち療りようが必要とのことだった。

　残った朱貴は、王倫の部屋の前の廊下で、水塞に着く前に燕青から聞いていた話を、他ほかの三人の仙シエン姑クーに伝えた。

「党とう水軍が来たか」

　林りん冲ちゆうは眉をひそめる。

「あいつら、強いの？」

「ムラはある。最強とまでは言えないが、勢いに乗った時の党水軍の強さは、かなり厄介だ」

「あんまり頭良さそうじゃなかったけど」

「党世せい雄ゆうは知恵を巡らせるのは得意ではない。脳のう味み噌そまで筋肉で出来ているような男だ。しかし、ことはそう単純ではない。党水軍の一番の恐ろしさは、兵士達の士気の高さ。極端な話、党とう世せい雄ゆうのためなら進んで盾になり、命を顧かえりみないほどの忠誠を抱いている」

「死ぬことが……怖くないの？」

「これは軍に所属した者でなければわからない感覚だろうな。誰だれかのために命を捨てられる気持ちというのは。党水軍の最大の力は、彼らの強い結束力にある」

「まあ、人間の軍隊については、なんだっていいわ。杜と遷せんと宋そう万まんがいれば、船ごと全部叩たたき潰つぶしてくれるから。それより、一番面倒なのは、あの女よ、あの女」

「他に誰かいたのか？」

「楊よう志し、とか言ってた。仙シエン姑クーよ。変わった武器で、離はなれた距きよ離りからも斬ざん撃げきを放ってきた」

「なに!?　それは、人違いではないのか？　楊志は、私と燕えん青せいが討とう仙せん隊たいにいた頃ころ、捕まえて牢ろうへ送っている。それが、禁軍にいるわけがない！」

「でもこの目で見た！　燕青が教えてくれた！」

「馬ば鹿かな……なぜ……!?」

　そこで、部屋の扉が開き、王おう倫りんが出てきた。

　朱しゆ貴きは駆け寄り、いの一番に質問する。

「ど、どう？　燕青の調子は？」

「血流や気脈に異常が出ていたけれど、特に問題はないわ。今晩には回復するはずよ」

「よかった……」

　朱貴はホッと胸を撫なで下ろした。それから、みんなに注目されていることに気が付き、顔を赤くしながら慌てて付け足した。

「こ、これで死なれたりしたら、私の立場がないもの」

「まだ詳しく状況を聞いていなかったわね。何があったの？」

　王倫に問われて、一連の流れを朱貴は説明した。楊志の斬撃で燕青が死にかけたくだりの時、林りん冲ちゆうの形相は鬼のようになっていた。もし燕青が死んでいたら、自分も命は無かったな──と朱貴が冷や汗を垂らすほどだった。

「やっぱり、瀕ひん死しまで追い込まれると力が発動するのね。原理はよくわからないけど、仙姑が暴走するのと同じようなもの……か」

「これで山さん河が社しや稷しよく図ずは発動出来る、ってこと？」

「もちろん私の推測でしかないけど。読みが当たっているのなら、仙シエン人レン化した燕青が仙気を注ぐことで、山河社稷図は動き出す。そうなれば、この一帯の地形を自在に動かせる」

「党水軍だろうと簡単に撃退出来る、ってわけね」

「問題は、地下を最深部まで突破しないといけない、ということよ」

「大丈夫よ。私と林冲と、あと燕青がいれば、なんとかなる」

「朱貴、状況は変わっているの。相手は党水軍だけでなく、仙姑もいる。杜遷と宋万だけでは荷が重いわ」

「もしかして、林りん冲ちゆうまで、迎撃に回すってこと!?」

「この水すい塞さいが落とされたら意味がないもの」

「でも、そうしたら、地下へは……私と、燕えん青せいの二人だけ!?」

「あなた達たちの難度は確実に増すでしょうね。でも、やらないといけない。山さん河が社しや稷しよく図ずを動かせないと、私達に勝ち目はない。全すべては、あなたと燕青にかかっているのよ、朱しゆ貴き」

「王おう倫りんは？　王倫だって、宝パオ貝ペイを使えるんだから──」

「山河社稷図の操そう作さ盤ばんは、実は私の部屋にあるの。固定されてるから動かせない。地下はあくまでも動力炉だから、私まで地下へ行くと、せっかく燕青の仙気を注いでも、すぐに動かすことが出来なくなる。状況によっては、手遅れになる可能性だってあるわ」

「だからずっと部屋で待ってて、使えるようになったらすぐ操作したい……ってことね」

「今夜、夕食も兼ねて作戦会議を行うわ。ここが正念場。みんな、よろしくお願いね」

「ちょっと待って！　そんな悠長な動きでいいの？　もしかしたらすぐにでも敵は攻めてくるかもしれないのに」

「朱貴。奴やつらはそんな軽率なことはしないわ」

「どうして？」

「それが用兵の基本だからよ。夜や襲しゆうは、かえって敵が警戒する時間帯なので、避さけることが多い。一番効果的なのは明け方近く、最も気が緩ゆるむ時。党とう世せい雄ゆうは頭のいい武将ではないから、奇策よりは、無難な策を選ぶでしょうね」

　ふうん、とあまり理解は出来ていない様子だが、とりあえず朱貴は頷うなずいた。




　　　　　　　　　　※　※　※




「作戦を組み直す！」

　軍船の甲板に机を置き、その上に党世雄は地図を広げた。

　楊よう志しも横に立ち、一緒になって考える。

「我々が把握している情報は古いようだ。敵は王倫を筆頭に、朱貴、杜と遷せん、宋そう万まんの三人の仙シエン姑クー。それに加えて燕青と林冲もいる。特に恐れるべきは林冲だ」

「私が相手します」

「無論、そうしてもらう」

　梁りよう山ざん泊ぱくの中央にある島々は、正確な配置まで描かれていない。水路の詳細については不明だが、船が進めるルートについては、ある程度大まかなことはわかっている。

「南方向と、東西の水路。この三方向より、軍を三手に分けて攻める」

　地図を手でバンッと叩たたき、党世雄は楊志の顔を見た。

「本隊は俺おれとお前だ。おそらく林冲は真っ先に我々を叩きに来るだろう。燕青も補助に回ってくるはず。奴やつらが得意とする急きゆう襲しゆう戦法だ。それを、正面からねじ伏せる。他ほかの仙シエン姑クー達たちについては、弓、弩ど、爆ばく薬やく、あらゆる兵器を投入しての最大武力で叩たたき伏せる！　以上が作戦だ！」

　作戦も何もない。内容は実に単純。だがそれだけに、楊よう志しとしても動きやすい。

「わかりました。いますぐ攻めますか？」

「戦せん闘とう開始は明朝寅とらの刻だ」

「そんなに後では、敵に逃げられる恐れもありますが」

「全体に伝令が行き渡る頃ころには、日も暮れてしまう。闇やみの中で戦うのは、あまりにも危険だ」

　それから、党とう世せい雄ゆうと楊志は、兵士達たちの前に立った。彼らはみんな思い思いに談笑している。出陣前の息抜きである。

「お前ら、出発時刻が決まったぞ！　明日の寅の刻だ！」

　党世雄が喋しやべり出したことで、全員口を閉じた。

「必ずや王おう倫りんの首級を挙げる！　仙姑も捕える！　我ら党水軍の誇りにかけて、勝つぞ！」

　兵士達はオオオ！　と気合いを上げた。

　士気は高い。この軍なら四人の仙姑相手でも勝てるだろう。全身に漲みなぎるものを感じながら、楊志は力強く頷いた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　燕えん青せいが目を覚ました時には、窓の外はすっかり暗くなっていた。

　燭しよく台だいに火を点ともし、机に向かって、王倫は何かを書いている。こちらに背を向けているから、自分が起きたことには気が付いていないようなので、ゆっくりと声をかけた。

「王倫、いま、何時？」

　筆を止め、王倫は振り返った。優しくほほ笑んでいる。

「まだ酉とりの刻よ。いま、朱しゆ貴きと林りん冲ちゆうが夕飯を作ってくれているわ」

「敵軍は？」

「攻めてくるとすれば、きっと明日の朝。だからまだ休んでて」

「そうもいかないだろ」

　寝台から下りた燕青は、机のそばに寄り、王倫が何を書いていたのか見ようとした。一枚の紙であるのはわかった。が、すぐに手で隠されてしまった。

「ダメよ。女性の書いてるものを盗み見するなんて」

「恋文とか？」

「そうね……近いかもしれないわね」

　案外あっさりと、王おう倫りんは手をどかした。本当に手紙のようだが、何が書かれているのか、燕えん青せいには読み取れない。異国の言葉で綴つづられているからだ。

「誰だれ宛あて？」

「送り先は、私の母国の研究仲間。オーパーツ──この国で言うところの宝パオ貝ペイね、それを調査している人なの。ただ、手紙の内容は、その人宛てじゃないわ」

「王倫の母国って、ずっと西の方にある、島国だっけ？」

「宋そう国へ来る前は。でも本当は、別の地に住んでいた。そこを追われて、島へと渡ったの」

「一度も聞いたことがなかったけど、どうして、この国に？」

「夢が、叶かなえられると思ったから」

　王倫は手紙を持ち、燭しよく台だいの明かりにかざして、じっと眺める。だが、目はどこか遠くを見つめている。

「北の、寒い地だったわ。一三歳までの私が住んでいたのは。父はたくましい漁師、母は気高く優しい女性だった。幼い弟と一緒に、晴れている日は野原を駆け回り、雪の日は家の中でおままごとをして……とても、温かい時間だった」

　いきなり王倫は手を伸ばすと、ツ……と燕青の頰ほおを、指でなぞり始めた。

「お、王倫？」

「私の夢はね、燕青。幼かった時の、あの頃ころみたいに、温かい家庭を築くことなの」

「いや、ちょ、これは、どういう」

　狼ろう狽ばいする燕青の前で、王倫は手紙を机の上に置いて、スッと立ち上がり、唇が触れそうなほどに顔を近付けてきた。吐息が鼻にかかってくる。

「もう私も適てき齢れい期きだし……いい相手を、見つけないと……ね」

「俺おれは、その」

　すっかりカチコチになった燕青は、目をグルングルンと回している。ここまで王倫に迫られるのは初めてなので、全く耐性が出来ていない。

「──でも、残念でした。燕青のことは男としては見られないわ」

　クスクスと意地悪く笑いながら、また王倫は椅い子すに座る。

　からかわれてた、と気が付いた燕青は、苛いら立だたしげに髪かみの毛を搔かき回した。

「勘弁してくれよ……」

「燕青はね、私にとって、弟みたいな子なの。この国に来て出会った、とても大切な人」

　手紙を持ち上げ、燕青に見せてくる。

「この手紙ね、弟に書いてたの。天上の楽園にいるはずの、弟へ」

「天上？　それってつまり──」

　弟はすでにこの世にいないのか、と詳しく聞こうとしたところで、部屋の扉が開いた。

「食事、出来たよ」

　朱しゆ貴きが入ってきて、声をかける。

「行きましょう。戦いの前の、大事な腹ごしらえよ」

　王おう倫りんはいつも通りの調子で朗らかに言うと、さっさと部屋の外に出ていった。

　もっと話を聞きたかった。何を彼女は考えているのか。しかし、その機会を逸してしまった。

（まあいいや。いまはそれどころじゃない）

　討伐軍を撃げき退たいすることが、最優先事項だ。それが終わってから、また話を聞けばいい。そう考えていた。




「まず……！」

　青菜をひと口含んだ燕えん青せいは、我慢出来ずに声に出してしまった。

　他ほかの面々も、あまりにも壮絶な味に、ピクピクと体を震ふるわせている。

「これ作ったのって……」

「林りん冲ちゆうよ」

　呆あきれ顔でかぶりを振りながら、朱しゆ貴きは箸はしを置いた。

「よくここまでドロドロのクタクタに作れるわね。それだけならともかく、なによ、この味。塩を入れ過ぎじゃない！」

「え、塩分は必要だろう！　戦いの前なんだから！」

「その発想が間違ってるとは言わないけど、限度ってものがあるでしょ！　まず何よりも美味おいしく作ろうって考えはないわけ!?」

「私的には美味しくなると思っていたんだ！」

「てか味見くらいしなさいよ！」

「そこまで言うのなら、お前はどうなんだ！」

　林冲は、朱貴が作った鶏とり肉にくのスープをすすってみた。たちまち目を丸くし、何も言えなくなった。

「やっぱしゅっきーの作る料理が一番美味しいな」

「ええ。ホッとする味です」

　杜と遷せんと宋そう万まんも満足げにスープを堪能している。

　料理対決で敗北して、打ちひしがれている林冲を前に、朱貴は「ふふん」と鼻を鳴らした。

「いいとこ育ちのあんたには絶対に真似まね出来ないことね。私はずっと自分でご飯を作ってきたんだから。そこら辺の女に負ける気はないわよ」

「さすが朱貴ね。いいお嫁さんになれるわ」

　王倫の褒ほめ言葉に、朱貴はカッと顔を赤くしながら、ブンブンと首を激しく左右に振った。

「か、からかわないでよ！」

「うふふふふ、照れちゃって、可愛い」

　なお何か文句を言ってくる朱しゆ貴きのことを、軽く受け流してから、王おう倫りんは一同を見回した。

「さて──どう敵と戦うか、そろそろ話しましょうか」

　食事の途中だったが、全員箸はしを置いて、王倫に注目した。

「水軍を迎え撃うつのは、杜と遷せん、宋そう万まん、林りん冲ちゆうにお願いするわ。地下には燕えん青せいと朱貴に行ってもらい、私は部屋で待機して、山さん河が社しや稷しよく図ずが発動するのを待っている。基本はこれでいいと思うけど、他ほかに考えがあれば、教えてちょうだい」

「敵はおそらく三方向から攻めてくると思われる。正面の水路と、東の水路、西の水路。包囲されることにはなるが、水すい塞さいの正面に宋万を配置し、私と杜遷は党とう世せい雄ゆうの本隊を狙ねらおう」

　林冲が提案した内容以上のものは思いつかず、布陣についてすぐに決定となった。

「楊よう志しと戦う時は注意してくれ。あいつ、俺おれが討とう仙せん隊たいにいた頃ころに戦った時よりも、格段に強くなっていた」

「あの飛んでくる斬ざん撃げきね」

　燕青と朱貴のやり取りを聞いた杜遷が、「はーい、質問」と手を上げた。

「その話は聞いたけどさ、斬撃って見えるの？　どれくらい遠くまで飛ばせるの？」

「斬撃は薄うすく輝かがやいて見えた。ただ、見てから避よけるのは難しい。射程距きよ離りはわからないけど、家二軒分くらい離はなれていても斬きられた。ひょっとしたらもっと長いかもしれない」

「ふうん。うかつに近寄るな、ってことだな」

「真正面から攻めるのはまずいと思う」

「わかった！　ありがと！」

　と快活に言った杜遷を、宋万は冷ややかな目で見つめている。

「……その言葉に、私、何度騙だまされたことか」

「なんだよ、そーまん。あたし、だましたことなんてないぞ！」

「いつも戦ってる最中にカッとなって、人が立てた作戦を忘れるじゃない！」

　言い争いになりそうな二人を、「はいはいそこまで」と王倫がなだめた。

「あと、党世雄のことも考えないといけないわね。私は宝パオ貝ペイの点検くらいしか接触ないから、よく彼のことは知らないけど……燕青と林冲は同じ討仙隊にいたから、詳しいわよね？」

「ああ。党世雄は、あまり頭は良くない。ただ、勢いに乗って攻めかかってきた時のあいつは、かなり厄介だ。特に持っている宝貝が」

「たしか『瑠る璃り瓶へい』だったかしら」

「ゴツい体に似合わない、綺き麗れいな柄の瓶びんだけど、効果は絶大だ」

　水を自在に操れる宝貝「瑠璃瓶」。

　瓶の中に溜ため込んだ水、あるいはその水を混ぜた水であれば、一定時間念じた通りに動かすことが出来る、という効能がある。

　それだけなら恐れる必要もなさそうだが、本当に凄すさまじいのは、その効果範はん囲いだ。

　瑠る璃り瓶へいの水を含んだ水であれば、自在に操れる。ということは、湖や、海に、瑠璃瓶の水を垂らせばどうなるか。

「まさか、湖や海を、全部動かすことが出来るの!?」

「正解」

　驚おどろく朱しゆ貴きに対して、燕えん青せいは頷うなずいた。

　もちろん、動かす水の効果範はん囲いが広がれば広がるほど、多大な仙気を消耗する。だから、湖全体や海全体を操作するようなことは、普通はしない。その前に生命力が尽きてしまい、最悪の場合命を落としてしまうからだ。

　それでも、こと水上戦においては無限の応用力を発揮する、実に強力な宝パオ貝ペイであることに違いはない。

「あの党とう世せい雄ゆうが水軍を率いて襲おそってくるとなると、かなり大変だと思うけど……」

「大丈夫だ、燕青。私達たちで食い止めてみせる。君は、自分のすべきことに専念してくれ」

　林りん冲ちゆうは自分の胸に手を当てて、力強く頷いた。とにかく彼女達がすべきことは、燕青達が山さん河が社しや稷しよく図ずを発動させるまでの時間稼かせぎでしかない。

　敵軍の撃げき退たいが成功するか否かは、全すべて地下組の双肩にかかっている。

「頼たのんだわ、燕青、朱貴」

　王おう倫りんにしっかりと見据えられて、二人は「任せろ」とばかりに頷いた。
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　地下へ下りた燕えん青せいと朱しゆ貴きは、待ったなしで第二階層を突破した。

「ここから先、下へ行くたびに、どんどん敵は強くなっていく。気を引き締しめてよね」

　朱貴の言葉通り、一階層下へ進むごとに、怪物の種類はガラリと変わった。

　第二階層では兵へい馬ば俑ようだったが、第三階層では蝙蝠こうもりや毒どく蜘蛛ぐもといった生物が蠢うごめいており、戦い方の勝手が変わって、かなり戸惑わされた。

　第四階層へ行くと、今度は動く死体が現われた。青白い顔で、無表情のまま襲おそってくる様は、かなり不気味なものがある。朱貴が言うには、「僵きよう尸し鬼き」という化け物とのことだ。

「ここまでは私も進めたの。けど、あいつらが厄介で、第五階層まで行けなかった」

　確かに無言で迫ってくる僵尸鬼達たちは、ちょっとやそっとの攻こう撃げきでは怯ひるまず、また攻撃が効いているのかもわからない。そのうちに大勢に囲まれて身動きが取れなくなる。

　が、いまは燕青がいる。一人と、二人では、戦い方の幅は大きく変化する。

「切り込みは私がやる！　燕青は援護して！」

　生ける屍しかばねの群れに突入し、次々と足技で朱貴は薙なぎ倒していく。その取りこぼしを、燕青は剣で斬きり伏せる。荒削りながらも、二人の連携は楊よう志しと戦った時よりも上手になっており、難なく次の階層へと進む梯子はしごに辿たどり着いた。

「さて……ここから先は、未知の世界よ」

「俺おれは何が来ても大丈夫。都で、もっと凄すごい相手と戦ったから」

「もっと凄いって、天命の巫女みこの部下のこと？　仮面の殺し屋達？」

「違う。暴走した林りん冲ちゆうだ」

　天にも達する巨大な槍やりの大樹。あの時は、討とう仙せん隊たい最強の男、陳ちん希き真しんの力が無ければ、誰だれも食い止めることが出来なかった。それだけの存在と一度は対たい峙じした。いまさら、どんな敵が現われても、驚おどろくことはあっても、恐れることはない、と思っている。

「……妹が殺されたんで、暴走したんだっけ」

　第五階層に下りて、しばらく歩いてから、朱貴は聞いてきた。

「その前に敵の不意打ちを受けて、重傷を負ってた。水の中にも落ちたし、瀕ひん死しの状態だったと思う。小しよう倩せんの死は、最後の引き金になっただけかもしれない」

「私にはわかる。ただ死にかけたくらいだったら、暴走なんてしない。もしも私が、妹を殺されたりしたら──たとえ無傷だったとしても、この世界を壊こわしてやりたくなるくらい、暴れまくると思う」

「妹が、いるんだ？」

「あれ？　あんたに話してなかったっけ？　最初に一緒の部屋で寝るっていう時」

「たぶんそれ、俺は蹴けられて失神してただろ。林冲に話したんじゃないか」

「そっか……そんなこともあったっけ……なんか色々あって、随分前のような気がしてた」

　朱貴はポリポリと頰ほおを指で搔かいた。彼女だけでなく、燕青も、この半月ほどは怒ど濤とうの如ごとき展開の連続で、異様に時間が長く感じられている。

「私と妹の朱しゆ富ふうは、ちっちゃい頃に親を亡くして、ずっと二人で暮らしてた。そこへ、星落ちが起きて──二人とも星を宿した」

「お前の妹も、仙シエン姑クー……!?」

「そうよ。だけど、軍に襲おそわれて、逃げているうちに、私達たちは離はなれ離ばなれになった。妹を探そうにも、当てが無かった。それで仕方なく、北を目指したの」

「で、王おう倫りんと出会って、梁りよう山ざん泊ぱくに身を寄せたってわけか」

「いまでも妹の行方ゆくえはわからない。だけど、必ず見つけ出して、ここへ連れてくる。どんな敵が攻めてきたとしても、私は今度こそ、妹を守ってみせる」

　自分に言い聞かせるような口調で朱しゆ貴きは語り、決意の籠こもった眼まな差ざしで、地下空間の奥をまっすぐ見据えた。

「もっと強くなってみせる。あんたにも、林りん冲ちゆうにも負けないくらい、もっともっと強く」

　自分や林冲にはない、眩まぶしいくらいの前向きな姿勢に、燕えん青せいは感心した。だが、どこか違うとも感じていた。

「ちょっと一人で頑張りすぎだろ」

「はい？」

　朱貴は立ち止まり、燕青を睨にらみつけてきた。

「何のために俺おれ達はここへ集まってきたんだよ。自分一人だとどうしようもないからだろ。協力し合わないと」

「他人に迷惑をかけたくない。妹を救いたいのは、私の勝手な希望だもの」

「そこは普通に頼れよ」

「知った風な口きかないでよ！　むかつくなあ！」

　朱貴は怒鳴り、ズンズンと先へ向かって進み始めた。燕青は慌てて追いかける。

「おい、待てって！　何が出てくるかわからないんだから──」

　そこで、急に朱貴は立ち止まった。不意を突かれた燕青は、ゴツンと彼女の後頭部に鼻柱をぶつけた。

「痛ぇなあ……なんなんだよ」

「しっ。あそこ」

　道の先は、だだっ広い空間になっている。天然の岩が剝むき出しになっている洞どう窟くつ状の広間。似たような場所はこの地下の各所にあるが、いま目の前にあるのは特に大きい。自然とそういう造りになったのか、何本もの岩の柱が立っている。

　その岩の洞窟に、巨大な四つ足の生物が丸まって、寝息を立てている。

　蜥蜴とかげのような顔。鱗うろこのある表皮。燕青はその姿に見覚えがある。軍営の資料室で、とある本に伝説上の生物として紹介されていた存在。

「毒龍りゆう……!?」

　同じ本を王おう倫りんが読んだ時、彼女は、「私の母国ではドラゴンと呼ばれるものね」と教えてくれた。その体型は、宋そう国に伝わる伝説の「龍」とは全く異なるものであり、そのインパクトゆえに燕えん青せいはよく憶おぼえていた。

「なんか、私の親しん戚せきみたいな奴やつね」

「アホなこと言うな。伝説通りなら、相当やばい怪物だ」

「空飛んだりするの？」

「見ろ。翼つばさは無い。普通の龍とは、違う。あれの一番の特徴は──伝説通りなら──毒炎。つまり、毒性のある炎を吐くってことだ」

「それ、やばいじゃない。こんな地下で毒なんて撒まかれたら……」

「幸い毒龍は寝てるし、迂う回かいして進めそうだから、静かに行けば大丈夫だと思う。第六階層へ行くには、ここを通らないといけないんだろ？」

「うん。前に来た時は、そうだった」

「他ほかの道を探してる余裕は無い。行こう」

　二人は松明たいまつの火を一旦消すと、足音を立てないように気を付けながら、慎重に洞どう窟くつを進んでいく。岩肌にはヒカリゴケでも貼はりついているのか、松明が無くても、真っ暗闇やみとはならない。岩の柱の間から、スウスウと寝息を立てる毒龍の姿が見える。近くで観察すると、見上げんばかりに大きい。硬質の肌が上下している様子が、また相手が生物であると感じさせ、ありえないほどの巨体と相まって、一層不気味さを増している。

　毒龍を起こすことなく、なんとか通り抜けることに成功した。このまま先へ進めそうだ──というところで、朱しゆ貴きが小さく息を吞のむ音が聞こえた。

　洞窟の先は、岩で塞ふさがれている。大きさは人間程度だが、ちょうど道を塞ぐ形になっており、どかさないと先へ進めない。

「（どういうことだよ……!?）」

「（知らないわよ！　前に来た時はなかったの！）」

「（自然と崩落したのか……くそっ）」

「（私が龍化すれば、たぶん、あの岩くらいなら壊こわせると思う）」

「（あいつに、気付かれずにか？）」

　後ろを振り返った。いまだ毒龍は穏おだやかに寝ている。

「（壊してから、全速力で道に飛び込めば大丈夫よ。あいつの巨体なら、追ってこれない）」

　朱貴はそう囁ささやいて、一歩前へと踏ふみ出した。

　──注意を、怠っていた。松明が消えているのも要因のひとつだったが、もっと慎重に彼女は動くべきだった。

　バシャッ。水の跳はねる音。洞窟状の広間の、天井から滴り落ちた地下水が、足元に溜たまっていた。そこに、朱しゆ貴きは足を踏ふみ入れてしまった。

　外の空間であれば、聞き取りにくい小さな音。だがここは閉へい鎖さ空間だ。水音は反はん響きようし、増幅されて、毒龍りゆうの耳に届いた。

　グル……唸うなり声を上げて、毒龍は身を起こし、音のした方へと顔を向ける。そして燕えん青せい達たちの姿を視認した瞬しゆん間かん、目を見開いた。

「朱貴！　松明たいまつに火をつけろ！」

　燕青の指示に従い、朱貴は二人分の松明に火打ち石で火を点ともし、素早く左右の足元へと置いた。明かりで下から照らし出され、毒龍の威容はますます強大なものとして浮かび上がる。

「……こいつは、とんでもないのを、相手することになったな」

　引きつった笑みを浮かべながら、燕青は太たい陰いん剣けんを抜いた。

　グオオオオオオオ！

　毒龍は雄お叫たけびを上げると、ガリガリと前足で地面を搔かきむしってから、いきなり突進してきた。洞どう窟くつが崩れ落ちるのではないかと思うほどの振動が伝わってくる。

　燕青と朱貴は左右に分かれて、毒龍の突進を避よけた。

　洞窟の壁かべに、毒龍の巨体が激突する。ズンッ、と壁が揺れ、天井からパラパラと岩の欠片かけらが降ってきた。毒龍はすぐに向きを変え、朱貴に狙ねらいを定める。

「上ッ等！」

　仙シエン姑クーの力を解放し、龍化した朱貴は、怯ひるむことなく真っ向から飛びかかる。

　ボンッ……ボボンッ……と何かが弾はじける音。毒龍の体内から聞こえた。

「毒炎だ！　よけろ！」

　燕青の警告と同時に、毒龍は口をガバッと開け、灼しやく熱ねつの炎を吐き出した。危うく焼かれるところを、紙一重で朱貴はかわし、相手の側面へと急迫する。

「ハッ！」

　気合いとともに、渾こん身しんの蹴けりを腹部に叩たたき込んだ。しかし、毒龍の巨体には全然通じていない。ギロリと朱貴を睨にらんだ毒龍は、素早く足を動かし、尾っぽを振った。首を吹き飛ばさんばかりに飛んできた尾っぽによる一いち撃げきを、朱貴は屈身してかわし、ひとまず間合いを取った。

　毒龍の動きに一瞬の隙すきが出たところで、燕青は走り出した。よく観察してみてわかったが、特定の部位を狙わせないように、毒龍は立ち回っている。人間でいえばうなじに当たる部分。脊せき髄ずいが走っているところ。

（あそこを貫けば──！）

　その時、不意に、朱貴が膝ひざから崩れ落ちた。

「あ……れ……？」

　全身に力が入らないのか、ピクピクと手の指を動かすものの、彼女は立ち上がれないでいる。口も半開きになり、目の焦点も合っていない。たちまち龍化状態も解除され、普通の人間の姿へと戻ってしまった。

　毒だ。炎とともに毒の気が吐き出されていた。それを朱しゆ貴きは吸ってしまったのだ。

　重く響ひびく足音。毒龍りゆうは倒れている朱貴に向かって、ゆっくりと迫っていく。久しぶりの肉を前にしてか、グルルと喉のどを鳴らし、瞳ひとみは充血している。

「させるかッ！」

　燕えん青せいは松明たいまつを拾い、毒龍の腹の下へと投げつけた。洞どう窟くつの壁かべと天井に、毒龍の影かげが映し出される。

「おおおおお！」

　わざと雄お叫たけびを上げて、巨大な怪物へ向かって突とつ撃げきしていく。毒龍は瞳をギョロリと燕青の方へ向けると、ズンッと四肢を踏ふん張り、勢いよく尾っぽを振ってきた。

　体勢を低くして尾っぽの攻撃を回かい避ひした燕青は、そのまま壁へと向かっていき、毒龍の影に太たい陰いん剣けんを突き刺した。

　掛け声とともに燕青の体は影と化す。ギャンッ！　と影化の燕青は壁を駆け上がり、天井まで達した。そこで実体へと戻り、太陰剣の尖せん端たんを毒龍に向けて、勢いよく上空より落下する。

　燕青は毒龍の背中に着地し、同時に剣をその首筋に突き刺した。グオオオオン！　と毒龍は叫んだが、致命傷には至っていないのか、無茶苦茶に暴れ出した。燕青を振り落とそうとして、その場で首や体を激しく振る。徐々に倒れている朱貴へと近付いており、このままでは彼女が踏み潰つぶされてしまう。

　必死で毒龍の体にしがみつきながら、何度も、何度も、燕青は太陰剣を首筋の色々な箇所に突き刺しまくった。

　毒龍の前足が振り上げられ、朱貴の体を押し潰そうとした瞬しゆん間かん──グラリとその巨体は傾き、横倒しに倒れた。上に乗っていた燕青は放ほうり捨てられ、ゴロゴロと地面を転がった。

「やった……か!?」

　屈かがんだまま、剣を構えて、様子を見る。グルル、と毒龍は小さく唸うなっていたが、やがて静かになった。呼吸も止まっているようだ。

　毒龍が死んだ、と見るや、急いで燕青は朱貴のもとへと駆け寄った。

　顔色が悪い。至近距きよ離りで毒を吸ってしまったせいだ。朱貴の体を抱え、まだ毒気が残留しているであろう一帯から離はなれる。

　とにかく蘇そ生せいが必要だ。同時に、体内の毒を中和しないといけない。

（さっきの地下水……！）

　朱貴がうっかり踏んでしまった水たまりへと走り、口に水を含んでから、また戻る。少しためらったが、緊きん急きゆう事態なので、心の中で謝りながら口移しで朱貴の喉奥へと水を流し込んだ。それから首を横に向けてやるが、反応はない。

「まさか」

　胸に耳を当てると、心臓の音が聞こえない。

「ふざけんな！　おい！」

　胸部に手を当てて心拍と同じリズムで圧迫を加える。一心不乱に、彼女を助けようと。

　ごぼっ、と朱しゆ貴きはむせて、水を吐き出した。脈が戻り始めた。すかさず燕えん青せいは再び朱貴の体を抱き上げて、水たまりのそばへと移動した。それから、何度も水を口で移しては、体内の毒の洗浄を図る。ただの水では解毒作用は期待出来ないが、やらないよりはマシだ。

（あとは仙シエン姑クーとしての生命力に賭かけるしかない……頼たのむから、死ぬな！）

　もう二度と小しよう倩せんの時のような、悲惨な死は見たくない。頭の中は、ただその想おもいだけでいっぱいだった。




　洞どう窟くつの中だから、どれだけの時間が経たったのかわからない。

　いい加減頭もぼんやりしてきたところで──朱貴の口から、言葉が発せられた。

「私……どう……なって……」

　まだ目の焦点は合っていないが、峠は越えたようだ。

　朱貴の上に乗っかりながら、安心した燕青は、急にガクンと力が抜けて、彼女の肩に顔を埋うずめた。

「よかった……ほんと、よかった……」

　胸の奥から安あん堵どのため息をつき、しばらく朱貴の体にしがみついたまま、動かなかった。

　いままでの朱貴なら、弱っていても文句のひとつは言うところだが──この時ばかりは苦笑して、小さな声で、ただ礼を言った。「ありがとう」と。

　それから身動きが取れるほどに回復するまで、さらに時間を要した。




　　　　　　　　　　※　※　※




　まだ梁りよう山ざん泊ぱく一帯は暗い。

　明け方近く、寅とらの刻。水すい塞さいの前に、林りん冲ちゆうは舟を出した。一緒に杜と遷せんと宋そう万まんも乗っている。敵が攻めてきてもすぐに対処出来るよう、待機しているのだ。

「なー、いくらなんでも早くね？　敵も、もっと明るくなってから動くだろ」

「古来より、攻こう撃げきに最も適している時間は、夜が明ける直前だと言われている。夜や襲しゆうに備えてひと晩中警戒していた緊きん張ちよう感かんから解放される瞬しゆん間かん、あるいは兵士達たちが眠りから覚める前──党とう世せい雄ゆうなら、その時間帯を突いてくる」

「そんな風に考えるかなあ……」

　単に、早朝の凍えそうなほど寒い時間に、湖の上に駆り出されて、杜遷は愚図っているだけだったが、暗がりの向こうに船影が見えた途端、目つきが変わった。

「来た！　正面の水路！　船せん隊たいだ！」

　奥に水路の幅いっぱいの大柄な母ぼ艦かんがあり、その手前に小型の舟が何艘そうも並んでいる。おそらくは偵察船や突とつ撃げき艇、高速艇の類。

　銅ど鑼らがジャーンジャーンと鳴り響ひびき始めた。

　島々の間の水路は複雑に入り組んでおり、並の者では迷うであろうところを、簡単に抜けてきた。さすがは党とう水軍だ。

「やはり骨が折れそうだな」

　林りん冲ちゆうは苦笑し、舟で牽けん引いんしてきたもう一艘の舟を切り離はなすと、そちらに移った。

「杜と遷せん、来てくれ。作戦はさっき話した通り。機械兵で湖の中を泳ぎ、敵船団の真下へと回って襲おそいかかるんだ。私と君とでの挟み撃うちだ」

「でも……そーまんは？」

　急に心配になったのか、杜遷は、残る宋そう万まんのことを気にし始めた。作戦通りに動くなら、宋万は水すい塞さいの前で待ち構え、東西の水路から来るであろう敵軍と単たん騎きで戦わなければいけない。

「私達たちがすぐに母艦を沈没させれば、戦況は変わる。案ずるな」

「そーまん一人だと……その……」

　なお逡しゆん巡じゆんしている杜遷に対し、宋万は近寄ると、相手の額を指でピンッと弾はじいた。

「痛っ！　そ、そーまん？」

「いつまでも杜遷に守ってもらうほど、私、弱くないから。ここは任せて」

　そうまで言われては、わがままを言い続けるわけにはいかない。杜遷は林冲とともにもう一艘の舟に乗った。

「燕えん青せい達は、まだ最深部に到達していないようだな」

　何も変化は起きていない。起死回生の最終兵器、山さん河が社しや稷しよく図ずの発動こそが鍵かぎとなる。もしも敵が上陸するまでに間に合わないか、あるいは燕青達が地下の途中で命を落としてしまえば、作戦は失敗となる。

　だが、いまは、彼らを信じて戦うしかない。

「さあ──開戦だ！」
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　島と島の間の水路はＳ字状に曲がっており、先が見えない構造になっている。党世せい雄ゆうのいる本隊は、ある程度まで進んだところで、やっと敵の水塞を確認出来た。

　偵察船から鉦かねを小刻みに叩たたく音が聞こえてきた。敵てき影えい発見、の報しらせである。

「銅鑼を鳴らせえ───い！」

　党世雄の号令で、船団全体に伝わるよう、大きな音で銅鑼が鳴り出した。水路中に音はこだまし、鼓こ舞ぶされた兵士達たちはオオオ！　と雄お叫たけびを上げる。

　やがて全員が唱和を始めた。

「我らは党とう軍！」

「絶対無敵の強兵なり！」

　ひたすら呪じゆ文もんのように合唱を繰くり返し、敵を威圧する。

「む！　現われたな！」

　母ぼ艦かんの先端に立つ党世せい雄ゆうは、正面から近付いてくる一艘そうの舟を確認した。

　上には、蛇だ矛ぼうを携えた一人の少女。

「来い、林りん冲ちゆう！　我が水軍の力を存分に味わえ！」

　その党世雄の言葉と同時に、林冲は、偵察船の上へと飛び移ってきた。兵士達は迎え撃うとうとするが、蛇矛で叩たたかれて、一人、また一人と湖の中に落ちていく。たった数秒で、偵察船の兵士は一掃されてしまった。

　林冲は、他ほかの船へと移動した。そうやって軽やかに跳び回り、着実に兵力を減らしていく。

「むうう──あの動き、まさか」

　時間稼かせぎとも取れる戦い方に、党世雄は強こわ張ばった表情を浮かべた。兵士達は倒されているが、命までは奪われていない。

「読めたぞ！　総員、水中へ目を向けよ！」

　党世雄の指示に従い、兵士達は甲板の縁から、水面を覗のぞき見た。

「アニキ！　水の中に、影かげが見えます！」

　兵士の伝令とともに「敵てき影えい接近」の鉦かねが鳴らされる。党世雄自身も確認したが、確かに、黒く大きな影が船の下に潜り込んできている。

「お前達！　何かに摑つかまれえい！」

　党世雄は大声で指示を出すと、腰の瓶びんを外し、中の水を湖面に垂らした。それから瓶を両手で挟んだまま、指で印を作り、呪語を唱える。

　母艦の周りの水面が、震ふるえ出す。そのうちに、ある一定の方向へと「流れ」が出来はじめ、船体を後方へと運び始めた。一度勢いがつけば、あとは早い。元いた位置から一隻分、船は高速で後退し──その直後、水中から巨大機械兵「摸も着ちやく天てん」が飛び出してきた。

「……!?」

　摸着天は狼ろう狽ばいし、出現したところで、動きを止めた。

　奇き襲しゆうは、空振りに終わった。大型船は急速には動けない。水中から突き上げるように攻撃を仕掛ければ、労せずして真っ二つに撃げき沈ちん出来る──そう踏ふんでいたのだろう。

　彼女は、党世雄の持つ宝パオ貝ペイ「瑠る璃り瓶へい」の力を、甘く見過ぎた。

「かかれ！　楊よう志し！」

「待ちくたびれました」

　帆柱の陰で待機していた楊よう志しは、ゆらりと姿を現わして、船首に進み出る。母ぼ艦かんの進路を塞ふさぐように立つ摸も着ちやく天てんを前にして、臆おくすることなく、刀の柄つかに手をかけた。

「来なさい。大きいだけでは何の役にも立たないこと、一ひと太刀たちで、教えてあげます」

「杜と遷せん！　ここは一旦退け！」

　楊志が現われたのを見て、林りん冲ちゆうが、叫んだ。

　だが、摸着天は止まらない。機械仕掛けの巨体の内部から、幼い声が拡声されて、水路に響ひびき渡った。

「いま叩たたきつぶしてやる！」

　グ、グ、グ……と摸着天は拳こぶしを振り上げる。巨体ゆえの緩かん慢まんな動き。だが、一発当たれば、確実に船を破は壊かい出来る威力はある。

「それは悪手というものです」

　冷たく、楊志は言い放つ。

　摸着天の巨大な拳が、風を巻き、島々を震ふるわせ、船を砕かんと圧力を伴って迫ってくる。

「閃セン──」

　涼やかに呟つぶやき、楊志は瞬しゆん時じに剣を抜き斬ざん撃げきを放つと、チン、と鞘さやに刀身を納めた。

　またたく間もない。摸着天の拳は、一瞬のうちに何回斬きられたのか、キンッと鋭い音の直後、網の目のごとく裂け目が走り、バラバラになって、湖の中へと落ちていく。ボチャンボチャンと水柱が上がる様子を、呆ぼう然ぜんと摸着天は見つめている。

　トンッ、と楊志は甲板を蹴けり、摸着天の腕の上に飛び乗った。絶ぜつ刀とうを抜き、構える。

「さようなら」

　乱らん舞ぶとともに、縦横無尽に斬撃が放たれる。巨大機械兵の体は細かく切り刻まれ、崩れ落ちていく。やがて露あらわになった内部から、小さな少女──杜遷が、悲鳴を上げて落下し始めた。

　その杜遷に向かって、容赦なく、楊志は斬撃を放った。

　が──落下する摸着天の残ざん骸がいの中を縫ぬうようにして、林冲が空中に飛び込んできた。あわや杜遷の体は真っ二つ、というところで、林冲は彼女を抱きかかえると、飛来した斬撃をかわしつつ、母艦の甲板に着地した。

　遅れて、楊志も甲板に戻ってきた。その背後では、摸着天の破片が湖の中へと落ちている。

「お久しぶりです。憶おぼえていますか？」

「忘れるものか、楊志」

　キッと、林冲は睨にらんだ。その周囲を兵士達たちが取り囲む。

「お前に恥はないのか。なぜ、国に味方する」

「あなたこそ反逆者に身を落とすとは。林家の名が泣いていますよ」

「黙だまれ。林の家は、代々国に忠誠を誓ってきた。それを、あの都の騒そう動どうで踏ふみにじられた。もう私は二度と国には戻らない。戻るものか」

「……まあ、問答はもういいでしょう。どうやら私達たちは意見が合わないようです」

　楊よう志しは前へと進み出た。鞘さやから刀を抜く。

「仙シエン姑クーは捕えるよう、高こう太尉から言われていますが──あなたを生け捕りにするのは不可能です。だから、死んでもらいます」

　上段に刀を構えると、林りん冲ちゆうを斬きり伏せるべく、ダンッと一歩踏ふみ込んだ。
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　水すい塞さいの前で待機していた宋そう万まんは、東西それぞれの水路から接近してくる船団の影かげを認めて、深呼吸を繰くり返した。

　恐れは、ある。自分一人で戦えるのかという恐れ。

　だが──やるしかない。

「雲うん裏り金こん剛ごうッ！」

　右腕を天に向かって突き上げ、その名を呼ぶ。

　宋万の体が光り輝かがやき、突風が巻き起こって、乗っていた舟は遠くへ吹き飛ばされた。

　何も無かった空間に巨大機械兵が現われ、着水する。水深は深いが、浮力のある雲裏金剛は沈むことなく湖に浮かんだ。そこへ、両脇わきから船団が迫っていく。

「さぁ、来い！」

　普段はおとなしい口調の彼女には似合わない、荒々しい言葉を吐き、宋万は東から来る船団と向かい合った。

　弓矢程度の攻こう撃げきでは雲裏金剛はビクともしない。だから、敵の攻撃を恐れる必要はない。

　操縦席の中から念を送る。宋万の全身の感覚は、雲裏金剛と直接繫つながっている。感じないのは痛覚のみ。だから、自分の体を動かすように、巨大機械兵を動かせる。

「えええええい！」

　雄お叫たけびを上げ、宋万は雲裏金剛の拳こぶしを振り上げさせた。

　船団の先頭に向かって、拳けん打だをお見み舞まいする。二隻の船が雲裏金剛の拳によって大破し、跳ね上がった水みず飛沫しぶきの中、湖の底へ向かって沈んでいった。

　さらに続いて来た船を一隻、パンチ一発であっさりと沈めてしまった。

（よし、いい調子！　このままなら、勝てる！）

　宋万はそう思っていた。

　──黒く細長い船が東西より一隻ずつ、高速で接近してくる。先端は鉄で補強されており、鋭するどく尖とがっている。

（突とつ撃げき艇……!?）

　気が付いた時には遅く、雲うん裏り金こん剛ごうの両脚に、突撃艇が突き刺さった。が、これぐらいでは破は壊かいには至らない。

　何を狙ねらっているのかと突撃艇を見下ろしていた宋そう万まんは、船を覆おおっていた幌ほろが外された瞬しゆん間かん、顔を強こわ張ばらせた。

　突撃艇の上には、爆ばく薬やくが積まれている。

「いけない──！」

　雲うん裏り金こん剛ごうの脚に突き刺さった突撃艇を引き剝はがそうと、慌てて動き始めたが、それよりも先に兵士達たちは爆薬に点火して、湖の中に飛び込んでいた。

　爆発が起きた。両脚が砕け散り、湖上に立っていられなくなった雲裏金剛は、仰あお向むけにひっくり返る。盛大に水柱が立った。

　敵は、巨大機械兵の弱点を見抜いていた。いくら仙シエン姑クーとはいえ、これだけのスケールの物体を召喚するのだ、巨体と引き換えに何かを切り捨てる必要がある。自然と、雲裏金剛や摸も着ちやく天てんは、質量が犠ぎ牲せいとなっていた。

　つまり、ある一定以上の威力を伴う攻撃に対しては、耐久力はほぼ皆無なのである。巨大機械兵は大きさとパワーだけが取り柄の、いわばハリボテのようなものだ。

（ここで追い討ちをかけられたら……）

　完全に無防備になっている雲裏金剛の胸部に、鉤かぎ爪づめの付いた縄なわが飛んできて、引っかかった。一体これは何かと思った瞬間、縄は収縮し、一人の武人が飛んできた。微笑を湛たたえた、甘いマスクの男だ。

「初めまして、宋万ちゃん。俺おれは討とう仙せん隊たいの劉りゆう夢む竜りゆう。そこにいるのかな？」

　雲裏金剛の胸部は特殊な構造になっており、内部からは足元まで含めて全方位の映像が見えるが、外からは中の様子が見えない。そのため、劉夢竜は何箇所か手でコンコンと胸部を叩たたき、確認してきた。

「恥ずかしがり屋さんか。仕方がないな……少々手荒だけど、我慢してくれよ」

　と、劉夢竜は肩に担いでいたものを外すと、雲裏金剛の胸の上に置いた。

（また爆薬!?）

　何を相手がしようとしているのかわかったが、対処のしようがない。再び爆発が起き、胸部に穴を開けられた。そして、宋万のいる操縦席がさらけ出された。

「見ーつけた」

　胸部の割れ目から顔を覗のぞかせた劉夢竜は、にっこりと笑った。
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　楊よう志しが刀を振り上げるのが見えた。

　その瞬間、林りん冲ちゆうは反射的に動き、蛇だ矛ぼうを振った。確信があったわけではない。ただ、人を斬きることができるのなら、逆にこちらの武器で防ぐことも出来るのではないか、と。

　読みは当たった。

　楊よう志しの放った、見えない斬ざん撃げきを、林りん冲ちゆうは蛇だ矛ぼうで弾はじき返した。

「防いだ!?」

　斬撃を放った楊志自身が驚おどろきの声を上げ、また他ほかの兵士達たちも攻撃の手を止めた。その隙に、林冲は杜と遷せんに声をかけた。

「杜遷。いまのうちに水すい塞さいへ退却するんだ」

「やだよ！　あたしも戦う！」

「なら聞くが、摸も着ちやく天てんをいま一度呼び出せるか？」

「……！」

　杜遷は黙だまり込んだ。その態度が、答えになっている。

「仙気をかなり消耗したはずだ。しばらくは何も出来ないだろう。いまの君は無力だ、とにかく逃げるしかない」

「でも、そうしたら、りんちゅーは一人で」

「平気だ。私のことは心配しなくていい。さあ、行くんだ」

　林冲に促され、杜遷は走り出した。その行く手を遮るように、二人の兵士は回り込もうとしたが、ドンッ！　と林冲が強く足あし踏ぶみをしたことで、気勢を削そがれたか、ぼんやりと立ち尽くしてしまった。
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　その隙すきに、杜と遷せんは船首から、湖の中へと飛び込んだ。これで戦いに専念出来る。

「遊びは終わりだ！」

　林りん冲ちゆうの怒号とともに、ビリッと空気が震ふるえた。よく訓練された党とう水軍の兵士達たちであっても、顔に怯おびえの色が走るほどの気迫。

　青い仙気が、ユラユラと陽かげ炎ろうのように立ち上っている。仙シエン姑クーの力を解放させた林冲は、ヒュッと姿を消した。

　兵士の一人が吹っ飛び、船から落ちた。

　何が起きたのかと周りの理解が追いつく前に、また林冲は瞬しゆん時じに移動し、蛇だ矛ぼうで別の兵士を叩たたき伏せた。甲板が割れ、兵士はめり込む。

　他の兵士達が襲おそいかかってくる。それに対して、軽やかに攻撃をすり抜けながら、円流の動きで舞まうように、時には蛇矛で、時には蹴けりで、次々と相手を無力化していく。

　甲板上に三〇人ほどいた兵士達は、あっという間に三分の一まで減っていた。

「俺おれも加勢するぞ！」

　党世せい雄ゆうは、兵士達が苦戦しているのを見て、瑠る璃り瓶へいを腰から外した。が、楊よう志しは手を上げて、大将自ら戦せん闘とうに加わるのを制止した。

「あなたには広く戦場を観察する務めがあります。ここは私に任せてください」

　抜き身の状態だった絶ぜつ刀とうを鞘さやにしまい、前へと進み出る。

　兵士達は後退した。察したのだ。ここから先の戦いは、普通の人間が混じっていいものではないと。

「お見事です。さすがは禁軍でも随一の武人と評された、豹ひよう子し頭とう林冲──」

　まだ話している途中だった楊志の頰ほおを、ジャッ、と鋭するどいものがかすめた。

　蛇矛の穂ほ先さきだ。宝パオ貝ペイの力で伸び、襲いかかってきたのだ。すぐに元の長さへと戻る。楊志の頰から、血が滲にじみ出てきた。

　楊志の瞳ひとみに、怒りが宿った。

「お喋しやべりとは随分と余裕があるじゃないか。御託はいいからかかってこい」

「調子に、乗らないでください！」

　キンッ！　と鋭い音が響ひびき、抜刀術による斬ざん撃げきが放たれる。林冲は素早く移動し、大きく回り込んだ。

「後ろだ！」

　党世雄の警告と同時に、楊志は振り返り、刀を振り上げた。蛇矛と激突し、火花が散る。そこから楊志は刀を返して、がら空きになっている林冲の脚へと斬きりかかってきたが、林冲は跳ちよう躍やくしてかわす。そして空中で体をひねり、蛇矛による横よこ薙なぎの一撃を放つ。咄とつ嗟さに楊志は刀を撥はね上げて防いだが、押し切られ、弾はじき飛ばされた。

「ぐっ──！」

　武の技術については林りん冲ちゆうと楊よう志しは同等のようだ。しかし、ここに来て、仙シエン姑クーとしての能力の差が出てきた。

　楊志の場合、言ってみれば、斬ざん撃げきの射程距きよ離りが伸びるだけだ。

　一方で、林冲は身体能力を向上させるもので、非常に単純ではあるが、こと戦せん闘とうにおいては他の追随を許さない凶悪な性能である。元々の戦闘技術に加えて、パワーもスピードも桁けた違ちがいとなれば、一体誰だれが林冲に敵かなうというのか。

「それでも……私は……楊家の末まつ裔えい……！」

　いまだ楊志は屈していない。もはや目で追うことも困難な林冲の怒ど濤とうの攻撃を前にして、互角に応戦している。

「なめるなァ！」

　ついに彼女は吼ほえた。

「閃センッ！」

　林冲の攻撃をかわしざまに、楊志はあらぬ方向へと斬撃を放った。だが、無意味に放ったのではない。斬撃が飛んでいった先には、帆柱がある。

　根本をズバッと切断された帆は、林冲に向かって倒れてきた。

「む!?」

　林冲は振り返り──ズシンッ──と、倒れてきた帆を片手で止めた。多少、甲板に足がめり込んだが、重量のある帆を受け止めても、当人はビクともしていない。

「そん……な……」

　愕がく然ぜんとする楊志の前で、林冲は支えている帆を、甲板に放ほうり捨てた。船が振動する。

「放てえええ！」

　党とう世せい雄ゆうの号令とともに、兵士達たちは一斉に矢を放ち始めた。が、林冲は蛇だ矛ぼうを竜巻の如ごとく回転させ、意に介することなく全すべての矢を叩たたき落としていく。

　まさに無双の力。

「これが……本気の……林冲……」

　楊志は引きつった表情で、一歩後退した。初めて、彼女が怯おびえを見せた瞬しゆん間かんだった。
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　宋そう万まんは身動きが取れず、ただ硬直している。雲うん裏り金こん剛ごうが使えなければ、彼女自身には全く戦闘力は無い。

「手荒な真似まねはしたくない。早く出ておいで」

　操縦席の中に、劉りゆう夢む竜りゆうは手を伸ばしてきた。

　どうすることも出来ず、宋そう万まんは服の袖そでを摑つかまれてしまった。

（ここまでなの……？）

　観念して、外へ出ようとした、その時だった。

　すぐ近くで大きな水柱が上がり、湖の中から、巨大機械兵が現われた。摸も着ちやく天てんだ。

「杜と遷せん!?」

　なぜこちらへ加勢に来たのかと目を丸くする。戦いに集中していた宋万は、杜遷が楊よう志しに敗れる瞬間を見ていない。だから、わざわざ自分を助けるために戻ってきたのかと思った。

　杜遷は一時的に水すい塞さいのほうまで後退してきたのだ。それが、たまたま宋万の窮きゆう地ちに駆けつけたような形になっただけである。

　だが、そんな彼女の奮闘を知らない宋万は、助けに来てもらった嬉うれしさと、持ち場を離はなれたことへの怒りが混じった涙目で、摸着天のことを睨にらみつけた。

「馬ば鹿か！　杜遷の馬鹿！　私のことなんて放ほうって、早く党とう世せい雄ゆうを──」

「そーまーん！　解除しろー！」

「え？」

　摸着天の胸部が開き、わざわざ身を危険に晒さらしながらも、杜遷は大声を張り上げた。

「うんりこんごーだよ！　一旦、引っ込めろー！」

「……あ」

　盲点だった。敵に翻ほん弄ろうされっぱなしで、すっかり頭の中はグチャグチャになっていたが、よく考えてみればおとなしく劉りゆう夢む竜りゆうに捕えられることもない。

　両手で印を組み、念を送る。それは、呼び出した巨大機械兵を、強制的に消し去る方法。

　水上で仰あお向むけになって倒れていた雲うん裏り金こん剛ごうは、突然光り輝かがやいたかと思うと、一いつ瞬しゆんにして姿を消した。宋万と劉夢竜は、空中に投げ出され、湖面に向かって落下していく。

「あはは、そう来たか！」

　楽しげに笑う劉夢竜は、縄なわ型の宝パオ貝ペイを飛ばして自分の船の帆に巻き付けると、縄が収縮する勢いを利用して、船へと戻っていく。

　一方で宋万は、摸着天が大きな手の平を差し込んできたので、その上に着地出来た。

「ありがとう……杜遷。私のこと、助けてくれて」

　摸着天の胸部の高さまで引き上げられた宋万は、杜遷と向かい合うと、シュンと肩を落としつつ礼を言った。守ってもらう立場に甘んじていたくない、と思いながら、結局は杜遷に守られている。

「気にすんなって。あたしは、敵に負けて逃げてきたんだぜ。ほんと、なさけないよ」

「そう……なの？」

「とりあえず摸着天を召喚するだけの余力はあったけど、もう、まずいかも」

　杜遷の額には脂汗が滲にじんでいる。摸着天の召喚時間は、あと数秒ももたないだろう。

　そこで、宋そう万まんは閃ひらめいた。

「杜と遷せん、私をあっちに向かって、思いきり投げて」

「は──!?」

　宋万が指差したのは、西側の敵船団がある方向。そんなところに向かって飛んでいけば、自ら死地に飛び込むようなものだ。

「大丈夫。私に考えがあるの」

　自分が何をしようとしているのか、宋万は説明する。それを聞いた杜遷は、「なる……！」と笑みを浮かべた。

「わかった！　やってみろよ、そーまん！」

　残る力を振り絞り、杜遷は摸も着ちやく天てんの腕をグググと動かし、投とう擲てきの姿勢を取った。そこから、躊ちゆう躇ちよせず、全力で、宋万の体をぶん投げた。それとともに摸着天の姿は光とともに消え、杜遷は湖へと落ちた。

　西側──牛ぎゆう邦ほう喜き率いる船団に向かって、宋万は弾丸のように飛んでいく。あまりの風圧で頭がクラクラするが、意識を失わぬように耐える。そして、船団の母ぼ艦かんへと接近したところで、両手で巨大機械兵を召喚する印を結んだ。

　眩まばゆい光とともに、空中に雲うん裏り金こん剛ごうが出現した。宋万が飛んでいた勢いそのままに、滑空し、敵母艦へと体当たりする。

　大砲の弾など比較にならない。二〇メートル級の巨体が高速でぶつかってきたのである。木造の母艦はひとたまりもなく、乗っていた牛邦喜や、兵士達たちごと、砕け散った。

　周りの船の兵士達は絶叫を上げ、弓矢で雲裏金剛を攻こう撃げきする。気が付けば船団の指揮艦が沈没してしまっている。あまりの急展開に、すっかり恐慌状態だ。

　宋万は容赦なく、兵士達を雲裏金剛の巨大な拳こぶしで叩たたき潰つぶしていく。敵の命を奪うことにためらいはない。自分を育ててくれた、杜遷の両親──もはや宋万にとっても本当の両親のようであった二人を、国に殺された。あの時から、普通の少女としての心は捨てている。

　東から、劉りゆう夢む竜りゆうの船団が迫ってくる。挟み撃うちになる前に、西の船団を全滅させないと──と思っているところへ、東の船団の母艦から、縄なわが飛んできた。

（これは、あの男の宝パオ貝ペイ!?）

　雲裏金剛の首に、鉤かぎ爪つめが引っかかる。いけない！　と思った時には、縄を頼たよりに劉夢竜が飛んできて、火のついた爆ばく薬やくを投げつけてきた。

　防ぐ間もなかった。頭部の近くで爆発が起き、雲裏金剛の顔面にポッカリと穴が開いた。幸い、飾りのようなものなので、支障はない。が、その隙すきに、劉夢竜は雲裏金剛の肩へと乗ってきた。

「さすがに兵士達をここまで殺されたら、女の子扱いは出来ないなあ」

　冷たい声を放ち、剣を抜く。劉夢竜は笑みを湛たたえているが、目は笑っていなかった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　毒龍りゆう戦後、消耗した仙気を回復しながら、燕えん青せいと朱しゆ貴きは地下を進んでいき、ついに最深部へと辿たどり着いた。幸い、毒龍に匹敵する存在はいなかったので、時間はかかったが、さほど苦労することはなかった。

　最後の梯子はしごを下りてから、山さん河が社しや稷しよく図ずのある場所を目指して、地下道を歩いていく。

　後ろからついてくる朱貴はおもむろに、

「ねえ」

　と声をかけてきた。

「さっき毒龍の毒にやられた私のこと、助けてくれたじゃない」

「うん」

「あの時、さ……燕青、何したの？」

「は？　普通に応急処置を──」

　振り返った燕青は、次の言葉が出せなくなった。

　朱貴が、顔を真っ赤かにして、涙を滲にじませている。怒っているのか、肩が震ふるえている。

「唇」

　その彼女のひと言で、燕青は全すべてを察した。

「いや、あれは、仕方がないだろ！　毒を中和するのに、水を飲ませる器もなかったし、奥まで流し込まないとだったから！」

「女の子の、唇、奪っておいて、なによその態度！」

「お前こそなんだよ！　俺おれがどれだけ心配して、助けようと思って、頑張ったか──」

「礼ならもう言ったわよ！　だから、次は文句を言ってるんじゃない！」

「普通そう来るか!?　性格歪ゆがんでんだろ！」

「わかってるよ！　自分だって『あたし。やな奴やつだ』って、自分のことがいやんなってるんだから！　それでも、さあ──！」

　かなり頭の中が混乱しているようだ。ついにはポロポロと涙をこぼしはじめた。本当に言いたいことは別にあるのだと、その態度から、燕青は理解することが出来た。単に、朱貴は、上手に表現出来ていないのだろう。

「そういうのって、結婚してから、って決めてたんだから！　責任取ってよね！」

「責任、取る……!?」

　燕青は絶句しそうになった。

「冷静になれよ。いいのか？　いまの流れだと、責任取るっていうのは、俺とお前が……」

「へ？」

　まったく自分の発言の意味を理解していなかったらしい。燕えん青せいに指摘されて、初めて朱しゆ貴きはあれこれ考え始めたようで、やがてこれまで以上に顔をボッと真っ赤かにさせ、慌てて頭と両手を振り始めた。

「ちがうちがうちがうちがうちがうちがうちがうちがうちがうちがう、結婚ちがーう！」

「だよな、さすがに」

　ホッとしつつ、燕青は苦笑した。

「まー、でも安心したぜ」

「何が？」

「お前にもまだ結婚願望はあるんだって」

「私、もうその年とし頃ごろなんですけど」

「そういう意味じゃなくて、普通の感覚がある、ってこと。林りん冲ちゆうとか見てると、どこかあいつは……小しよう倩せんが死んだ時から、何もかも諦あきらめてるような……そんな気配があるから」

「あんただって、その小倩って子のこと、大事だったんでしょ」

「うん。だから一度は死んでもいいって思ってた。けど、処刑される前日に王おう倫りんに助けられた時、不思議なんだけど、『まだ死ねない』って気持ちが湧わいてきた──」

　この先に夢や希望があるわけではない。しかし人生を諦めるつもりもない。その活力がどこから出てくるのか、自分でも不思議なくらいだ。

「私も、燕青も、家族を奪われてないからかな」

「俺おれは小倩を殺された」

「そうは言っても、好きな女の子、でしょ。家族ではないもの。林冲は妹、杜と遷せんは両親、宋そう万まんも同じようなもの……きっと、私だって妹を失ったら、普通の生き方を捨てると思う」

「記き憶おくが無いからピンと来ないけど、そんなに、家族って大事なのか？」

「みんながみんな、仲のいい家族とは限らないけど、やっぱり一緒に生きている人達たちよ。ある日いきなり、他人にその当たり前の日常を奪われたら、どこかで狂いは出てくる」

「ふうん……」

「ほら、無駄話はやめて、先へ行くよ」

　道の先には扉があった。木とも、鉄とも異なる、見たこともない材質で出来ている。取っ手もない。どうやって開けるのかと燕青が困っていると、「どいて」と朱貴が押しのけて、扉の真ん中に刻まれた円形模様のところに手を当てた。

　ブン……と音を立て、扉一面に、青い光が駆け巡る。真ん中から縦に割れ、扉は開いた。

「なんだよ、ここ──？」

　だだっ広い部屋に出た。壁かべや天井、床に至るまで、線や円を基本とした模様が描かれている。石造りのようだが、表面に凹凸が無く、普通の石材とはまるで異なる。

「宝パオ貝ペイを作った技術が活いかされているようね。おそらく、古代の人間が作ったものよ」

　朱しゆ貴きは部屋の真ん中を指差した。

　腰ほどの高さの石柱がある。上部には丸い宝玉が埋め込まれており、柱の側面には解読不能な文字が刻まれている。

「あれが山さん河が社しや稷しよく図ずの一部──仙気を注入するための装置」

　燕えん青せいは息を吞のみ、装置へと近寄った。宝玉の下部は青く輝かがやいている。王おう倫りんが注ぎ込んだという仙気なのだろう。

　心臓の鼓動が速くなる。考えている時間は無い。それでもためらってしまう。自分がこれから発動しようとしているものは、普通の宝パオ貝ペイとは違う。何が起きるのか、想像もつかない。それが恐ろしい。

「……やめる？」

　意外な言葉を、朱貴は投げかけてきた。

「私は別に強制しない。決めるのはあんただもの」

「俺おれ──は──」

　目を閉じて、外へと思いを巡らせる。もう戦せん闘とうは始まっているのだろうか。楊よう志しや党とう水軍を相手に、林りん冲ちゆう達たちはどこまで渡り合えているのか。すでに全滅してしまったか。

　先ほどの朱貴との会話が、頭の中で再生される。燕青にとっての、家族。それは林冲や、王倫である。血の繫つながりはなくとも、ここまで運命を共にしてきた。彼女達を失えば、自分の中の大事なものが壊こわれてしまう。そんな気がした。

「──悪い。迷うのは、無しだな」

　太たい陰いん剣けんを抜き、刃を首に押し当てた。一気に剣を引き、頸けい動どう脈みやくを切り裂く。血が噴ふき出し、傷口がカッと熱を帯びる。が、すぐに全身を青い仙気が包み込み、首の傷は瞬しゆん時じに治った。

　力が溢あふれる。胸元の時計型宝貝を見ると、光の針が現われ、時を刻み始めている。燕青の肉体は、仙シエン人レン状態に突入した。

「行くぞ！」

　宝玉に手を乗せた。

　仙気が注がれてゆき、宝玉の中を満たしていく。隙すき間ま無く満ちたところで、装置までもが青く輝かがやき始めた。

　途端に、部屋の模様に沿って青い光が走り始めた。ブウン……と振動音が聞こえ、天井を、壁かべを、光が走ってゆく。




　地上では──

　部屋に設置された操そう作さ盤ばんの前で、王倫は小さく喜びの声を上げた。操作盤が青く光り始めたのだ。

「ついに……この時が……！」

　興奮で頰ほおを紅潮させ、彼女は操そう作さ盤ばんに手を触れた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　湖面に波が立ち始めた。

　地じ響ひびきが聞こえる。激突を繰くり返していた林りん冲ちゆうと楊よう志しは、互いに攻こう撃げきの手を止めた。素早く周囲に目を走らせ、何が起きているのかを知ろうとする。

「し、島が、動いています！」

　見張りの兵士が悲鳴に近い大声を上げた。

　島々が、ゆっくりと間隔を狭めてきている。このままでは水路にいる者達たちは、船ごと押し潰つぶされてしまう。

「進め！　全速で！　水路を出るぞ！」

　党とう世せい雄ゆうの号令とともに、船団は前進し始めた。林冲の襲しゆう撃げきを受けて、乗り手不在となっている小型船を蹴け散ちらしながら、母ぼ艦かんは急ぎ進んでゆく。しかし、間に合いそうにない。

「王おう倫りんの馬ば鹿か！　私まで殺す気か！」

　林冲は怒号し、甲板から、島に向かって蛇だ矛ぼうの穂ほ先さきを伸ばした。木の幹に先端を突き刺すと、元の長さへと戻す勢いを利用して、逆に自分の体を島へと引き寄せる。島へと渡った林冲は、急いで頂上を目指して駆け上がった。

　水路に兵士達の阿あ鼻び叫喚がこだまする。なす術すべも無く圧死するしかない状況では、さすがの党水軍の猛も者さ達も落ち着いてはいられないようだ。

「こんな、島ごとき──！」

　楊志は刀を振り回し、島を切り刻む。だが、焼け石に水程度の効果しかない。せいぜい木々が切れて、落ちるだけだ。

　その周囲では、兵士達が駆け回り、生き延びる方法を模索している。

「もう駄目だあ！」

「諦あきらめんな！　生きて帰るぞ！」

「でも無理だ！　船の脱出は、間に合わない！」

「うおおおお、アニキ！　どうすればいいんすかああ!?」

　島そのものを動かすという常軌を逸した攻こう撃げきの前に、党水軍の統制は崩ほう壊かい寸前まで追い込まれている。

「党隊長！　手はないのですか!?」

　この修しゆ羅ら場ばで、なぜか腕組みして考え込んでいる党世雄に対して、楊志は怒鳴った。彼女だけなら、林冲と同じように生き延びることは出来る。だけど、兵士達を見殺しにするわけにはいかない。

　党とう世せい雄ゆうはカッと目を見開いた。

「すまん──この戦は負けだ！」

「何を言っているのですか！　まだ諦あきらめないでください！」

「落ち着けい！　俺おれは『負け』とは言った！　だが全滅するのは本意ではない！」

「え……？　それは、どういう……」

「指揮を執る人間がいなくなるのだ！　負けは確定だろうがッ！」

　そうしている間にも、あと少しで船に触れるというところまで、島は迫ってきた。

「代わりに高こう太尉に謝ってくれ！　『党は任務に失敗した』と！」

　党世雄は、瑠る璃り瓶へいから水を垂らし、湖面に落とした。

「うおおおおおおお！」

　印を結んでから気合いを発し、念を送る。瑠璃瓶の効果は水路全体に及んだ。島と島の間を、激流にも等しい水の流れが起きる。その勢いに押されて、船団は一気に高速で動き始める。風がビュンビュンと吹き抜けていく。兵士達たちは振り落とされないように、船にしがみついた。

「まさか……党隊長!?」

　楊よう志しは、党世雄の言葉の意味が、ようやくわかった。

　瑠璃瓶の水が混じった液体は、一定時間、自在に動かすことが出来るが、限界もある。より長く、より広こう範はん囲いの液体を操作するには、それに比例した仙気を消耗しなければいけない。

　その限界を超えるということは、仙気を──生命力を、削るということ。

　つまり党世雄は、全員を救うために、己の命を捨てたのだ。

　ゴボッ、と血を吐いても、水の流れを止めようとしない。覚悟を決めた目で、全身を痙けい攣れんさせながらも、目的を果たすまでは死んでたまるかと、力を絞り出し続ける。

　狭まる島と島の間を、全船が高速で駆け抜けてゆく。気が付けば、船団は危地を脱していた。直後、後方で、水路は閉ざされた。残っていた無人の船がバキバキと砕ける。兵士達は生き延びたことに歓かん喜きの声を上げる。

　その中で、楊志だけは、顔をクシャクシャに歪ゆがめていた。

「どうして、こんなことを──！」

　甲板に倒れている党世雄へと近寄り、助け起こす。

「ふ……ふはは……俺は……救って……みせた……ぞ……」

　生き残った兵士達を満足げに見届けた後、党世雄は笑顔のまま、目を閉じた。

　楊志は脈を取ったが、もう反応はない。命尽きてしまったのだ。

「ア、アニキ……!?」

「うそだろ……俺達を、救うために……」

　浮かれていた兵士達も、やっと何が起きたのかを知り、呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、静まり返った。

「これで終わりにしよう」

　最悪なことに、ダンッ！　と甲板に林りん冲ちゆうが飛び乗ってきた。党とう世せい雄ゆうの死で、すっかり士気を失っている兵士達たちは、悲鳴を上げた。

　が、楊よう志しだけは心折れていなかった。

「いいえ、終わりにはさせません」

　林冲に向かって刀を突きつける。怯おびえていた兵士達も、いまだ抵抗する楊志の姿を見て覚悟を決めたか、「やってやる！」「アニキの仇かたきだ！」と口々に叫んで、武器を構え始めた。

「おとなしく投降しろ。兵士達の命を守るためにも」

「馬ば鹿かにしないで。私達は死など恐れません」

「では、力尽くで、負けを認めさせよう」

　林冲は蛇だ矛ぼうを構えた。




　この時、誰だれもが誤認していた。

　異変はこれで終わりだ、と。




「お、おい!?　あれ、なんだよ!?」

　兵士の一人が、空を指差した。

　天を黒雲が覆おおい始めている。ゴロゴロ……と雷の音も聞こえてきた。いままで予兆すらなかった、急激な天候の変化。だが、驚おどろくところは、そこではない。

　雲の中に、渦が現われた。中心に開いた穴の中で雷光が弾はじけている。ただならぬ雰囲気に、林冲や楊志までもが、空の一点を見つめてしまう。

　やがて、渦の奥から、それらは現われた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　山さん河が社しや稷しよく図ずの発動後、奇妙なことに、地下空間にあれだけ跋ばつ扈こしていた化け物達は、一体残らず姿を消してしまった。

　特に不思議だったのは、毒龍りゆうの死体まで消えたことである。

「何か……変よ」

　地上を目指している途中、朱しゆ貴きは険しい表情で呟つぶやいた。

　燕えん青せいも同感だった。

　よく考えてみれば、そもそも、あの化け物達はどこからやって来たのか。山河社稷図を守るための罠わなが発動したのだと、ずっと思い込んでいた。しかしあれだけの規模の化け物群を召喚するのは、それこそ山河社稷図レベルの宝パオ貝ペイを誰だれかが動かさなければ、不可能だと思われる。

　第二階層まで戻ってきたところで、燕青はガクンと膝ひざを折った。

　体調が優れない。仙シエン人レン化の制限時間がそろそろ近付いているようだ。初めてその力を発動させた時と比べれば、発動のために負った傷の深さや、慣れの違いもあるためか、まだ問題なく動くことは出来る。ただ、気分の悪さだけは感じている。

「ちょっと、大丈夫？　少し休む？」

「いや、早く地上へ戻ろう。まずいことになっている気がする」

「まずいこと？」

「これは俺おれの予想だけど、あの化け物達たちはたぶん、山さん河が社しや稷しよく図ずの力で呼び出されたんだ」

「え……？　だけど、発動は不完全で……」

「そう、不完全だった。まさか仙人の力が二人分も必要なんて、発動させた王おう倫りん本人もわかってなかった。だから制御しきれず、化け物が現われるままに、この地下空間を放ほうっておくしかなかった。仙人の力を持つ人間をもう一人見つけて、完全に操作出来る時まで──」

「待って!?　山河社稷図って、地形を変化させる宝パオ貝ペイじゃないの!?　どうしてそれが、化け物を呼び出す力なんて持ってるわけ!?」

「王倫も知らない隠された機能か、王倫が誤って認識していたか、あるいは……」

　最後の考えを述べるのは、抵抗があった。しかし直感が告げていた。これこそが一番の答えであると。




「俺達は──王倫に、騙だまされていたんだ」




　地上へと出た燕えん青せいと朱しゆ貴きは、頭上から聞こえてきた咆ほう哮こうに、身をすくめた。

「え……あ……？」

　天を仰いだ朱貴は、顔を凍りつかせた。

　暗雲の中に渦巻きが出来ている。その中心から、雷光とともに、伝説の獣けものが姿を現わした。

　長い髭ひげ、鱗うろこの付いた蛇体、鋭するどい爪つめ。その巨体はちょっとした小山なら巻き付けるほどであり、瞳ひとみだけでも人間一人分の大きさは有している。

　この中華の地に古いにしえより伝わる、神にも等しい聖せい獣じゆう──龍りゆう、である。

　それが、一頭だけではない。二頭、三頭……ついには一〇頭も、渦の奥から飛び出してきた。雨風を司つかさどる神、という伝説の通り、強風が吹き始め、大粒の雨がポツポツと降り始めてきた。

「燕青！　教えてよ！　どうしてあんなのが現われるの!?　ねえ、なんなの!?」

　朱貴は、燕青の胸倉を摑つかみ、ユサユサと揺すって聞いてくる。だが、燕青だって混乱しているのだ。すぐには答えられない。

「私達、一体何を発動させちゃったのよ!?」




　　　　　　　　　　※　※　※




　空中を飛んでいた龍りゆう達たちは、湖上へと目を向けた。

　一頭が急降下してきた。母ぼ艦かんと並んで浮かんでいる護衛船目がけて突とつ撃げきしてくる。甲板上の兵士達は絶叫を上げた。

「やめて！」

　楊よう志しは怒鳴り、斬ざん撃げきを放ったが、高速で飛ぶ龍には当たらなかった。

　轟ごう音おんが響ひびいた。龍は、その身でもって船体を貫いた。真っ二つになった護衛船は中心から湖の中へと沈んでゆく。

　新たに二頭の龍が飛来してきた。そして、沈んでいく船にしがみついている兵士達を、容赦なく貪むさぼり食う。悲鳴が湖の上にこだまする。林りん冲ちゆうは蛇だ矛ぼうを伸ばし、楊志もまた斬撃を放ったが、攻撃が届く前に二頭の龍は空へと上っていってしまった。

「まさか──これが、山さん河が社しや稷しよく図ずの、本当の力!?」

　林冲は戸惑っている。

「私達に噓うそをついていたのか……王おう倫りん？」

　他ほかの可能性も考えてみた。だが、状況から考えて、この地獄絵図を引き起こした張本人は、王倫以外考えられない。

　また一頭の龍が飛来した。今度は狙ねらいを林冲に定め、ゴオウ！　と吼ほえ、横一直線に飛んでくる。

「くっ！」

　体をさばいて龍の突進を避よけ、身を翻ひるがえして、蛇矛による渾こん身しんの一いち撃げきを叩たたき込む。ガインッ、と鈍い音がした。近くにいた楊志は斬きりかかったが、龍はすぐに天へと戻っていった。

「あの龍は、あなたの仲間が呼んだのでは、ないのですか？」

　楊志は困惑の眼まな差ざしを向けてきた。龍が林冲にまで襲おそいかかってきたのを、不思議に感じているようだ。

「王倫の仕業だと思う。だが、私達は、何も聞かされていない」

「なぜ!?　彼女は、あなた達を迎え入れたのではないですか！」

「知るか！　だが、私がいるにもかかわらず、島で圧殺しようとした時から、おかしなものを感じていた！　王倫は私達のことなんて眼中にない！　あの女が望んでいたのは──」

　天空を飛び回る龍の群れを指さし、林冲は怒鳴った。

「──きっと、この混こん沌とんを招くことだったんだ！」




　　　　　　　　　　※　※　※




「世界は変わる。正しい世界に」

　幼子のように無邪気に笑いながら、王おう倫りんは両腕を広げて、クルクルと回る。

「パパ、ママ。見てて。私がみんなに教えてあげるわ。この世界の本当の姿を」

　かつての優しい面おも影かげはどこにもない。輝かがやく瞳ひとみには、ともすれば狂気が宿っている。さらに山さん河が社しや稷しよく図ずを操作しようと、可愛かわいらしくハミングしながら、操そう作さ盤ばんに手を伸ばした。

「それに触るな！　触ったら、斬る！」

　間かん一いつ髪ぱつで、部屋に燕えん青せいが飛び込んできた。朱しゆ貴きも後に続く。

　ゆらり……と首を傾け、王倫は燕青達たちへと顔を向けた。

「いらっしゃい、二人とも。発動してくれてありがとう」

「ふざけんな！　何が『地形を変化させる宝パオ貝ペイ』だよ！」

「あら、噓うそは言ってないわ。現に、湖の島々をちょっと動かしてみたわ。思ったより簡単で、おかしくなっちゃった」

「噓だろ！　本当の効能は、そんな生易しいもんじゃない！」

「ふふ、いいわ。二人のおかげで夢が叶かなうんだもの。特別に教えてあげる。燕青の言う通り、山河社稷図は地形の変化が全てではない。もっと素敵な力を持ってるの」

「あんな化け物を召喚して、どこが素敵な力よ！　ふざけんな！」

　朱貴は怒鳴ったが、王倫は笑みを絶やさずにいる。

「素敵よ。多くの人々が夢見ることを、山河社稷図は実現してくれるのだから。あなた達は一度も望んだことないの？　伝説が本当のことだったら、どんなに楽しいだろう、って。退屈な世界が、とても面おも白しろい世界に変わってくれるんじゃないか、って」

「まさか……それって……噓でしょ」

「気が付いてくれたみたいね、朱貴。そうよ、山河社稷図の本当の効能は──」

　王倫の口元が、禍まが々まがしく歪ゆがんだ。

「──『世界を書き換えること』よ」







[image: 第五章　天上に馳せた夢]







　これは、遠く西の果てにある異国で起きた、とある悲劇──




　少女ヴァレリーは、寝る前に両親が話してくれる、古の物語が大好きだった。

　遠い昔にこの地に移り住んできた先祖から、故郷を忘れないようにと子孫へ、そしてまたその子孫へと語り継がれてきた、神々の伝説。

「この世界はいつか滅びる」

　父は、ベッドの中で優しくヴァレリーの頭を撫なでながら、終末の物語をよく話してくれた。

「人が死の運命から逃れられないように、世界もまた終わりを迎える日が来る」

「どうしても……終わっちゃうの？」

「〝黒き巨人により世界は焼き尽くされ、九つの世界は水中に没する〟。それが世界の最後だ」

「私、やだよ。いつまでも、ずっと、続いたっていいじゃない」

「形あるものは必ず終わりを迎える。だからこそ喜びがある」

「私にはよくわからない」

「大人になれば、わかるようになるさ」

　一三歳のヴァレリーには、父の言葉が理解出来なかった。

　世界は愛いとしい。白く輝かがやく大おお海うな原ばらや、透き通るような青空、涼しくて心地ここち良いそよ風。全すべてが少女にとっては大切なもので、いつか滅びてしまうなんて、そんなことは信じたくなかった。

　だけど父は、頑かたくなに伝説は本当のことだと語っていた。

　この世が生まれた時から、滅びの運命は定まっている、と。

（そんなの、いやだ）

　滅ぶ、ということ自体が少女は嫌いだった。世界だけではない。自分も、父や母も、永遠に生きられるのであればそれが一番幸せではないか、と考えていた。




　そして──ヴァレリーの家に、「終わり」は突然訪れた。




　五歳の弟と一緒に部屋で遊んでいたヴァレリーは、家の外で、父が誰だれかと言い争っているのが聞こえた。何が起きているのかと窓の外をこっそり覗のぞくと、武装した男達たちが、父を取り囲んで何か罵ののしっているところだった。

　突然、男達の一人が剣を振り下ろし、父の頭を砕き潰つぶした。

　悲鳴を上げたヴァレリーを、いつの間にか後ろに回り込んでいた母が引っ張った。考えている余裕などない。弟と一緒に床下へと押し込まれ、すぐに床板は閉じられた。

　直後、外にいた男達が、家の中に入ってきた。床下には隙すき間まから光が漏れ落ちてきているが、ほとんど何も見えないので、音を聞くことしか出来ない。

「邪教崇拝の異端者どもめ！」

　興奮しているのか、男の一人が鼻息荒く罵ば声せいを浴びせてきた。

「世界が終わるだと!?　神は永遠の存在ではない!?　この狂人が！」

「あの人は間違ったことは話しておりません。我らの伝承は正しいものです」

「ちっ、生意気な女だ！　いいだろう、その体で思い知らせてやる！」

　何人もの男達たちが駆ける音。母の悲鳴。床の上で複数の人間が暴れ回り、床下に埃ほこりがパラパラと落ちてくる。泣き叫びそうな弟の口を押さえ、ヴァレリーもまた必死で声を出すのを耐えていた。母の、獣けもののような絶叫が響ひびき渡る。男達の下卑た笑い声が聞こえる。

　地獄のような時間が過ぎ──突然、ドスッ！　と床下に剣先が飛び出してきた。ヴァレリーは悲鳴を上げそうになった。血が垂れてくる。やがて、それが母のものであると理解した。

「ははははは、クズがっ！　我ら教会に逆らうから、こうなるのだ！」

　ヴァレリーの胸に、恐怖が湧わいてきた。次は自分達の番だ。

「たしか、まだガキがいたはずだ。隠れているかもしれない。やれ」

　男の命令で、他ほかの男達が一斉に、剣を床に突き刺してきた。そして、弟の体が、剣で貫かれた。弟は悲鳴を上げる間もなく、一いち撃げきで息絶えた。

「手て応ごたえありました！」

　誰だれかが報告を上げ、続いて床板が剝はがされた。ヴァレリーは弟の死を嘆くよりも先に、自分の命を優先させ、急いで床下を奥へ奥へと進み、暗い隅っこのほうへと身を潜めた。弟の亡なき骸がらが、上へと引き上げられるのが見えた。身を丸め、なるべく目立たないように縮こまる。

「……他には誰もいません！」

　床下を覗のぞき込んだのであろう誰かが、また上へと顔を上げ、報告している声が聞こえた。

「小娘がいたはずだが、逃げたか、まだ隠れているのか。まあいい、全部燃やせば済む話だ」

　男達は引き上げていった。やがて外からパチパチと何かが燃える音が聞こえ出し、家の中に煙が充満し始めた。火を放たれたのだ。

　ヴァレリーは迷った。いま飛び出すべきか、それとも男達が完全にいなくなるのを待つか。

　結局、焼け死んでしまうかもしれない、という恐怖には勝てず、床の上へと飛び出た。だが時すでに遅く、家中に火は回っていた。

　心臓の鼓動が速くなる。母や弟の遺体が転がっている。父の死の光景を思い出す。次は自分が闇やみに包まれるのかと思うと、頭がどうにかなりそうで、呼吸も満足に出来ない。

　煙をうっかり吸ってしまった。咳せきき込み、その場で膝ひざをつく。

　胸の前で拳こぶしを握り締しめ、一心不乱に救いを求めた。

「お願い……誰か、助けて！」

　その時、昔、父から教わった不思議な話を思い出した。

『この世界は幻のようなものだ。本物は、まばたきをする裏側にこそある』

『まばたきの、裏……？』

『目を閉じると暗くら闇やみが訪れる。その瞬しゆん間かんに神は現われる』

『ほんと!?』

　当時、父の言葉に興奮した幼いヴァレリーは、何度もまばたきをして試してみた。だが、何も見えなくなるだけで、変化は無い。父は自分をからかったのかと、頰ほおを膨ふくらませた。

『パパのうそつき』

『噓うそはついていないぞ。お前は幼いから、まだわからないだけだ。俺おれは知っている。この世界はひとつではない。まばたきをした一瞬の暗闇の向こうに、無限の世界が広がっている』

　焼け死ぬかもしれないという恐怖の中、なぜかその思い出ばかりが頭の中を駆け巡った。そして、思い切って、目を閉じてみた。

（神様──助けて！）

　一心不乱に祈りを捧げる。

　その時、家の壁かべが外から破は壊かいされた。何が起きたのかと仰天して、目を開けると、金色に輝かがやく髪かみを宙に舞まわせ、甲かつ冑ちゆうを着た女戦士が、家の中に飛び込んでくるのが見えた。

「あなたは……!?」

　女戦士の姿は、伝説の戦乙女のものだった。

「世界に、救いなどない」

　開口一番、女戦士は唐突なことを言い出した。

「救われたいのであれば、変えるしかない」

「世界を、変える……？」

「お前は変えたいか」

　何を聞かれているのか、正直、ヴァレリーは理解出来ていなかった。

　だけど、言葉の響ひびきに惹ひかれた。父も母も、弟もいなくなった、絶望だけのこの世界。そんな世界を変えられるというのであれば、たとえ目の前の女戦士が邪神であろうと、喜んで従うつもりだった。

　無言でヴァレリーは女戦士に歩み寄った。それが意志の表れだった。

「ならば──来るが良い」

　女戦士の背中から、光の翼つばさが生えた。




　そこから先の記き憶おくを、少しばかり、ヴァレリーは失っている。




　気が付けば、住んでいた地から半日ほど離はなれた場所にある、小さな村にいた。行き倒れているところを、親切な人が助けてくれたのだ。

　何日かその村に滞在して、気力と体力を取り戻したヴァレリーは、教会の力が及ばない土地を求めて、海の向こうにある島国へと渡った。

　縁があって、その島国の研究機関に拾われた彼女は、まずは生きていくために、寝る間も惜しんで勉強に打ち込んだ。機関は、「魔ま術じゆつ」と呼ばれるものを研究対象としており、古代の超兵器の発掘も行っている、十字架の教団と対立する集団だった。しかし、役に立たない者は容赦なく切り捨てる、徹てつ底ていした冷酷さも持っていた。

　ある日、機関の幹部が、密ひそかに情報を流してくれた。

『大陸の東方に、宋そうという国がある。そこの皇帝に代々仕える巫女みこは、運命を読み取る力を持っているらしい』

　その話に興味を引かれたヴァレリーは、機関より許可をもらい、宋に入国した。

　異国の研究者として丁重に迎え入れられ、さっそく宝パオ貝ペイ発掘などで功績を上げ、皇帝より研究所を与えてもらうほどに出世した。

　だが、肝心の目的は果たせずにいた。天命の巫女の秘密に迫りたいと考えていたのだが、宮城の奥に籠こもっている彼女とは接点を持つことすら困難であった。

　このまま何も成果を挙げられずに終わるのか──ヴァレリーは悶もん々もんとした日々を過ごしていたが、ある時ふと読んだ資料の一文に、目が釘くぎ付づけになった。

　宝貝、山さん河が社しや稷しよく図ず。その効能は、「使用者が想像したままに世界を作り替える」もの。

　興奮が止まらなかった。過去の調査で、梁りよう山ざん泊ぱくの水すい塞さい跡に、山河社稷図があることは知っていた。自身はまだ見ぬその大型宝貝を、早く動かしてみたいと思っていた。

　ひとつ問題があった。ヴァレリーは都から出られない。異国の人間でありながら、宋国の秘密を深いところまで知り尽くしているだけに、一歩でも都の外へ踏ふみ出せば、たちまち討伐隊が送り込まれることは確実であった。

　なかなか踏ん切りがつかなかった。

　そこへ、林りん冲ちゆうの暴走事件が起こった。弟のように可愛かわいがっていた燕えん青せいが投獄され、明日には処刑されると聞いた時、ヴァレリーは覚悟を決めた。

　こうして──宋国において、「王おう倫りん」という名を授かった彼女は──自らの望みを果たすため、梁山泊の水塞に立て籠もったのである。




　　　　　　　　　　※　※　※




　林冲は、楊よう志しと協力態勢を取るため、自然と背中合わせになった。まだ王倫が敵と決まったわけではないが、少なくとも龍りゆうの群れは誰だれであろうと関係なく襲おそいかかってくる。いまは共きよう闘とうする必要があった。

「あなたの蛇だ矛ぼうはどこまで伸ばせるのですか、林冲」

「仙気が尽きるまで。お前の能力は？　射程はどれほどだ」

「同じく、仙気の残量次第です」

「うむ……圧倒的に不利、だな」

　遙はるか上空を、一〇頭の龍りゆうが円を描くように飛び回っている。攻こう撃げきの機会を窺うかがっているのか、物珍しさから観察しているだけなのか。なかなか襲おそいかかってこない。

　雨足が強くなってきた。甲板がしっとりと湿ってくる。

　兵士達たちも観念したか、逃げようとはせず、弓矢や剣を構えた。それしか選択肢はない。身動きの取りにくい水の中に飛び込めば、格好の的となってしまう。

　かといって、船の上も、逃げ場などないが。

「りんちゅー！　大丈夫かー！」

　舟を漕こいで、杜と遷せんが母ぼ艦かんに近付いてきた。同じ舟には宋そう万まんも乗っているが、戦いの疲労が出たか、グッタリした様子だ。

　兵士達に助けられて、杜遷と宋万は母艦に引き上げられた。ふうう、と大きく息をつき、二人の少女は甲板にへたり込む。

「杜遷!?　生きていたのか！」

「あたりまえだろ！　あんなんで死んでたまるかよ！　──つっても、仙気を使い果たして、まだ何もできないや。悪いけど、少し休ませて」

「水すい塞さいに戻れば良かったのに、なぜこっちへ来た」

「だって、ほっとくわけにもいかねーだろ」

「この状況だ。悪いが、私は君達を守っていられる自信が無い」

「へーきへーき。自分の身は自分でなんとかするよ」

　ヒラヒラと手を振り、杜遷はあっけらかんと言った。この歳にしては肝が据わっている。林りん冲ちゆうは笑みを浮かべ、頭上へと目線を戻した。

　ちょうど一頭の龍が動き出した。螺ら旋せん状に回りながら突っ込んでくる。

　林冲や楊よう志しのいる場所からは、船体が邪じや魔まになって、攻撃が届かない角度だ。撃退はもはや兵士達に任せるしかない。

「来たぞ！　迎撃準備！」

　林冲は兵士達に号令を放った。本来なら敵であるはずの仙シエン姑クーに、文句も言わず、全員従う。陣形を組み、上空に向かって弓を構えた。よく訓練された動きは、さすが党とう水軍だ。

　矢が放たれた。何本か龍の頭部に刺さったが、効いていない。

　第一陣が退き、第二陣が前へ出る。立て続けに矢を放つ。今度は龍の眼球に、三本の矢が刺さった。ゴアアア！　と龍は鳴き声を上げ、空へと戻っていく。

　兵士達の間で歓かん声せいが上がった。弓矢が龍に通じるとわかり、勇気が湧いてきたようだ。

「よし、この調子で──！」

　また林冲が指示を出そうとした時、不意に、船が揺れ動いた。下から何かに突き上げられるような振動だった。

「いまのは……？」

「一頭減っています！」

　楊よう志しの言葉に、林りん冲ちゆうは頭上の龍りゆうの数をよく数え直してみた。

　九頭しかいない。

「しまった！　陽動か！」

　事態を把握した林冲は、急いで兵士達たちのほうを向いた。

「この艦かんから離はなれろ！　すでに一頭、水の中に──」

　甲板が吹き飛んだ。龍が飛び出してきて、兵士達の体を引き千切る。水中から、船底を貫いてきたのだ。血と、肉が、散乱する。

　母艦が傾き出した。

　兵士達は、必死で戦いを挑んだが、八名ほど犠ぎ牲せいになった。まだ何名かの兵士を咀そ嚼しやくしたまま、龍は空へと昇っていく。大した傷は負っていない。

　林冲と楊志は甲板から飛び降り、近くの船に乗った。爆ばく薬やくが積まれている。舳へ先さきが尖とがっていることから、突とつ撃げき艇だとわかった。

　その突撃艇へ、空中を飛んできた青年が、軽やかに乗り込んだ。劉りゆう夢む竜りゆうだ。この局面でも、飄ひよう々ひようとした態度を崩さず、

「おー、楊ちゃん。まだ生き残っていたんだね、よかったよかった」

　笑顔で声をかけてきた。

「何を吞のん気きな……党とう隊長が死んだんですよ！」

「なるほど。道理でここまで追い込まれているわけだ」

　劉夢竜は、沈みゆく母艦へと目をやった。バラバラと兵士達が水の中に飛び込んでいる。

「せっかく、私達を助けるために、党隊長が犠牲になったというのに……これでは……」

「何のためにあの人が死んだかって？　んー、それは違うな、楊ちゃん」

「私が、間違ったことでも、言ったというのですか！」

「武人の家系とはいえ、まだ女の子なんだね」

　劉夢竜はほほ笑んだ。

「ひとつ俺おれから教えてあげるよ。俺達みたいに戦場に出る人間はね、ある境界を越えると、どーでもよくなることがあるんだ」

「……なんですか」

「死、だよ」

　爆薬を包んでいる袋を裂き、小袋に詰め直しながら、淡々と劉夢竜は語る。小型爆弾を六個ほど作り、それらを腰に装着すると、天を見上げた。

　一頭の龍が、また降下を始めた。

「党隊長は君達を守るために奮ふん闘とうした。それだけ。あまり余計なことは考えないほうがいい」

「待ってください、劉りゆうさん。あなたは、何を──」

「じゃあね、お二人さん。大変だと思うけど、頑張れよ」

　飛来してきた龍りゆうが、遠くの方でまだ生き残っていた兵士達たちに襲おそいかかる。悲痛な叫び声が上がる中、劉夢む竜りゆうは、船の破片を足場に水上を駆けてゆき、龍へ接近すると、その首に縄なわ型の宝パオ貝ペイを絡みつかせた。

「だめ！　やめて！」

　楊よう志しは止めに入ったが、時すでに遅かった。

　龍はギロリと劉夢竜を睨にらんでから、空へと飛び上がった。つられて、縄を絡みつかせている劉夢竜の体も引っ張り上げられる。あっという間にその姿は空中へと運ばれて、点のようになってしまった。

　空中で爆ばく発はつが起きた。

　ちぎれた龍の頭が落ちてきて、湖の中に没した。劉夢竜による決死の自爆で、一頭は倒すことが出来た。しかし、いまだ九頭も残っている。

「これは、なかなか厳しいな……」

　いくら二人が仙シエン姑クーとはいっても、空を飛び回る龍が相手では、まともな勝負にならない。相手が攻こう撃げきするために降下してきたタイミングを狙ねらって、地道に反撃を仕掛けるしかないが、そんな短い時間では大した傷を負わせることも出来ない。

　そうしている間にも、兵士達は次々と、龍によって食いちぎられていく。

　戦況は、悪化の一途を辿たどっていた。




　　　　　　　　　　※　※　※




「王おう倫りん、頼たのむから、『悪ふざけだった』って言ってくれよ！」

　自分達が噓うそを教えられていたと知っても、なお、燕えん青せいは望みを捨てたくなかった。都にいる間、王倫はまるで姉か母のように接し、優しく世話をしてくれていた。燕青が牢ろう獄ごくに入れられた時は、危険を顧かえりみずに助けてくれた。

　そんな彼女が、意図的に自分を騙だますはずがない。利用するはずが──

「自分を利用するはずがない、って思ってるんでしょう」

「く……!?」

「お見通しよ。あなたの考えることは、全すべて。だって、たった一年間でも、ずっと一緒に暮らしてきた仲だもの。思考パターン、感情表現、癖くせ……全部わかっているわ」

「だ、だから、なんだよ！」

「残念だわ。記き憶おくを失う前のあなただったら、他人の善意を無む闇やみに信じるようなことはしなかった。まず疑ってかかった」

「俺おれだって警戒はしてたよ！　でも、利用するだけだったら、もっと」

「もっと冷酷に振る舞まっていたはずだ？　そうやって、少ない人生経験で他人を見定めようとするの、あなたの悪いところよ。しかも実質的には一年分の記き憶おくしか無い。それで、どうして相手を信用出来るの？　基準は何？　あなたは私の何を知っているの？」

「俺……は……」

　唇を嚙かんだ。王おう倫りんの言葉のひとつひとつが辛つらかった。記憶を失ってから、誰だれかを無条件で信じたことなんてない。この一年で心を開いたのは、小しよう倩せんと林りん冲ちゆう、そして王倫だけだ。

　家族のようなもの──いや、もう家族同然だった。都での騒そう動どうの後、自分が無事にここまで生きてこられたのは、全すべて王倫のおかげだった。だからなおのこと信じていた。

「私には夢がある」

　王倫はうっとりと、幼い子どものような目で、遠くを見つめた。

「伝説を現実のものにする、という夢が」

「龍りゆうを召喚したのも、そのために……？」

「力を試してみたかったの。そしてわかったわ。山さん河が社しや稷しよく図ずに──不可能は無い」

「けど、こんなのは……」

「何か問題でもあるの？　あいつらは私達たちの命を狙ねらってきた討伐軍。どうせ殺すことになるのだから、別に構わないでしょう？」

「やり方がおかしいんだよ！　自分の望み通りに世界を作り替えちまうことに、正義なんてあるか！　そんなの、天命の巫女みことやってることは同じじゃないか！」

「私はあの女とは違う」

「俺だって、こんなふざけた世界、許せねーよ！　だけど諦あきらめる気だって無い！」

「小倩を失ったあなたなら、きっと理解してくれるはずよ」

　王倫は書架へと歩いていく。

「おい！　動くな、って言ったろ！」

「私、あなたに一番ひどい噓うそをついたことがあるの」

　燕えん青せいの恫どう喝かつを気にした様子もなく、書架から一冊の本を取り出した王倫は、パラパラとページをめくった。

「首から下げてる、その時計型宝パオ貝ペイ。実は前からどんな力を持っているのか、知ってたの。半年ほど前に、あなたから預かった時から」

　目的のページを見つけた王倫は、その箇所を開いた状態で、燕青に見せてきた。離はなれているので文字は読めないが、挿絵はわかる。

　そこには、時計型宝貝が描かれている。

「この本の内容は、私が古文書から書き写したものよ。世界に大きな影えい響きようを与える宝貝ばかりが載っている、貴重な資料。山河社稷図も同じ古文書に記されていた宝貝だった。そして、燕えん青せい、あなたの持つその宝パオ貝ペイについてもしっかり書かれている。名は──『天てん導どう盤ばん』」

「天導盤……」

「その効能は、時を自在に操作すること。時間をさかのぼることも可能と書かれてる」

　王おう倫りんが何を言っているのか、燕青は意味を理解するのに一いつ瞬しゆんの間を要した。

「小しよう倩せんが死ぬ前の時間にも、戻ることが出来る……ってことか？」

「そう。あなたがその宝貝を使いこなすことさえ出来れば」

「何もかも……やり直せる……!?」

「一緒に戦うのよ、燕青」

　本を閉じ、書架にしまうと、王倫は熱を込めて説得にかかり始めた。

「私達たちはいつもこの世界に翻ほん弄ろうされてきた。時には同じ人間達から大切なものを奪われ、報われない日々を送ってきた。でも、もう苦しむ必要はない。私達は……世界を変える力を持っているのだから……！」

　王倫の言葉は、蘇よみがえってきた悲しみに浸る燕青の耳には、蠱こ惑わく的てきな響ひびきを伴ってすんなりと入ってきた。心が揺さぶられる。

「朱しゆ貴き、あなたもよ」

「……え？」

「私は、あなた達仙シエン姑クーを歓迎するわ。この国に滅亡をもたらす戦乙女ヴアルキユリア。だから一緒に戦ってほしいの。この世界をあるべき姿に変えるためにも」

　手を差し伸べ、王倫は朱貴をも自分の計画に招き入れようとする。絶対に断るはずがない、とでも考えているのか、自信に満ちた顔で、朱貴のことを見つめている。

　朱貴は目を伏せ、考え込み始めた。

（そりゃ迷うさ。俺おれだって、どうすればいいか、わからない）

　国家や、天命の巫女みこ。強大な力に対抗するには、それを上回る力が必要となる。その観点で行けば、王倫が手にした山さん河が社しや稷しよく図ずは、燕青達にとっても理想的な宝貝だ。

「さあ、朱貴。あなたの考えを聞かせて」

　王倫に促されて、ずっと黙だまり続けていた朱貴は、口を開いた。

「──さっきから何言ってんの？　よくわかんないんだけど」

　燕青は、耳を疑った。

　いまのやり取りは、朱貴には全く伝わっていなかった。

「難しいことばかり言って、ごまかそうとしてるようだけど、さ……」

　ビシッ、と王倫に向かって指を突きつけ、朱貴は啖たん呵かを切る。

「あんたは私達に本当のことを言わなかった。仲間だなんだって虫のいいこと言いながら、隠し事をしていた。そんな奴やつの言うことなんて──信用出来るわけないでしょ！」

　この言葉で、燕青は目を覚まされた。

　山さん河が社しや稷しよく図ずを発動させることがみんなのためになる、と思っているのなら、どうして王おう倫りんは本当のことを言わなかったのか。大事なことを伏せたまま、燕えん青せい達たちを地下へ向かわせたのか。林りん冲ちゆう達を最前線へ送り込んだのか。

　彼女の瞳ひとみには、誰だれも映っていない。ただ見据えているのは、自分が望む未来だけ。そのためなら誰であろうと徹てつ底てい的てきに利用する。

　そんな、王倫の冷酷な本性を、ようやく燕青は理解することが出来た。

　部屋の中は静まり返る。湖のほうから、龍りゆうの咆ほう哮こうや、兵士達の雄お叫たけびや悲鳴が聞こえてくる。その声に対して、心地ここち良さそうに耳を傾けながら、フッと王倫は笑った。

　冷たい笑みだった。

「私は世界を変えてみせる。あなたはどうしたいの、燕青」

「俺おれは」

　一度、言葉を切った。儚はかなく散っていった小しよう倩せんのことを思い出す。いつか花火を観みに行こうと彼女と約束した、あの夜の光景が、鮮せん明めいに蘇よみがえってくる。

　小倩はこの世界を愛していた。悲惨な思いをしながら、時には権力者に恨みを抱きながら、それでも世界に対して憎悪を抱いたことは決して無かった。ただ、燕青とともに過ごす時間を愛していた。それだけで彼女は幸せそうだった。

「俺が変えたいのは、天命だ。世界じゃ、ない」
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　それが燕えん青せいの答えだった。

　王おう倫りんはため息をついた。答えはわかりきっていたのだろう。特に衝しよう撃げきを受けた様子はない。

「そう……なら、どうする？」

「山さん河が社しや稷しよく図ずを止める。その宝パオ貝ペイは、危険だ」

「やってみなさい。やれるのなら」

　サッと手を伸ばし、王倫は操そう作さ盤ばんに触れようとする。

「触んな！」

　一いつ瞬しゆん早く朱しゆ貴きが飛び込んで、飛び膝ひざ蹴げりを王倫の顔面に叩たたき込んだ──かに見えた。ところが、朱貴はそのまま相手の体をすり抜けて、後ろの床に着地した。確かにそこにいるはずの王倫には、実体が無かった。

「まさか幻げん影えい!?」

　朱貴はすぐに構えを取り直し、燕青も剣を強く握った。

　二人はいつでも攻撃出来るように身構えている。王倫を前後から挟み撃うちに出来る、有利な布陣だ。しかし動けない。迂う闊かつに仕掛けても、相手が幻なら無駄な攻撃に終わってしまう。

「気を付けろ、朱貴。この幻はたぶん『金きん霞か冠かん』のもうひとつの力だと思う。いま目の前にいる王倫は、本物じゃない」

「ここにはいないってこと？」

「殺気は感じる。同じ部屋にはいる。だけど、姿だけ別の場所に映し出してるんだ」




　燕青の読みは当たっていた。

　金霞冠は光の屈折を自在に操れる宝貝だ。それによって姿を見えなくすることも出来れば、実際とは全く異なる場所に自分の姿を映すことも可能となる。

　この時、王倫は燕青の背後にいた。

　無防備な背中に、狙ねらいを定めて。




　　　　　　　　　　※　※　※




　長時間にわたる戦いの末、林りん冲ちゆうと楊よう志しは限界を迎えようとしていた。仙気も残り少なく、あと一回でも龍りゆうに襲おそわれたら力尽きる、というような状態だ。

「私は楊家……名将楊業ぎようの、血を引く者……」

　荒い息を吐きながら、楊志はブツブツとひとり言を呟つぶやいている。

「しっかりしろ。集中するんだ」

「逆境であっても……戦い抜く……それが楊家の強さ……」

「どうした、楊志！　いまは龍を──」

　ドスッ、と刃が体を貫く音。

「な……何を……!?」

　林りん冲ちゆうは目を見開いた。

　刀が胸に刺さっている──楊よう志しの、胸に。

「なぜ、自害を！」

「自害……では、ありません……」

　口の端から血を垂らしながら、楊志は胸より刀を引き抜いた。ブシュッ、と血が噴ふき出したが、すぐに傷口は塞ふさがり、彼女の全身を青い光が包み始める。

「仙シエン姑クーは……身に命の危険が迫ると……力を暴走させる……あなたも、ご存知でしょう？」

「まさか、自ら暴走を引き起こそうと!?　いけない！　他ほかのみんなも巻き添えにするぞ！」

「……私は、楊家の娘ですよ……？」

　青ざめた顔の楊志は、小さく笑った。

「星の力になんて──屈しません！」

　ビキビキと肉の軋きしむ音が響ひびく。血管が浮き出るほどに激しく脈打ち、「がっ！」と楊志は叫んだ。力が内奥から溢あふれ出てくるようで、自らの体を抱いて、暴走に耐えようとする。

「無茶だ！　星の呪のろいは、気合いでどうにか出来るものではない！」

　林冲は蛇だ矛ぼうを構え、いつでも楊志を突き刺せるようにした。取り返しのつかないことになるくらいなら、いっそここで葬ったほうが、彼女のためだと思った。

　ところが──楊志は耐えた。

　体にうっすらと青い仙気を纏まとい、暴走することなく、正常な意識へと戻ったのである。

「そんな……」

　このことに、林冲は強い衝しよう撃げきを受けた。かつて自分は心身の負荷に耐えきれず、星の力を暴走させた。だけど楊志は耐え凌しのいだ。そして、仙姑として一歩先の境地へと達した。

　言いようのない敗北感を、林冲は抱いていた。

　グオオオオオン！

　上空から、二頭の龍りゆうが迫ってくる。

　楊志は刀を鞘さやに納めると、スッと腰を沈め、ひと息に上空へ向かって抜刀術を放った。

　斬ざん撃げきが飛んでゆく。通常なら飛ひ距きよ離りには限界があるところ、どこまで行っても消えることはない。むしろ、円弧状の斬撃は、飛べば飛ぶほど、その大きさを広げていっている。

　二頭の龍は頭から尾までスパッと両断された。鮮せん血けつがまき散らされる。だが斬撃はそこで消えずに、さらに大きな孤となりながら、天へと昇っていく。

　空中を飛び回っている残り七頭のうち、一頭の龍が、首を刎はね飛ばされた。楊志の放った斬撃によるものだ。これまで安全圏だった場所に攻撃が及んだせいか、残る六頭の龍は、意味もなく飛ぶのをやめて、湖上へと顔を向けてきた。

「あんな位置まで、攻撃が届いた!?」

「星の力を極限まで解放させたおかげかもしれません。いまの私は、斬ざん撃げきの射程を、信じられないくらい遠くまで伸ばせます。おそらく──ほぼ、無限」

「無限射程……だと」

　絶句する林りん冲ちゆうの横で、爆ばく発はつ的てきな光が弾はじけた。

　雲うん裏り金こん剛ごうと、摸も着ちやく天てんが現われた。襲しゆう撃げきしてくる龍りゆうを相手に、巨体を活かして、互角の勝負を挑んでいる。宝パオ貝ペイや仙シエン姑クー相手では苦戦した巨大機械兵も、龍との戦いは相性がいいようだ。

（みんなが限界を超えて戦っている……私も力を尽くさねば）

　蛇だ矛ぼうを持つ自分の手を、林冲は見つめた。

（この事態を止めるには、どうすれば──）

　ふと、思い至った。

　目の前の敵の強大さゆえに、見落としていたこと。

「そうか……止めればいいんだ」

「何か、気が付いたのですか？」

「思い出した。この事態を引き起こしているのは、おそらく山さん河が社しや稷しよく図ずという宝貝だ。その操そう作さ盤ばんが、あの高い所にある建物の中にある」

　水すい塞さいの最上部に位置する、高楼。そこを林冲は指さし、楊よう志しも目を走らせた。

「ならば、あそこへ行けばこの龍達たちを何とかすることも出来る、ということですね」

「わからない。だが、龍を全滅させれば助かるという保証もない」

「根本を叩たたくしかない……ということですか」

　問題は兵士達だ。林冲がいなくなれば、生き延びることはますます困難になる。

　しかしこのままでも壊かい滅めつは免れない。

「みんな！　よく聞いてください！　林冲はいまからあの龍達を消すべく、根本を叩きに行きます！　その間、大変だけど──私もいるから──諦あきらめないで！」

　楊志の呼びかけに、最初は兵士達も狼ろう狽ばいしたものの、やがて雄お叫たけびでもって応こたえてきた。それはやせ我慢かもしれないが、気合いはこもっていた。それだけで十分だった。

　意を決した林冲は船の残ざん骸がいを足場とし、水塞に向かってゆく。

　その動きに不ふ穏おんなものを感じたか、二頭の龍が空から急降下して、襲おそいかかってくる。が、楊志が放った無限射程の斬ざん撃げきによって、あっさりと首を斬きり落とされてしまった。隙すきを突いて、別の二頭が飛んできたが、今度は雲裏金剛と摸着天が立ちはだかり、真っ向から防いだ。

　楊志や、杜と遷せん、宋そう万まんの援護のおかげで、林冲は無事に水塞へ辿たどり着いた。

　山の斜面を駆け上がってゆき、頂上に着くと、そのままの勢いで地面を蹴けって、高楼の最上階まで一気に跳び上がった。

「ハッ！」

　蛇だ矛ぼうを叩きつけて壁かべを壊こわし、中に飛び込む。

（これは──!?）

　入ってすぐに、状況を確認した。

　王おう倫りんを挟むようにして、燕えん青せいと朱しゆ貴きが対たい峙じしている。明らかに敵対している様子から、全すべてを察した林りん冲ちゆうは、瞳ひとみに怒りの炎を宿した。

（やはり私達たちを利用していたのだな……！）

　龍りゆうをけしかけての虐殺は、敵味方関係なかった。林冲まで巻き込まれて、命を落としかねなかった。それだけで戦う理由は十分だった。

「いらっしゃい、林冲」

　三人を一度に相手するという不利な場面にもかかわらず、王倫は余裕の笑みを浮かべ、林冲に向かって手を振った。

　林冲は蛇矛で相手を貫こうとしたが、

「待て！　いま見えてるのは幻げん影えいだ！　本体は別の場所にいる！」

　燕青の警告を受けて、寸前で、攻撃するのを止めた。

（幻!?　ならば、どこだ。本体はどこにいる！）

　五感を張り巡らせ、王倫の居場所を探ろうとするも、敵は一切の気配を感じさせない。

「無駄よ。あなた達はいま、錯さつ覚かくに陥っている。そこに映る虚像は私の思念に基づいて創り出されたものだから、本当の私の動きと連動しているわけでもない。どれだけ頑張っても、私が実際にどこにいるのか、割り出すことは不可能だわ」

「ならば──これならどうだ！」

　蛇矛を天井に向け、穂ほ先さきを伸ばすと、左右に素早く振り回した。燕青や朱貴に刃が当たらないよう、とにかく上に向かって攻こう撃げきを繰くり出す。何をやっているのかと怪け訝げんそうに眉まゆをひそめた王倫の幻げん影えいを、ガリガリと削り取られた天井の破片がすり抜けていく。

「まさか……!?」

　やっと王倫は、林冲の行動の意味を理解したようだった。

　燕青の背後──何も無いはずの空間に、パラパラと落ちた天井板のかけらは、あらぬ方向へと弾かれていく。まるでそこに、目には見えないが、何か物体が存在しているかのように。

「そこか！」

　実体の居場所を見つけた林冲は、そちらへ向かって、ギュンッと穂先を伸ばした。

「くっ！」

　バヂッ、と弾はじける電光とともに、王倫は姿を現わし、紙一重で蛇矛による刺突をかわす。同時に、幻影は消えた。もはや、いまさら隠れても意味がない。

「観念しろ、王倫。お前に勝ち目は無い。山さん河が社しや稷しよく図ずを止めるんだ」

「あなた達仙シエン姑クーのためにもなることよ。それが、どうしてわからないの」

「ほざくな。私達たちの命など眼中に無いのだろう？　だから本当のことを隠していた」

「信じているからよ。仙シエン姑クーが、龍りゆうごときに負けるわけないじゃない」

「声に──心がこもっていない」

　林りん冲ちゆうの指摘に、王おう倫りんはククッと笑った。もはや本心を隠す気は無いようだ。

「あーあ……やっぱり最初から本当のことを言っておけばよかったわね……」

「本当のこととは、何だ。お前は何を企んでいる」

「ごめんね、燕えん青せい。さっき、私は『世界を変えたい』って言ったわね。だけどそれは最後の目標。創造の前には破は壊かいが必要よ。いま、私が一番望んでいることは──」

　王倫の両目に、狂気が宿った。

「──この世界を無茶苦茶に叩たたき壊こわすこと」

　いきなり、建物の壁かべが吹き飛んだ。外から二頭の龍が頭を突っ込んできたのだ。そのうちの一頭がさらに首を伸ばして、燕青に嚙かみつこうとした。

「うわっ!?」

　燕青は何とか跳ちよう躍やくして攻撃をかわすと、太たい陰いん剣けんを龍の鼻柱に突き立てた。ギイァア！　と悲鳴を上げ、龍は首を振り回した後、外へと引っ込んだ。剣を刺したままの燕青も引っ張り出される。

　林冲と朱しゆ貴きはほんの一いつ瞬しゆん、驚おどろきで隙すきを見せてしまった。そこを突いて、王倫は駆け出し、もう一頭の龍の頭に飛び乗った。逃げる気だ。

「待て！」

　林冲は壁かべの穴から跳んで、飛び立とうとする龍の体に蛇だ矛ぼうを突き刺した。続けて、朱貴も同じように龍にしがみつく。

　グンッ、と全身に圧がかかるのを感じた後──天高くへと運ばれた。




　外はすっかり暴風雨で荒れ狂っている。視界が悪い中、摸も着ちやく天てんと雲うん裏り金こん剛ごうが龍の群れを相手に善戦しているのが眼下に見える。

　燕青がしがみついている龍は、まっすぐに上方を目指して昇ってゆき、雨雲の中へと突入した。墨で塗ったような黒い空間に、雷が走っている。あれに打たれたら終わりだと、燕青は身を縮めて、じっと堪えた。

　やがて雲の上に出た。

　彼方かなたまで広がる雲海が、朝の陽光で輝かがやいている。どこまでも続く白い海。初めて見る雄大な空の風景に、しばし燕青は心奪われていた。

「私の民族では、世界の終しゆう焉えんは黒き巨人がもたらし、選ばれた人間のみが天の広間へと移り住むことが出来る──と語り継がれている」

　横に、王倫の乗る龍が接近してきた。

　二頭の龍りゆうは空中で静止した。まるで誰だれかの命令に従っているように。

（こいつら、王おう倫りんに操られてるのか）

　該当する宝パオ貝ペイが王倫の部屋に置いてあった。たしか、名前は「定てい龍りゆう珠じゆ」。文字通り、龍を操作出来る宝貝とのことだった。

　さらに注意を要するのは、まだ他ほかに宝貝を所持している可能性があることだ。たとえば、金きん霞か冠かんで幻を見せてきた王倫だったが、声まで幻と同じ方向から聞こえてきた。実際は燕えん青せいの真後ろで喋しやべっていたにもかかわらず。そのあたりをカバーする宝貝も持っているに違いない。

　まさに宝貝マスター。王倫自身の戦せん闘とう能力は大したことはないが、それを補って余りある数多くの宝貝が、彼女に強さを与えている。

「燕青。私はあなたが好きよ。私に従ってくれるなら、だけど」

　龍の頭の上で、危なげなく直立しながら、王倫は語りかけてきた。

「あなたが同意してくれるなら、私が創り出す新しい世界へと招待してあげるわ。どう？　こんな腐った世界に見切りをつけたくない？」

「何度も言わせんな。考えは変わらない」

「そう……なら、ここで決着をつけましょう」

　足元のほうを見て、王倫は軽く笑った。龍のたてがみを頼たよりに、林りん冲ちゆうと朱しゆ貴きが、頭部を目指して上ってきている。

　静寂が訪れた。

　青空と白雲のコントラストが清すが々すがしい、雲の上の広々とした世界に、緊きん迫ぱくした空気が流れる。

「王倫！」

　力を解放させた林冲が、龍の背を駆け上がってきた。急きゆう襲しゆうを受けて、王倫は体勢を低くすると、片手で印を作った。

　蛇だ矛ぼうの尖端が王倫を捉とらえた──と思った時には、相手の姿は消えていた。どこに本体が、と目を走らせた燕青だが、背後から気配を感じて、振り返りざまに剣を振った。

「っと……！　さすが燕青ね、迂う闊かつに踏ふみ込んだらやられていたわ」

　さっきと同じように背後に回っていた王倫は、また後ろから刺そうと短刀を構えていた。だが、燕青は違和感を感じた。状況から考えて、最初から同じ龍の頭部に乗っていたわけではなさそうだ。これは金霞冠の力ではない。

「気が付いたみたいね。いまのは『飛ひ天てん靴か』という宝貝によるもの。効果は瞬しゆん間かん移動と──」

　王倫の姿が搔かき消えた。

　次の瞬間、もう一頭の龍の背に、平地にいるかの如ごとく立っていた。頭部を目指して上っている朱貴の、足元の方に。

「如何いかなる場所でも立てること。壁でも、天井でも」

「な!?」

　死角を取られた、となるや、急いで朱しゆ貴きは体勢を変えようとしたが、たてがみに摑つかまっているせいで、身の自由が利かない状態ではどうしようもない。

「『五ご光こう石せき』」

　王おう倫りんは衣の中に隠していた袋から、五つの石を取り出した。それぞれ異なる色に輝かがやいており、ひとりでに宙に浮かぶと、王倫の周りをクルクルと回り始めた。

「発ハツ！」

　掛け声とともに、五つの石は朱貴に向かって飛んでゆき、次々と背中へと叩たたきつけられた。

「かは……！」

　背骨を折られんばかりの強撃を受け、朱貴は呻うめいた。

「な……めんなァ！」

　朱貴は体を恐竜化させると、落下の危険を恐れることなく、龍りゆうの背を駆け下りてゆく。その勢いを利用して、真下にいる王倫に向かって、飛び蹴けりを放った。

　が、それは幻げん影えいだった。蹴り足が当たった瞬しゆん間かん、王倫の姿は霞かすみのように消えた。

　金きん霞か冠かんと飛ひ天てん靴かを同時発動させての、複合技だ。幻をその場に残して、本体はすでに別の場所──入れ替わるように、朱貴の上方へと、瞬間移動していた。

　五光石が飛ぶ。朱貴は一度龍のたてがみを摑み、体勢を立て直そうとしたが、間に合わず、全弾喰くらってしまった。そのうち一発が頭部にぶつかり、意識を失う。たてがみから手を離はなしてしまい、あわや落ちてしまうか、というところで、林りん冲ちゆうが龍の背を駆け下りてきた。

「おおおおお！」

　雄お叫たけびとともに、王倫を背後から蛇だ矛ぼうで貫こうとする。しかし、王倫の姿は消え、龍の首の近くへと瞬間移動した。

　攻こう撃げきはかわされたが、それならば──と林冲はスピードを緩ゆるめずにそのまま下へと飛び込み、落下し始めていた朱貴の体を、蛇矛を持つ片手で抱きとめた。もう一方の手で、たてがみを何とか摑んで、落ちるのを防ぐ。

「私に攻撃は通じない。やるだけ無駄よ」

　王倫は楽しそうにほほ笑んだ。その言葉を発している彼女が、果たして実体であるかどうか、判断は出来ない。実体だとしても、飛天靴を使われたら、相手にノーリスクで攻撃を回かい避ひされてしまう。そして、攻撃直後の瞬間を狙ねらわれて、五光石で反撃を受ける。

　ぐ……と林冲は歯は嚙がみした。手詰まりだ。

　一方、燕えん青せいは、危なっかしい戦局にハラハラしつつも、戦いを冷静に観察していた。

（おかしい……どうして王倫は……龍を動かさない？）

　金霞冠と飛天靴によるトリッキーな幻惑技と、遠えん距きよ離りから放たれる五光石の組み合わせは、非常に強力なものがある。それでも、もっと有効な戦い方が王倫にはあるはずだ。

　それは、龍を動かすこと。操ることが可能なら、この空中を無茶苦茶に飛び回らせれば、燕青達たちを振り落とすことが可能だ。なのに、どうしてかその手を使おうとしない。

（使えないから──使わない？）

　他ほかに理由は考えられない。では、一体何があるというのか。さっきまで龍りゆうを操作していたのに、いまは出来ない原因とは、なんなのか。

（そうか！　宝パオ貝ペイの同時発動には、限界があるんだ！）

　いくら無尽蔵に仙気が湧わくといっても、肉体を器としている以上、一時的に使える量には限りがある。複数の宝貝を同時発動させれば、その分だけ仙気を激しく消耗するから、場合によっては残るエネルギーが瞬しゆん間かん的にゼロとなるだろう。

　もちろん、龍を操る宝貝定てい龍りゆう珠じゆは、いまだ稼か働どうさせているはずだ。だから二頭の龍はおとなしく止まっている。ただ、仙気の消耗を抑えるために、動かすことをしないだけ。

　と、考えているうちに、

「そろそろ二人には消えてもらおうかしら」

　王おう倫りんが腰につけた袋のひとつに触れた途端、二頭の龍は急に飛び始めた。振り落とされないよう、燕えん青せいはたてがみを手に巻き付けて強く摑つかみ、しっかりと体に抱きつく。

　どうやら、あの袋の中に、定龍珠を入れているらしい。

　雲海の上を、二頭の龍は並んで飛んでいく。うち王倫の乗っている一頭は、グルンと体の向きを天地逆転させた。王倫は飛ひ天てん靴かのおかげで逆さまになっても立っていられるが、林りん冲ちゆうは気を失った朱しゆ貴きを抱えたまま、たてがみに必死でしがみついている。

（ちくしょう……！　あいつのいやらしいところは、ここなんだよ！）

　前から王倫との知恵比べで勝てた例しがない。相手の手の内を読んだ、と思った瞬間に、何も太刀たち打うち出来なくなる一手をぶち込んでくる。そのタイミングが実に絶妙で、狡こう猾かつだ。

　しかし焦ってはいけない。読みが正しければ、王倫はどれかの宝貝の機能を抑えているはずだ。飛天靴は現在使っているから、姿を消したり幻げん影えいを見せたりする金きん霞か冠かんか、遠えん距きよ離り攻こう撃げきを放つ五ご光こう石せきか、あるいは他の宝貝か。

（いや、おそらく封じているのは、金霞冠だ）

　攻撃回避なら、飛天靴の瞬間移動を使えばいい。それに仙気の消耗量を推測すると、ただ五つの石を飛ばすだけの五光石よりも、周囲の光に干渉して錯さつ覚かくを起こさせる金霞冠のほうが、コストは高いはずだ。

　となれば、いまの王倫は、幻影で攪かく乱らんすることは出来ない、ということだ。

（つまり、龍を動かしている時が、俺おれ達から攻撃を仕掛ける好機……！）

　だが燕青の乗っている龍からでは、距離があるため、向こうの龍に飛び移ることは不可能だ。林冲に何とかしてもらうしかない。どうやって、いまの気付きを伝えればいいのか。

「さあ、落ちなさい！」

　五光石が放たれる。

　たてがみにぶら下がっている林りん冲ちゆうは、身を丸めて、防御の姿勢を取った。全身を五連打で激しく打たれる。それでも耐え抜いた。

「やせ我慢もいつまで続くかしら。朱しゆ貴きも抱えているのに」

　王おう倫りんに嘲ちよう笑しようされても、林冲は何も出来ない。このままでは敗北は時間の問題だ。

「かかって来いよ、卑ひ怯きよう者もの！」

　燕えん青せいは挑発した。が、王倫は意に介していない。だが、どうにかして、攻撃対象をこちらへ移さないといけない。

「いつまでも子どもみたいな夢見てんじゃねーよ！　何が『世界を作り替える』だ！　お前にそんな力なんて無いんだよ！　現実を見ろ！」

「健けな気げね。それで私を怒らせて、林冲を助けようとしているつもり？」

「燕青──私に、構うな！」

　不毛な行動を見かねたのか、林冲が叫んだ。

　構わず、燕青は声を張り上げ続ける。

「宝パオ貝ペイの力を借りて創った世界なんて、粉い物じゃないか！」

「わかっていないわね、燕青！　この世界にはあらゆる可能性が秘められている！　ただ、それが表に出ないだけよ！」

　冷たい笑みを浮かべながら、王倫は相手する。ムキになった子どもをあしらうような、余裕の態度だ。

　ところが、次の瞬しゆん間かん、その表情が一変した。

　突然、腰につけた袋がブチンと引きちぎられ、中に入っていた定てい龍りゆう珠じゆを何者かに奪われた。

「朱貴──!?」

　燕青に気を取られているところへ、気絶から回復した朱貴が、突っ込んできたのだ。しかし、龍りゆうの体は天地逆転しており、普通に移動することは不可能だ。

　それでも朱貴は、肉体を龍化させた状態で、鋭するどく飛び出た爪つめを龍の肉に突き立てて、握力だけでぶら下がりながら突進してきた。いまにも落下しそうな危うさはあるが、彼女は顔を真っ赤かにして、気合いと根性で何とか踏ふん張っている。

　しかも、右手に定龍珠を持っているので、左手だけで自重を支えていることになる。

「燕青！　受け取って！」

　ブンッ、と思いきり右手を振り、定龍珠を投げてよこした。

　燕青が定龍珠をキャッチした瞬間、王倫はどす黒い殺気を放った。

「それを返しなさい！」

　怒りでこめかみをピキピキと震ふるわせ、五ご光こう石せきを体の周りで回転させると、五つ全て一気に発射させる。

（ここだッ！）

　燕えん青せいは胸の時計型宝パオ貝ペイ──「天てん導どう盤ばん」を握り、五ご光こう石せきが当たる直前で、スイッチを押した。

　時の流れが遅くなる。その間に、宙に浮いている五光石のひとつを摑つかみ取った。

　仙シエン人レンは複数の宝貝を扱える。であれば、誰だれかの所有となっている宝貝も、制約無しに使えるのではないか。そう読んでの賭かけだ。

　ヴン……と音が鳴り、手の中の石が青く光った。制御権が、王おう倫りんから、自分へと移ったのを感じる。燕青の読みは当たっていた。

　ところが、奪った五光石をさっそく投げようとしたところ、王倫の姿が見えない。もう一頭の龍りゆうの背に立っていたはずが、どこにもいない。

「まさか!?」

　気が付き、対応しようとした時には、天導盤の効果が切れて、時間は普通に動き始めた。

　直後、脇わき腹ばらに短刀を突き刺された。王倫が密着するように立っている。瞬しゆん間かん移動してきたのだ。致命傷ではないが、体の内奥から激痛が走る。

「読んで……たのか……！」

「甘いわ、燕青。宝貝の扱いに関しては、私に一日の長がある」

　艶つやのある声で、耳元へ囁ささやくように、王倫は語りかけてくる。ズブ！　とさらに短刀を深く突き込んだ。燕青は苦く悶もんの叫び声を上げた。

「人の宝貝を、二個も奪い取ろうなんて、悪い子ね。さあ、戻しなさい」

「誰が聞くかよ……！」

　燕青は刺された痛みに耐えながら、たてがみを摑むと定てい龍りゆう珠じゆを発動させた。

　たちまち、龍が無茶苦茶に暴れ回る。飛ひ天てん靴かならどんなに傾いた所でも立てるとはいえ、立っている場所そのものが動きまくるのでは、耐えきれない。王倫は短刀から手を離はなすと、たてがみにしがみついた。

「こんな……ことで……私を倒せると思わないで！」

　王倫は飛天靴の力で瞬間移動し、たてがみにしがみついている燕青に組み付いた。そして、定龍珠を奪い取ると、いま一度飛天靴の力を発動させ、もう一頭の龍の背へと瞬間移動した。

　すかさず定龍珠のコントロールを自分のほうへと戻し、暴れている龍を沈静化させた。再び主導権を握り、ホッとした王倫だったが、すぐにおかしなことに気が付いた。

　慌てていてよく見ていなかったが、乗り移った先のもう一頭の龍は──さっきはひっくり返って飛んでいたのに──いまは正常な向きで飛んでいる。

「まさか燕青が!?」

　龍を暴れさせるのと同時に、密かに、もう一頭の龍の向きを元に戻していたのだと知り、王倫は慌てて尾の方へと顔を向けた。




　林りん冲ちゆうが──尾の上に立ち、蛇だ矛ぼうの先をこちらへ向けて、構えている。

「しまった！」

　王おう倫りんは、咄とつ嗟さに何かしらの対応をしようとしたが、間に合わなかった。

　蛇だ矛ぼうの穂ほ先さきが、胸部を貫いた。

　まっすぐに飛ぶ龍りゆうの背の上で、避よけようがなかった。

　心臓を貫通したようだ。王倫はキンとした頭痛を感じ、目の前が暗くなり始めたことで、自分が最期を迎えようとしているのを悟った。

　蛇矛が胸から引き抜かれた。溢あふれ出る血を手で押さえるが、止めようが無い。

　完全に意識が闇やみへと吞のみ込まれる前に、王倫は、燕えん青せいの顔を見た。

「元気で──ね」

　それは、果たして燕青へ向けての言葉だったのか、燕青の中に感じていた「弟」に対するものなのか。

　慈愛に満ちた、優しい笑みを浮かべて、彼女は雲の中へと落ちていった。




　王倫の手からこぼれた定てい龍りゆう珠じゆは、奇跡的に龍の背をコロコロと転がっていたが、やがて外れて落ちそうになった。

「あっぶな！」

　朱しゆ貴きは、倒れ込むように飛び込みながら、定龍珠をキャッチした。即座に、並んで飛ぶ龍の上にいる燕青に向かって、投げる。燕青が受け取ったところで朱貴は怒鳴った。

「せっかく人が取ってあげたのに、ちゃんと持ってなさいよ、バカ！　負けるところだったじゃない！」

「うるせーな！　そっちこそ、吞のん気きに寝てたくせに！」

「な!?　いいでしょ、別に！　最後は役に立ったでしょ！」

　口くち喧げん嘩かが始まりそうなところを、林りん冲ちゆうはポンポンと朱貴の肩を叩いて、なだめた。

「大目に見てやってくれ。かなりの博打ばくちだったが、燕青のおかげで勝てたんだ」

「どうして!?　あいつ、せっかく定龍珠を奪ったのに、あっさり取られちゃって──」

「いや、それはわざとやったはずだ」

「わ……ざ……と……？」

「龍を操っている間は、幻げん影えいで攪かく乱らんすることが出来ない。だから、確実に王倫を倒すために、あの宝パオ貝ペイを使う瞬しゆん間かんを意図的に作り出したかった。そのために燕青は一度あの宝貝を奪い、制御権を自分のものにしてから、あえて王倫に取り返させたのだろう」

「ま、待ってよ。なんで、あんた、そんなことがわかるの!?　さっきだって、燕青の考えてることを知っていたみたいに、いつでも攻こう撃げき出来るように、最初から待ち構えてたし！」

「これだ」

　林冲は胸の間から、一個の石を取り出した。それは、燕青が王倫から奪った宝貝、五ご光こう石せきだった。石の上に、血文字で「偽敗」と書かれている。攻こう撃げきのためではなく、伝えるため──そのために、燕えん青せいは天てん導どう盤ばんを使ってまでして、五ご光こう石せきを手に入れたのだ。

「お前が目を覚ます直前──龍りゆうのたてがみにぶら下がっている時、この石が、私に向かって飛んできた。この文字を見て、わかったんだ。燕青が何を考えているのか」

「偽敗……噓うその敗北、ってこと……？　でも、こんな、わかりづらい文面で」

「そうか？　この上なくわかりやすいと思うが。燕青が負けた時が、反撃の機会だとわかっていれば、あとは──」

「あーあー！　もういい！　わかった！　よーくわかった！」

　本当は、細かいことは何も理解出来ていない。だけど、朱しゆ貴きはこれ以上話を聞く気は無かった。無意味だと思っていた。

「言葉を交わさなくても、考えてることが通じるなんて……あんた達たちって、気持ち悪ッ」

「何を怒っている？」

「お、怒ってないわよ！」

　朱貴は全力で否定したが、本当のところ、胸の中がムカムカするのを抑えられずにいた。その気持ちがなぜ生まれてくるのか、この時は、自分でもよくわかっていなかった。

「とにかく、これで一件落着ね。あとは燕青が山さん河が社しや稷しよく図ずを止めればいいわけでしょ」

「ひとまずは……だ。結末としては、最悪の次くらいに、悪い終わり方かもしれない」

「は？　どうしてよ？」

「私が未熟なせいで、王おう倫りんを殺す以外に、事態を収拾する方法が無かった……」

　沈んだ声で言った後、林りん冲ちゆうは、燕青を指差した。




　燕青は、涙をこぼしていた。

　遙はるか眼下、王倫が落ちていったほうを見つめながら。




　静かな空の世界を、寂しげな風が流れていった。




　　　　　　　　　　※　※　※




　下界では、龍との死し闘とうはいまだ続いていた。

　残りは三頭となっているが、抵抗が激しくなっており、なかなか倒せずにいる。

　杜と遷せんの摸も着ちやく天てんも、宋そう万まんの雲うん裏り金こん剛ごうも、すでに力を使い果たして、消えてしまっていた。楊よう志しの仙気も尽きようとしており、もはや万事休すか、という状況だ。

　そこへ、雲を突き破って、人が落ちてきた。

　ちょうど楊志のそばの湖面へと落ち、ぷかりと浮いた。その顔を見て、楊志は息を吞んだ。

「王おう倫りん……！」

　都では、あまり関わりは無かったが、有名人なので顔ぐらいは見たことがある。今回の事変の元凶である彼女が、死体となって落ちてきたことに、まずは驚おどろいた。

　暫時、楊よう志しは呆ぼう然ぜんと王倫の亡なき骸がらを見つめていたが、おもむろにパンッと自分の両頰ほおを叩たたいた。

　斬ざん撃げきを飛ばし、王倫の首を刎はねる。

　トンッ、と乗っている舟から跳ちよう躍やくし、空中に飛んだ王倫の首を摑つかむと、別の舟に乗った。それから、手近な水面に浮かんでいた布で王倫の首をくるんだ。

「これでなんとか任務完了ですね」

　上空を見ると、不思議なことに、さっきまで戦っていた三頭の龍りゆうは、全く動かなくなっている。理屈はわからないが、誰だれかが龍の活動を停止させたようだ。

「終わった……のか……？」

　唐突に訪れた平へい穏おんに、戸惑いつつも、兵士の一人が呟つぶやいた。

　やがて、敵の親玉である王倫が死んだ、という情報が伝わり始め、兵士達たちは一斉に歓かん喜きの声を上げた。涙を流して、お互いの無事を喜び合っている。

「さあ、みんな！　都へ帰りましょう！　この戦──私達の勝ちです！」

　布で包んだ王倫の首を掲げて、楊志は音頭を取った。

　兵士達は鬨ときの声にも近い雄お叫たけびを上げ、舟を漕こぎ始めた。党とう世せい雄ゆう、劉りゆう夢む竜りゆう、牛ぎゆう邦ほう喜きといった大将格を全員失ってしまったが、その悲しみを払ふつ拭しよくするかのように、ひたすらに喜びの大声を張り上げていた。

　その中で、楊志だけは静かに、暗く険しい表情を浮かべていた。

　王倫の首を取る、という目的は果たしたが、全体で見れば敗北したことに変わりはない。それが悔しかった。

「いつかまた──今度は横よこ槍やりが入らないところで」

　林りん冲ちゆうの顔を思い浮かべながら、楊志は、遠ざかっていく水すい塞さいへと向き直った。

　そして、刀の切っ先を、まっすぐ正面に向かって突きつけた。




　　　　　　　　　　※　※　※




　山さん河が社しや稷しよく図ずは、燕えん青せいが操そう作さ盤ばんに触れて念じることで、簡単に機能を停止させた。

　止める前に、「元に戻れ」と燕青は命令を出していた。途端に、空を飛び回っていた龍の群れは一斉に消えた。ただし、地下にある動力炉も、蓄えていた仙気を失い、誰も触っていなかった状態へと戻ってしまった。

　こうして、何事も無かったかのように、梁りよう山ざん泊ぱくは元の姿を取り戻したのであった。








終章　やがて訪れる希望の星






　梁りよう山ざん泊ぱくでの激戦から三日後──帝都、東とう京けい開かい封ほう府。

　宮中の評定の間において、論功が始まった。

「有能なる将を三人も失うとは、何たる不始末か！」

　文官の一人が横から野次を飛ばしてきた。それに対し、高こう[image: ]きゆうはガリガリと髪かみの毛を搔かき、あろうことか「ふあ」とあくびまでした。

「よーく言うぜ……てめーら文官連中は、いつも武官のことを目の敵にしてるじゃねーか。それを都合のいい時だけ味方してるんじゃねえよ」

　わざと聞こえるように言ったつもりだったが、他ほかの連中も野次を飛ばしてくるので、肝心の相手には伝わらなかった。

　隣となりでひざまずいている楊よう志しも、ため息をついた。

「私だって、助けられるものなら……」

「お前はよくやった。悔やむな。おかげで──目的を達成出来そうだ」

「え？」

　否定的な意見が大勢を占める中で、玉座に座る皇帝は、眉まゆをひそめている。高[image: ]はお気に入りの家臣だが、これだけ諸官から迫られると、さすがの皇帝も擁よう護ごしづらいのだろう。

　仕方がない──と、高[image: ]は咳せき払ばらいし、大声で全員に呼びかけた。

「あー、みなさん！　お静かに願いますぜ！」

　一応全員が口を閉ざした。それは高[image: ]の言葉に従ったというよりも、彼がどんな弁解をするのか、試みに聞いてみようという考えにもとづくものだろう。

　何であれ、黙だまってくれたのなら好都合と、高[image: ]は小さく笑みを浮かべた。

「まず結論から言わせてもらえば、最初に報告した通り、今回の戦いは大成功だ」

「ほざけ！　貴重な人材を失いながら、何が──」

「敵の仙シエン姑クーが複数いる中ッ！　都を半はん壊かいさせた林りん冲ちゆうもいる中ッ！　総大将の首を取ってこれる自信がある奴やつは前へ出てこいッ！」

　ドスの利いた低い声で高[image: ]は怒鳴りつけた。文句を言いかけていた何人かは、全員、気け圧おされて黙り込んでしまった。

　ふん、と鼻を鳴らし、高[image: ]は話を続ける。

「俺おれは約束を果たした。もちろん、党とう世せい雄ゆうのような豪傑を死なせたのは痛手だ。それでも今回得られた確証は、犠ぎ牲せいに見合ったものだと俺は思っている」

「確証……とは？」

　皇帝の問いに対し、高[image: ]は頷うなずいた。

「仙姑は──我々の味方となり得る存在である、ということ」

　場内がどよめいた。怒り狂った文武百官の声で、評定の間がビリビリと震ふるえる。高こう[image: ]きゆうの発言は、捉とらえようによっては、仙シエン姑クーを全すべて討伐すべしという皇帝の意に背くものであり、非常に看過しがたいものであった。

　ところが、その皇帝自体が、苛いら立だたしげに玉座から立ち上がり、

「うるさい！　静まれ！」

　大声で全員を叱しかりつけた。

　皇帝の言葉は何よりも重い。ここで無用に声を発せば、処刑される。誰だれもが口を閉じ、何があっても声を出さないようにした。

「……続けよ、高[image: ]。何を考えている」

「今後は皇帝陛下より特赦として、『国に忠誠を誓い、軍に帰順する仙姑については、討伐の対象としない』──というお触れを出していただきたく存じます」

「仙姑を軍に加えるのか!?」

「討とう仙せん隊たいだけでは力不足。仙姑との戦いにおいて、同じ仙姑が有用であることは、この度の楊よう志しの活かつ躍やくによって実証済みです。さらに彼女は、自らの意思で暴走を抑えた。本人達たちの精神力次第では、万が一の場合の巻き添えも懸け念ねんする必要が無い、ということになります」

「だがしかし、敵対する仙姑を討伐したとして、その後は……軍に残った仙姑はどうする？」

「将来のことはこれから考えればよろしい。いま陛下が判断すべきことは、あと一〇〇名もいる仙姑を全て敵に回すのか、一人でも多くの仙姑を味方につけるのか、そのどちらかの道を選ぶことだけです。さあ──ご決断を！」

　時間を要した。

　皇帝は大量の汗を流し、苦しみ、悩み、文武百官の無言の圧力を感じながら、高[image: ]の言ったことを何度も繰くり返し頭の中で考察した。

　そして、ついに決めた。

「わかった。高[image: ]よ、そなたに一任する」

　周りに動揺が広がるのを、高[image: ]は心地ここち良く感じながら、歯を剝むき出して大いに笑った。

「ははははは！　さすがは陛下です！　おかげで追い出さずに済みました！」

　何を言っているのか、と誰もが訝しがる中、高[image: ]は評定の間の左右を交互に見ながら、次々と武将の名前を呼んだ。

「関かん勝しよう！　呼こ延えん灼しやく！　徐じよ寧ねい！　董とう平へい！　張ちよう清せい！」

　武官の列の中から、見目麗うるわしい女武将が五名、高[image: ]の後ろへと出てきて、皇帝に向かってひざまずいた。

「以上──これからの我ら禁軍の主力となる、五人の仙姑です」

　誰が想像出来ていたであろうか。

　彼女らは軍の中でも有名な女武将達だ。しかし最初の星せい禍かが起きた時に、討とう仙せん隊たいによって仙シエン姑クーでないかどうか調べられていたはずだった。

　それが、実は星を宿した仙姑であった。そのことをずっと隠して、禁軍の中にいたのである。




　衝しよう撃げきを受けたのは、論功の場にいた者達たちだけではなかった。

「高こう[image: ]きゆうが、そのようなことを……!?」

　天命の巫女みこは欠席していたため、後で話を聞いた。仙姑討伐を最も推進する立場にいる彼女は、報しらせを受けて激怒するのが当然のはずだった。

　ところが、部下が退室した後、

「面おも白しろい。そう来なくてはな」

　喜びすら混じった表情で、機嫌良く、彼女はひとり呟つぶやいた。

　その真意を知る者は、誰だれもいない。




　国が、仙姑の帰順を認めた。

「招安」と呼ばれるこの政策は、間もなく、宋そう国に大きな混乱をもたらすこととなるが、それはまた次の話──。




　　　　　　　　　　※　※　※




　戦いが終わってから、四日が経たった。

　摸も着ちやく天てんや雲うん裏り金こん剛ごうが作業したおかげで、水すい塞さい前に浮かんでいた船の残ざん骸がいや、遺体の撤てつ去きよは終わり、かろうじて日常を取り戻していた。

　それでも目の前に山積みになっている問題は、いまだ解決していない。

　一番の懸けん案あん事項は、「誰がこの水塞の頭領となるか」だ。

　旧王おう倫りんの部屋に集まった、燕えん青せい、林りん冲ちゆう、朱しゆ貴きの三人は、リーダーを決めるべく頭を悩ませているが、なかなか決まらない。

「やっぱ、あんたでいいんじゃない？」

　自分は柄ではないから──と真っ先に断った朱貴は、林冲を推すい薦せんした。

　が、林冲もかぶりを振った。

「私は一介の武人だ。これから他ほかの仙姑も受け入れるとなれば、まとめきれる自信はない」

「じゃあ……燕青？」

　唇を尖とがらせて、いかにも不本意そうに、朱貴はその名を出した。だけど、態度とは裏腹に、その声音にはどちらかというと肯定的な響ひびきがあった。

「俺おれは、林冲以上に向いてないって。討とう仙せん隊たいにいた時だって、何人か部下はいたけど、面倒だからずっと単独で動き回ってたし」

「もぉ……それじゃあ、どーすんのよ。杜と遷せんや宋そう万まんはまず無理だし、外部から連れてくるしかないじゃない」

「そのことだけど」

　燕えん青せいは書棚から、一冊の本を引き抜いた。

「これ、王おう倫りんがまとめた研究書。仙シエン姑クーに宿ったという一〇八の星について調べてる」

　そこには星々の名前が書かれており、それぞれに第一位から第一〇八位までの序列がつけられている。

「ふむ……頭に『天』が付く星が三六に、『地』が付く星が七二、の二種で分かれている……という話は知っていたが、体に浮き出た文字の輝かがやき具合から『天』『地』を判断するというのは、初めて知った」

「うっそ!?　私の地ち囚しゆう星せいが第九二位で、林りん冲ちゆうの天てん雄ゆう星せいは第六位ぃ!?　納得いかない！」

「なぜだ？　ごく順当な結果ではないか」

「よくないわよ！　しかも、杜遷の地ち妖よう星せいは第八三位で、宋万の地ち魔ま星せいは第八二位って！　あの二人と比べても私が下だなんて、納得いかない！」

「ほー、面おも白しろいな。てっきり杜遷のほうが順位は上かと思っていたが……」

「ちょっと聞いてる!?」

「たしか楊よう志しは天てん暗あん星せい……ふむ、第一七位か……魯ろ智ち深しんの天てん孤こ星せいは第一三位……」

「いいから人の話を聞け───！」

　すっかり王倫の研究書に二人は夢中になっている。

　ゴホン、と燕青は咳せき払ばらいをした。なかなか本題に入れない。

「話、したいんだけど」

「ああ、すまない。これがどうかしたのか？」

「各地に仙姑はいるけど、大将の器じゃない奴やつを引き入れても、意味がないと思う。俺おれ達たちのことをまとめてくれる仙姑を探すなら、確実に、上に立てる人間でないと」

「ということは、つまり……」

「ああ。一番確かなのが、ひとつある」

　燕青は、本に書かれたとある星の名前を、トントンと指で叩たたいた。

　第一位、天てん魁かい星せい。

「この仙姑を、招き入れると……？」

「他ほかに一番いい方法が思いつかない。星々の中でも第一位。ってことは、強さか、器の大きさか──俺達の上に立つだけの力はあるはずなんだ。とにかく、この天魁星の仙姑を最優先で探すべきだと、俺は思う」

「手掛かりは皆無だ。広大な宋そう国で、どうやってたった一人の人間を探すというのだ」

「厳しいさ。けど、やるしかない」

　本を閉じ、強い眼まな差ざしで、林りん冲ちゆうのことを見据えた。

「無理を通さない限り、天命の巫女みこと──国と渡り合うなんて、不可能だ」




　　　　　　　　　　※　※　※




　梁りよう山ざん泊ぱくの西岸にある、鄆うん城じよう県。

　よく晴れた日の、お昼時。六歳くらいの小さな男の子が、道端で泣いている。通りすがりの人々は心配して話しかけるが、内容を聞くと、申し訳なさそうに苦笑しながら去っていく。

　そこへ、一人の少女が歩いてきた。褐色の肌に短い髪かみ型がたが、ボーイッシュな雰囲気であるが、身なりは立派である。

「どうしたの？」

　少女は、少年と同じ目線まで屈かがみ込み、話をしてくれるまで黙だまって待った。

「おちちゃったの……」

「落ちたの？　そこの用水路に？」

「うん」

「何が落ちちゃったの？　おねえちゃんが拾ってきてあげる」

「おかーさんが見つけてくれた、きれいな石……」

「そっかー、石かー」

　これまで少年に話しかけた大人達たちは、みんな同じ反応を返して、「石だと探すのは難しい」という理由から、手助けを断念していた。

　ところが、少女は裾すそをまくり上げると、一切の躊ちゆう躇ちよなく、ザブンと用水路の中に飛び込んだ。

「お、おねーちゃん!?」

「大丈夫、大丈夫！　私、こういうの慣れっこだから！」

　ずぶ濡ぬれになるのも厭いとわず、少女は用水路の中を漁あさって回る。

　続いて通りかかった町の者が、何が起きているのかと覗のぞき込んでから、少女の顔を見てギャッと悲鳴を上げた。

「な、何をやっているんですか！　あなたのような人が、こんなことを！」

「魚屋の張ちようさん！　ちょうどよかった、手伝って！」

「そ、そりゃあ、他ほかならぬ宋そうさんの頼たのみですから、やりますけど！」

　魚屋の張は急いで用水路に飛び込むと、少女の指示に従って、石を探し始めた。

　ついに、それらしき物を見つけて、少女は「どう!?」と少年に尋ねた。

「ありがとー！　その石なの！」

「よかったぁ、流されてなくて」

　道に上がった少女は、服を絞って、水をバシャバシャと出す。

「あ、おかーさーん！」

　少年の母親がやって来た。二人ほど男を連れてきているので、子どものために、助けを呼んできたのだろう。だが、もう少年が目的の石を取り戻しているのを見てキョトンとし、次いで、少女がびしょ濡ぬれになっているのを確認して、ヒィッと叫んだ。

「宋そうさん!?　も、もしかして、あなたが!?」

「素敵な石ですね、お母さん」

「そんな！　たかだか川原かわらで拾った普通の石です！　それなのに、なんで!?」

「これは『普通の石』じゃなくて、『宝物』ですから。ね？」

　少女に問われて、少年はホクホク顔で、「うん！」と頷うなずいた。

　あまりのことにその場にいる大人達たちは呆あつ気けに取られている。そこへ、時刻を報しらせる鐘かねが鳴り響ひびいた。

「うわ、いっけない！　お昼休きゆう憩けい終わっちゃった！」

　急に慌て出した少女は、人々が見ているにもかかわらず、力を解放させた。青い仙気が全身を包み、通常よりも身体能力が上がる。

　明らかに仙シエン姑クーとわかる──だが、誰だれも何も言わない。それが当たり前の光景であるように。

「じゃあ、もう落とさないようにね！　再ツアイ見チエン！」

　土煙を巻き起こす勢いで、少女は猛然とその場を去っていった。

　残された少年はしばらくポカンとしていたが、やがて、母親のほうを見て、尋ねた。

「おかーさん、あのひと、だれ？」




　役所に着いた少女宋江こうは、他ほかの官吏に指差されて笑われながらも、猛スピードで自分の席を目指す。

「よし、間に合ったー！」

　上官の姿は見えない。自分の椅い子すを素早く引いて座ると、ばっふー！　と盛大に安あん堵どのため息を漏らした。

「あー、よかった。今日は遅刻で怒られないで済──」

「済むかバカモノが！」

　柱の陰から現われた上官が、後ろからガンッ！　と巻物で頭を叩たたいてきた。つむじを強打されて、宋江は頭を抱えてテーブルに突っ伏し、しばらく悶もん絶ぜつしている。

「仮にも部下を抱えている押おう司したるお前が、遅刻とはなんだ！」

「ご、ごめんなさい……時じさん……」

「頼たのむからこんなことでいちいち説教させるな！　ただでさえ私は忙しいのだぞ！」

　この男は、時文ぶん彬ひんといって、ただの上官ではない。鄆うん城じよう県の知県──すなわち、地域のトップを任されている男なのである。

「ところで、まさかとは思うが、仙シエン姑クーの力を使っていないだろうな」

「えっと、使っちゃいました」

「か───！」

　さっきよりも更に強い力で、つむじに巻物が叩たたきつけられた。「ひぐう！」と宋そう江こうは悲鳴を上げ、涙を流しながら、また悶もん絶ぜつする。

「お前は馬ば鹿かか!?　愚かか!?　いつも気を付けろと言っているだろう！　町の者達たちだけではない、旅の者だっているのだぞ！　もしも仙姑だと知られたらどうするのだ！」

「はい！　全力でごまかします！」

「ごまかせるか───！」

　本日三度目の巻物仕置きが炸さく裂れつした。

　ヒリヒリと痛む頭頂部をさすりながら、宋江は恨みがましい目で、時じ文ぶん彬ひんを睨にらんだ。

「そんなに叩かれると、頭がパーになっちゃいますよう……」

「もともとパーだろうが。まったく」

　文句をブツブツと言いながら、時文彬は巻物を開いた。

「朗報だぞ、宋江」

「ふえ？　何ですか、これ」

「皇帝陛下からの詔勅だ。各地に送り届けられている」

「ええと……討伐対象でない仙姑については……『招安』をもって……」

　内容を読んでいた宋江の目が、次第に、真剣なものへと変わっていった。やがて、感動の眼まな差ざしで何度も読み返し、ついにはパァッと輝かがやく表情で、時文彬のことを見た。

「すごいです！　こんな……こんなことが、起こるなんて！」

「もう怯おびえながら暮らす必要はない。陛下が仙姑を受け入れてくださると宣言したのだ」

「本当に……嬉うれしい……！」

「鄆うん城じよう県の人々も、我々役所の者も、みんなお前のことを応援してきた。だからここまで無事でいられたんだ。待っていた甲か斐いがあったろうが、助けてくれた人々のことも忘れるな」

「当たり前です！　そうじゃなかったら、とっくの昔に、私──」

「待った。長話をする前に、だ。その服を何とかしろ」

　宋江の服はいまだ湿っている。おまけに用水路の臭においがついており、鼻をつまむほどだ。

「はーい、着替えてきます！」

　ウキウキと軽やかな足取りで、宋江は替えの服が置いてある部屋へと入った。

　鼻歌を歌いながら、バッと濡ぬれた服を脱ぎ捨てる。




　裸身になった彼女の胸の谷間には──「魁かい」のひと文字が、浮き出ていた。










　あとがき




　この度は第弐巻をお買い上げ（お手に取って）いただき、ありがとうございます。逢おう巳みです。こうして続きを出せましたのも皆様のおかげです。とても嬉うれしいです。この場を借りて恐縮ですが、御礼をさせてください。




　中国・鷹潭で出会ったタクシー運転手のおじさん。「水すい滸こ伝でんの小説を書くために取材に来たんだ」と自分が話したのに対し、「そいつはいい！　もっと日中交流しようぜ！」と明るく返してもらえた時には、なんだか元気をもらえました。おじさん、ありがとう。また中国へ行くよ。




　佐さ世せ保ぼの漫画家・大おお原はら由ゆ軌き子こさん。大原家の皆さんと一緒に美味おいしいお刺身をいただきながら、ご夫婦より温かいエールをもらった時には、すごいやる気が湧いてきました。たびたび拙著の紹介までしていただき、本当にありがとうございます。「必ず嫁さんが見つかる」という魅み惑わくの佐世保に、また遊びに行きたいです。




　江えの島しま展望灯台下のカフェ「ＧＡＢＯ」店長。拙著をわざわざ目立つところに、紹介文付きで置いてくれてありがとうございます。年末に行った時はびっくりするのと同時に、感激しました。それでやけに自分のプロフィールを聞いてきたんだなあ、と。お見合いでも企画してるのかと思ってました。近いうちに骨休みも兼ねて、まったり読書でもしに行こうと思います。




　そして何よりも、本書に携わったすべての方々と、応援してくださっている皆様。ここでは御礼を言いきれないほど、とても大勢の方々の支えがあって、第弐巻を出すことが出来ました。まことに感謝しております。




　本当にありがとうございました。またどこかでお会い出来る日を楽しみにしております。
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逢おう巳み花か堂どう

この年末年始、著者近影を撮るため、伊豆の各所で仮面を持ち歩いてスマホでパシャパシャしてました。通行人が足早に通り過ぎ去ろうと気にしない（ドキドキ）。ちなみに仮面は実際にかぶる用です。
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イラスト／未み来らい電でん機き

弐巻も表紙・挿絵を担当させて頂きました未来電機です。

漫画、イラストのお仕事をしております。

弐巻は新キャラが登場です！

仙姑達に囲まれて暮らしたい今日この頃……。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「逢巳花堂先生」係

「未来電機先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。









[image: ]









[image: ]電撃文庫





一〇ひゃく八はち星せい伝でん




天てん破ぱ夢む幻げんのヴァルキュリア弐








逢おう巳み花か堂どう





発　行　　　　2016年4月8日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.jp/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2016 OUMI KADOU





※2016年3月10日発行の電撃文庫『一〇八星伝 天破夢幻のヴァルキュリア弐』初版に基づき制作









[image: ]




item/image/p081.jpg





item/image/cover.jpg
SN \ \ ?

vm.r Tenpa Mugenyno

_ <»:¢;; ' N\

AT






item/image/p118.jpg





item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/kuchie-003-005.jpg
it S B R0 KCEHCLb&cﬁ&TH%m/k\)}

O L CEEHR R WIQN 5 4mN”






item/image/cover-h4.jpg





item/image/gaiji-cid17266.png





item/image/p195.jpg





item/image/dengekibunko-club.jpg
'IIEE

BExE |[EEEd http://dengekibunko.jp/






item/image/p143.jpg
-

F: ]






item/image/logo-dengeki.png





item/image/p061.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		目次



		序　章　ようこそ梁山泊へ



		第一章　放たれし青面獣



		第二章　山河社稷図



		第三章　仙道覚醒



		第四章　震天・動地



		第五章　天上に馳せた夢



		終　章　やがて訪れる希望の星



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid7894.png





item/image/p017.jpg





item/image/p215.jpg





item/image/p019.jpg
AN \ N 0\ VO N






item/image/kuchie-001.jpg
Tenpa M@0 Valkyria





item/image/photo.jpg
1

i





item/image/p167.jpg





item/image/p045.jpg
I T 1=






item/image/kuchie-002.jpg
enpa Mugen ng Valkyria ‘l
P R

” R

FEARFRL

O —

CONTENTS

¥R XHTZERIUAN —— 010
W B UE R 019
A ORI W: E

=R AGEEER

R R - B 143
WHE K LB 195
W W RPTHNLIAYEDLE - 242

design / 5GAS DESIGN STUDIO

4






item/image/kuchie-006-008.jpg





item/image/p009.jpg





